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食
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品
質
、
旦
数
、
形

由
緒
ノ
特
殊
又
ハ
製

ム

（四）
取
リ
、
翌
誡
シ
岩
ハ
其
ノ
牙
保
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
六
月
以
上
三
年
以
下

ノ
屯
繋
鋼
二
慮
シ
五
閂
以
上
五
十
閂
以
下
ノ
匹
~
金
ヲ
附
加
ス

第
十
四
條
監
守
者
怠
投
二
由
リ
国
宣
ヲ
亡
矢
宕
ハ
貰
肌
シ
タ
ル
ト
キ
ハ

二
崖
ス

テ
之
ヲ
叶
ス
但
シ
具
ノ
命
令
二
討
シ

過
訃
ハ

テ
ハ
即
時
抗
告
ヲ
乃
ス
コ
ト
ヲ
得

過
料
ハ
桧
胄
ノ
命
令
二
依
リ
之
ヲ
微
収
ス
其
ノ
徴
収
二
付
テ
ハ
民
事
訴

必
法
弟
六
韻
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス
但
シ
此
ノ
場
合
二
於
ケ
ル
椋
芥
ノ
命
令

ハ
執
行
文
ノ
奴
カ
ヲ
打
ス

第
十
五
條
第
七
條
二
依
リ
出
煉
シ
タ
ル
因
賓
ノ
峠
守
者
故
ぷ
怠
投
二
由

リ
薗
賓
ヲ
亡
失
若
ハ
毀
姐
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
園
庫
ハ
命
令
二
定
メ
タ
ル
井

債
ノ
方
法
二
従
ヒ
其
ノ
拍
古
ヲ
陪
位
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
其
ノ
評
償
額

二
間
シ
テ
ハ
哉
判
所
二
出
訴
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
六
條
本
法
二
定
メ
タ
ル
保
存
金
及
袖
拾
金
ト
シ
テ
胃
庫
ヨ
リ
支
出

ス
ヘ
キ
金
頷
ハ
一
箇
年
拾
丘
萬
且
乃
至
玉
拾
萬
且
ト
ス

附

則

第
十
七
條
ポ
法
卯
行
前
社
寺
二
下
付
シ
ク
ル
保
存
金
二
閏
シ
内
慌
大
臣

ハ
第
十
條
乃
至
弔
十
二
條
ヲ
適
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
胃

第
十
八
條
第
四
條
二
設
賞
ス
ル
物
件
ハ
社
寺
二
員
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
雑
所

行
者
ノ
諮
求
ア
ル
ト
キ
ハ
第
七
條
第
一
項
二
褐
ケ
タ
ル
博
物
泊
二
出
煉

ス
ル
コ
ト
ヲ
咋
可
シ
之
二
愉
給
金
ヲ
支
恰
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
九
條

第
二
十
條

第
八
條

ー

ミili 

1

,

 
•. 

'
 

.t'l 

ド
法
栂
汀
上
登
笈
ナ
ル
規
四
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

廿
祖
二
奨
ス
ル

9
ー

ハ
息
テ
常
設
博
物
節
二
於
テ
支

州
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
出
阿
ノ
屈
符
ヲ
解
昨
シ
タ
ル
ト
キ
冦
送
二
要
ス
ル

シ

第

七

條

二

内
務
大
臣
ハ
瞬
鼠
土
頷
ヲ
戊
定
シ
古
吐
寺
保
存
胄
ノ
議
二
附
ス

前
頂
二
依
リ
古
社
か
保
存
内
二
於
テ
晶
IL八
シ
タ
ル
愉
頷
内

定
金
訊
二
相
成
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
内
務
大
臣
ノ
此
定
頷
卜
古

ノ
議
決
訊
ト
ヲ
合
セ
之
ヲ
ニ
除
シ
タ
ル
訊
ヲ
以
テ
賠
似
ノ

本
令
二
定
ム
ル
モ
ノ
ノ
外
古
社
存
保
存
法
腿
汀
二

ハ
内
務
大
臣
之
ヲ
定
ム

古
社
寺
保
存
法
施
行
細
則

第
一
條

ス

ル

者

ハ

ニ

一
出
汀
ノ
亨
由

一
修
理
ス
ヘ
キ

眈
、
寸
尺
、
枯
造
、

作
ノ
優
秀
等
ヲ
護
見
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ

ス
ル
ト
キ
ハ

リ
保
存
金

シ
之
ヲ
内
務
省
二
差
出
ス
ヘ
シ

セ
ン
ト

J

り、
9‘

卜
目
み
冴
J

＇ 

ハ
富
茂
博
物
伯
長
ヲ
以
テ
之
二
充
ツ

第

一

條

ニ

ク
ル
ト
キ
ハ
営
該
博
物
伯
二
円
宣
監
守
ヲ
置
ク

ハ
命
ヲ
内
臀
大
臣
ニ

ノ
ぷ
具
二
任
ス

第
二
條
官
立
博
物
伯
ノ
ロ
胄
峠
守
ハ
嘗
該
博
物
伯

餡
旦
ヲ
以
テ
之
二
充
ツ

第
三
條

第

四

條

二

由

リ

其

ノ

監

守

ス

ル

笠
姐
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
跳
賃
ノ
此
二
任
ス
ヘ
シ

第
五
條
古
社
寺
保
存
法
第
八
條
二
依
リ
支
拾
ス
ヘ
キ
補
給
金
ハ
門
賓

り
一
就
キ
一
箇
年
二
閂
以
上
圧
十
閂
以
下
ト
シ
内
務
大
臣
ハ
出
陳
ヲ
命

ス
ル
晶
度
之
ヲ
定
ム
但
シ
州
賓
ニ
シ
テ
特
二
設
重
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ

ハ
内
侶
大
臣
ハ
古
社
寺
保
存
會
二
諮
詢
シ

恰
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

砧
築
又
ハ
焚
作
ノ
年
代
疫
其
ノ
役
之
二
加
ヘ
ク
ル
修
刑
ノ
年
JJ

四
修
理
二
災
ス
ル
じ
買
戊
襦
蚊
没
壮
仕
仕
笠

五

峻

成

闊

限

六
出
閃
省
ノ
資
カ
ヲ
虚
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
平
げ
項

第
二
條
特
刈
保
汎
心
心
物
及
同
貫
ノ
修
刑
費
二
月
シ
園
庫
ョ
リ
浦
助
ス

ル
闊
合
二
於
テ
ハ
営
改
社
寺
ハ
少
ク
ト
モ
其
ノ

t
訊
ヲ
旦
忙
ス
ヘ
キ
モ

ノ
ト
ス
但
シ
特
別
ノ
情
忙
ア
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
其
ノ
旦
肌
ヲ
轄
絨
ス
ル
コ

,i 

ト
ヲ

第
三
條
保
存
金
下
付
ノ
後
二
於
テ
改
叶
仕
様
ノ
交
更
若
ハ
竣
成
期
限
ノ

延
期
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
貨
由
及
旦
更
設
壮
仕
様
げ
等
ヲ
良
シ
内
伍

大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

内
務
大
臣
ハ
必
呉
卜
畠
ム
ル
ト
キ
ハ
闊
係
者
ノ
噸
出
二
係
ラ
ス
設
壮
仕

仇
ノ
旦
｛
更
ヲ
，
へ
叩
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
四
條
修
刑
峻
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
砧
罪
鳥
ヲ
添
ヘ
ニ
箇
月
以
内
二
内
務
大

臣
二
屈
出
ツ
ヘ
シ

第
五
條
本
令
ノ
規
捏
二
違
反
シ
岩
ハ
保
存
金
下
付
ノ
條
件
二
忍
反
シ
ク

ル
ト
キ
ハ
内
務
大
臣
ハ
保
存
金
ノ
仝
部
若
ハ
一
部
ノ
溢
付
ヲ
命
ス
ル
コ

ト
ア
ル
ヘ
シ

第
六
條
闊
宣
ハ
分
ッ
テ
左
ノ
三
糀
ト
ス
但
シ
帥
祉
ノ
菜
紳
若
ハ
寺
ノ
木

尊
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ス

甲
種
製
作
ノ
優
秀
ナ
ル
モ
ノ

乙
種
由
緒
ノ
特
殊
ナ
ル
モ
ノ

丙
種
屈
史
ノ
證
微
ト
ナ
ル
モ
ノ

一
閏
ス
ル

一
出
陳
セ
シ
メ

改
正

一

□ス
ル
件
ヲ
殷
可
シ
岐
二
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

戸）
一‘＂じ寓

）
 

三
古
社
寺
保
存
法
施
行
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隕
宜
保
存
法

第
一
條
建
造
物
、
壼
物
其
ノ
他
ノ
物
件
ニ
シ
テ
特
二

美
術
ノ
校
箇
卜
応
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
主
務
大
臣
閏
賓
保

ヲ
囚
貨
ト
シ
テ
指
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

虜

第
二
條
主
弩
大
臣
前
條
ノ
規
定
二
依
ル
指
定
ヲ
応
シ
ク
ル
ト
キ
ハ
其
ノ

旨
ヲ
官
報
ヲ
以
テ
告
示
シ
且
富
該
物
件
ノ
所
有
者
二
通
知
ス

第
三
條
四
費
ハ
之
ヲ
眉
出
又
ハ
移
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
但
シ
主
務
大
臣

ノ
評
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ズ

第
四
條
國
費
ノ
現
吠
ヲ
笈
更
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ

t
務
大
臣
ノ
咋
可
ヲ

受
ク
ベ
シ
但
シ
維
持
修
四
ヲ
門
ス
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ズ

第
五
條
主
務
大
臣
前
二
條
ノ
規
定
二
依
ル
咋
可
ヲ
鱈
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ

ハ
図
費
保
存
合
二
諮
間
ス
ベ
シ

第
六
條
図
賓
ノ
所
有
者
二
付
変
更
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所

二
依
リ
所
有
者
ヨ
リ
主
務
大
臣
二
屈
出
ヲ
葛
ス
ベ
シ
國
賓
絨
失
又
ハ
毀

担
シ
ク
ル
ト
キ
亦
同
ジ

第
七
條
胴
賓
ノ
所
有
者
ハ
主
務
大
臣
ノ
命
令
二
依
リ
一
年
内
ノ
期
間
ヲ

限
リ
帝
室
、
官
立
又
ハ
公
立
ノ
博
物
伯
又
ハ
美
衛
俯
二
其
ノ
國
賓
ヲ
出

朕
帝
国
議
會
ノ
協
賛
ヲ
綬
タ
ル
屈
賓
保
存
法
ヲ
哉
可
シ
或
二
之
ヲ
公
布
セ

シ
ム

ノ
＼
 五

國

賓

保

存

法

（
 

匝

ス

ア

ル

モ

ノ

ト

ス

但

シ

ハ

ア
ル
ト
キ
其
ノ
他
巳
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
二
在

ラ
ズ

前
項
ノ
命
令
二
封
シ
テ
不
服
ア
ル
者
ハ
訴
図
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
八
條
前
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
薗
賓
ヲ
出
飩
シ
ク
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
命

令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
固
庫
ョ
リ
補
給
金
ヲ
交
付
ス

第
九
條
第
七
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
出
陳
シ
ク
ル
固
賓
其
ノ
出
陳
中
滅
失

又
ハ
毀
担
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
胃
印
ョ
リ
其
ノ
所

有
者
二
け
シ
通
常
生
ズ
ベ
キ
担
古
ヲ
袖
伯
ス
侃
シ
不
可
抗
カ
ニ
因
リ
ク

ル
坦
合
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ズ

前
項
ノ
姐
古
袖
伯
訊
ハ
主
脊
大
臣
之
ヲ
決
定
ス
其
ノ
決
定
二
訂
シ
テ
不

服
ア
ル
者
ハ
決
定
泊
知
ノ
日
ヨ
リ
三
月
内
二
迎
常
賊
判
所
二
出
訴
ス
ル

コ
ト
ヲ
得

第
十
條
第
七
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
出
院
シ
タ
ル
因
賓
二
付
其
ノ
出
陳
中

所
有
者
ノ
反
更
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
祈
所
有
者
ハ
常
該
罰
賓
二
闊
シ
収
怯

二
規
定
ス
ル
釘
所
有
者
ノ
椛
刊
義
裔
ヲ
沢
紐
ス

第
十
一
條
公
益
上
其
ノ
他
特
殊
ノ
芥
由
二
依
リ
必
詞
竺
ア
ル
ト
キ
ハ
主
條

大
臣
閲
費
保
存
因
二
諮
間
シ
固
宣
ノ
指
定
解
除
ヲ
乃
ス
コ
ト
ヲ
得

主
務
大
臣
前
項
ノ
規
定
二
依
ル
指
定
解
除
ヲ
闊
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨

ヲ
官
報
ヲ
以
テ
告
示
シ
且
常
該
物
件
ノ
所
打
者
二
通
知
ス

第
十
二
條
神
社
又
ハ
寺
院
（
佛
堂
ヲ
盆
ム
以
下
同
ジ
／
）
ノ
所
打
二
ぬ
ス

ル
回
賓
ハ
帥
社
二
在
リ
テ
ハ
抑
戯
（
官
閏
幣
祉
二
在
リ
テ
ハ
宮
司
、
府

縣
郷
社
二
在
リ
テ
ハ
祉
司
、
村
社
以
下
二
在
リ
テ
ハ
寺
院
二
在

479 -

第
十
一
條

甲
種
ハ

第
七
條
内
務
省
二

ス

第
八
條
特
別
保
駕

ス

ー
栂

ー

1
々

二
所
有
者
及
所
在
地

三
創
立
及
沿
革

四
構
造
、
形
式

↓

ー

＼

:

l

t

J
こ）
 

［
 

第
九
條
因
賓
査
板
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
記
載
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一

名

稲

二四
第
六
條
ノ
稲
別
等
級

五

種

類

六

且

敗

七

晶

買

八

形

吠

九

寸

尺

第
十
條

ハ
同
賓
ヲ
塁
帳
二
登
品
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
特

ハ
四
賓
泣
苫
ヲ
其
ノ
物
件
所
育
者
二
交
付
ス

古
社
寿
保
存
法
第
六
條
但
仕
ロ
ニ
依
リ
別
二
監
守
者
ヲ
置
カ
ン

ト
ス
ル
者
ハ

具
シ
内
務
大
臣
二
団
出
ツ
ヘ
シ

第
十
二
條
特
別
保
殴
也
辿
物
若
ハ
閃
賓
ニ
シ
テ
亡
災
笠
姐
ア
リ
タ
ル
ト

キ
ハ
其
ノ
宜
況
ヲ
洋
同
パ
シ
万
日
以
内
二
内
百
大
臣
二

□出
ツ
ヘ
シ

第
十
三
條
補
恰
金
ハ
左
ノ
柁
晶
二
依
リ
之
ヲ
支
恰
ス

甲
阿
一
等
五
十
け
以
下
竺
十
五
門
以
上

同

二

等

三

十

五

閂

以

下

二

十

閂

以

上

同

三

雰

二

十

詞

以

下

十

lm
以
上

同

四

等

十

門

以

下

二

闘

以

上

乙

種

二

十

閂

以

下

二

け

以

上

丙

種

六

門

以

下

二

閂

以

上

第
十
四
條
前
條
ノ
補
給
金
ハ
月
割
ヲ
以
テ
|
冒
ル
シ
一
凶
月
二
満
タ
サ
ル

端
日
数
及
厘
位
未
満
ハ
切
拾
ト
ス

第
十
五
條
憶
物
館
二
於
テ
曰
費
ヲ
受
領
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
受
頒
誡
げ
ヲ
文

付
シ
又
國
賓
ヲ
返
付
ス
ル
ト
キ
ハ
該
讃
因
卜
引
投
フ
ヘ
シ

第
十
六
條
博
物
館
二
於
テ
円
賓
ヲ
受
授
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
部
度
内
務

大
臣
及
嘗
誤
地
方
長
官
二
戦
告
ス
ヘ
シ

第
十
七
條
従
前
社
寺
二
下
付
シ
ク
ル
保
存
企
二
凹
シ
テ
ハ
古
社
芍
侶
存

法
弟
十
七
條
二
依
リ
同
法
弟
十
條
乃
至
弟
十
二
條
ヲ
適
用
ス

第
十
八
條
古
社
寺
保
存
法
第
十
九
條
二
依
リ
保
存
金
ノ
下
付
ヲ
出
四
セ

ン
ト
ス
ル
者
ハ
第
一
條
ノ
見
屈
二
佑
骰
シ
テ
団
げ
ヲ
差
出
ス
ヘ
シ

第
十
九
條
木
令
二
依
リ
内
務
大
臣
二
差
出
ス
性
類
ハ
組
テ
所
帖
地
方
虹

ヲ
親
由
ス
ヘ
シ

471'¥ 

ノ
緊
韻
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
記
載
ス
ル
モ
ノ
ト

一
依
リ
一
等
乃
至
四
等
ノ
四
等
二
分
ツ

モ
ノ

ヲ
添
ヘ

t

]

t
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ノ



朕
円
賓
保
存
法
旭
行
合
ヲ
絨
nj
シ
玄
二
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

頂
費
保
存
法
施
行
令

第
一
條
罰
宜
保
存
法
第
じ
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
門
宣
ヲ
官
立
又
ハ
公
立

ノ
博
物
陪
又
ハ
美
附
伯
二
出
陳
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
賞
波
博
物
伯
又
ハ

美
術
餡
ノ
長
、
嘗
波
博
物
伯
又
ハ
笈
術
伯
ノ
長
故
齢
ア
ル
ト
キ
ハ
賞
該

職
闘
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
其
ノ
恥
務
ヲ
代
四
ス
ル
者
二
於
テ
出
陳
囚
宣

ヲ
管
理
ス

前
項
ノ
管
理
二
闊
シ
テ
ハ
文
部
大
臣
ヲ
芦
皿
け
ス

第
二
條
図
胄
保
存
法
第
七
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
博
物
伯
又
ハ
芙
雨
伯
二

出
団
シ
タ
ル
因
費
ノ
出
陳
二
奨
ス
ル
荷
殻
賢
雰
ハ
嘗
改
円
物
伯
又

ハ
及
術
伯
二
於
テ
負
忙
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ニ
妻
ス
ル
荷
造
連
搬
賢
雰

）
 

六
國
賓
保
存
法
施
行
令

（
 

リ
テ
ハ
住
職
（
佛
堂
二
在
リ
テ
ハ
巧
持
伯
侶
）
之
ヲ
胄
理
ス
但
シ
ド
岱

大
臣
ノ
詐
可
ヲ
受
ケ
別
二
冒
理
者
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
三
條
岬
社
又
ハ
守
尻
ノ
所
ぃ
IJ
ニ
い
ス
ル
円
宣
ハ
之
ヲ
店
分
シ
、
杞

侃
二
供
シ
又
ハ
差
抑
フ
ル
コ
ト
ヲ
門
ズ
但
シ
じ
裔
大
臣
ノ
咋

III
ヲ
受
ケ

慮
分
シ
又
ハ
柏
保
二
供
ス
ル
ハ
此
ノ
限
二
伍
ラ
ズ

E
筋
欠
臣
前
項
ノ
鳳
定
二
依
ル
咋

III
ヲ
乃
サ
ソ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
日
責
保

存
貪
二
諮
閻
ス
ベ
シ

主
務
大
臣
ノ
店
可
ヲ
受
ケ
ズ
シ
テ
岬
社
又
ハ
存
院
ノ
所
有
二
旦
ス
ル
円

資
ヲ
慮
分
シ
又
ハ
柏
保
二
供
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
無
炊
ト
ス

第
十
四
條
叫
社
又
ハ
寺
院
其
ノ
所
有
二
崎
ス
ル
閏
宣
ヲ
帷
持
修
四
ス
ル

コ
ト
揺
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
王
裔
大
臣
胃
宣
保
存
介
二
諮
問
シ
之
二
封
シ
捕

助
金
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

特
二
必
翌
ア
ル
ト
キ
ハ
呻
仕
又
ハ
寺
加
以
外
ノ
モ
ノ
ノ
所
有
二
扇
ス
ル

国
賓
二
付
咄
項
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス

第
十
五
條
浦
助
食
ハ
豫
邸
頷
ヲ
以
テ
之
ヲ
文
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場

合
二
於
テ
肋
罪
ノ
上
詞
餘
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
忍
付
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
六
條
袖
助
如
及
袖
恰
姐
ト
シ
テ
臼
庫
ヨ
リ
支
出
ス
ベ
キ
金
訊
ハ
句

年
度
十
五
萬
門
以
上
ニ
ト
萬
け
以
下
ト
ス

前
項
ノ
金
頷
ノ
外
特
二
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
像
邸
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
四

時
二
補
助
金
又
ハ
補
給
箪
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
七
條
頂
費
保
存
介
ノ
糾
絨
及
柚
限
二
間
ス
ル
心
け
項
ハ
本
法
二
規
定

ス
ル
モ
ノ
ノ
外
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

八
條
岬
社
又
ハ
寺
況
ノ
所
有
二

古

社

寺

保

存

法

ニ

ハ

胃

賓

ノ

賽

格

ア

ル

モ

ノ

ト
定
メ
ラ
レ
タ
ル
物
件
ハ
之
ヲ
，
区
法
二
依
リ
テ
囚
宜
ト
シ
テ
指
定
セ
ラ
レ

タ
ル
物
件
卜
百
倣
ス

古
叶
寺
保
存
怯
二
依
リ
テ
下
付
シ
ダ
ル
侃
作
諭
ハ

J
,

，
言
：
ド
よ
二
依
リ
テ

付
ジ
タ
ル
補
助
裔
卜
行
倣

備
苔
）

択
よ
ハ
叩
印
四
平
勅
合
吊
二
百
九
覧
ヲ
以
テ
同
年
七
月
一

17
ヨ
リ
屈
け

ス
Jレ

口て`
I’;； ^j 
ス
）レ

）
 

七
國
賓
保
存
法
施
行
規
則

(
j
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シ
屈
出
ヲ
応
サ
ザ
ル
昔
ハ
百

□以

項
ハ
，
哨
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
走
ム

第
十
九
條
国
ノ
所
行
二

□ズ
ル

定
ヲ
応
ス
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
條

t
訪
大
臣
ノ
叶
可
ナ
ク
シ
テ
同
宣
ヲ

11出
又
ハ
移
出
シ
匁
ル

臼
ハ
丘
年
以
ド
ノ
以
心
役
若
ハ
禁
闊
又
ハ
ニ
千
口
以
下
ノ
潤
金
二
虐
ス

第
二
十
一
條
門
宣
ヲ
肌
愧
、
団
ぷ
菜
又
ハ
ロ
置
シ
タ
ル
苔
ハ
丘
年
以
ド
ノ

忍
役
冒
ハ
賃
贔
又
ハ
五
百
け
門
ド
ノ
闊
/
立
二
虞
ス

剖
直
ノ
円
宣

fl己
ノ
所
行
二
倅
ル
ト
キ
ハ
ニ
年
以
下
ノ
忍
役
若
ハ
禁
銅

又
ハ
ニ
百
且
以
下
ノ
潤
位
府
ハ

Hii
二
虞
ス

第
二
十
二
條
名
四
條
ノ
規
定
二
臼
反
シ
占
nJ
ヲ
受
ク
ベ
キ
者
之
ヲ
足
ケ

ズ
ジ
テ
同
貸
ノ
現
状
ヲ
[~-Ill"ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
冗
百
閂
以
下
ノ
過
甘
二
艇

ス

第
二
十
三
條
予
ハ
條
ノ
現
走
ニ

ド
ノ
過
け
二
虞
ス

第
二
十
四
條
箪
七
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
出
煉
シ
ク
ル
四
賓
ノ
冒
刑
者
又

ハ
呻
吐
許
ハ
寺
院
ノ
所
行
二
鳳
ス
ル
同
賓
ノ
特
理
者
怠
投
二
因
リ
其
ノ

冒
狸
ス
ル
國
賓
ヲ
絨
失
又
ハ
賃
姐
ス
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ

Ii
百

二
虞
ス

第
二
十
五
條
非
泌
罪
件
手
賃
法
第
一
子
日
六
條
乃
至
第
二
百
八
條
ノ
規
定

ハ
木
法
二
規
定
ス
ル
過
料
二
付
之
ヲ
碍
用
ス

附

則

な
法
抱
行
ノ
圃
日
ハ
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

ス

亦
同
ジ

第
三
條
尻
宣
保
存
法
第
十
四
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
補
助
金
ノ
文
付
ヲ
曼

ヶ
々
ル
日
宣
ノ
維
持
修
連
二
閏
シ
テ
ハ
文
晶
大
臣
之
ヲ
監
斤
ス

文
部
大
臣
ハ
前
項
二
規
定
ス
ル
柚
限
ヲ
地
方
長
官
二
委
任
ス
ル
コ
ト
ヲ

,＇ー
第
四
條
文
喝
大
臣
川
ノ
所
汀
二
｀
ズ
ル
物
件
ヲ

l
責
ト
シ
テ
指
定
シ
タ

ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
ヲ
官
罰
ヲ
旦
テ
告
示
シ
且
常
虚
物
件
ノ
所
胃
大
臣
二

並
知
ス
ベ
シ
四
ノ
所
有
二
属
ス
ル
四
宜
ノ
指
定
解
除
ヲ
鱈
シ
タ
ル
ト
キ

亦
同
ジ

第
五
條
門
が
其
ノ
所
有
二
誡
ス
ル
只
賓
ヲ
虞
分
シ
、
い
い
出
若
ハ
移
出
シ

又
ハ
其
ノ
乳
状
ヲ
喜
茶
叉
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
所
育
大
臣
二
於
テ
文
部
大

臣
ノ
同
己
ヲ
得
ベ
シ

第
六
條
文
晶
大
臣
前
條
ノ
汎
定
二
依
ル
同
ぷ
ヲ
乃
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ

門
宣
保
存
介
二
諮
間
ス
ベ
シ

第
七
條
胃
ノ
所
行
二
員
ス
ル
閂
費
二
付
誡
失
、
毀
旧
又
ハ
腎
狸
挽
ァ
リ

タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
ヲ
所
官
大
臣
コ
リ
文
部
大
臣
二
泊
知
ス
ベ
シ
胃
ガ

図
宜
ヲ
取
得
シ
タ
ル
ト
キ
亦
同
ジ

附

則

木
令
ハ
同
費
保
存
法
施
行
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
槌
行
ス

明
治
三
十
年
勅
令
第
四
百
四
十
六
批
ハ
之
ヲ
店
止
ス

応
ロ
シ
テ
ハ
勒
令
ヲ
以
テ
別
段
ノ
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ス
ベ
シ

第
十
條
第
八
條
ノ
國
賓
減
失
又
ハ
毀
担
シ
ク
ル
ト
キ
ハ

ハ

美

術

館

ハ

其

ノ

事

由

、

宜

況

饂

一

嘗

該

罰

買

ノ

名

誼

シ

直
二
文
部
大
臣
二
報
告
シ
且
二
通
知
ス
ベ
シ
帥
祉
、
寺
院
又
ハ

ノ
所
有
二
属
ス
ル
ル
ト
キ
ハ
尚
賞
該
地
方
長
官
二
報

第
六
條
園
費
ノ
具
状
及
更
ノ
亦
可
ヲ
受
ケ
タ
ル

吏
ヲ
峻
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
宜
施
仕
様
げ
、
鍔
轄
拉
二
闊
而
ヲ
添
へ
迎
濯
ナ

ク
文
部
大
臣
二
屈
出
ヅ
ベ
シ

第
七
條
四
賓
ノ
所
有
者
其
ノ
氏
名
（
名
桐
）
又
ハ
住
所
ヲ
髪
更
シ
タ
ル
ト

キ
ハ
夏
更
ノ
日
ヨ
リ
十
四
日
内
二
文
部
大
臣
二
屈
出
ヅ
ベ
シ

同
賓
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
ハ
岱
該
図
賓
ノ
々
口
俯
及
員
数
ヲ
ロ
パ
シ
取
得
ノ
事

宜
ヲ
嘉
明
ス
ル
ニ
足
ル
芥
而
ヲ
添
へ
取
得
ノ
日
ヨ
リ
十
四
日
内
二
文
部

大
臣
二
屈
出
ヅ
ベ
シ

因
賓
減
失
又
ハ
毀
担
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
因
賓
保
存
法
第
七
條
ノ
規
定
二
依

リ
出
陳
中
二
係
ル
均
合
ヲ
除
ク
ノ
外
所
有
者
ヨ
リ
其
ノ
賓
由
、
宜
況
蚊

、
二
宜
該
國
賢
ノ
名
稲
及
旦
数
ヲ
具
シ
滅
失
又
ハ
毀
狙
ノ
下
宜
ヲ
知
リ
タ

ル
日
ョ
リ
五
日
内
二
文
部
大
臣
二
屈
出
ヅ
ベ
シ

第
八
條
四
賓
保
存
法
第
七
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
出
陳
シ
タ
ル
國
賓
ヲ
受

領
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
常
該
博
物
伯
又
ハ
美
術
伯
ハ
所
有
者
二
受
領
讃
喜
ヲ

交
付
シ
返
付
ス
ル
ト
キ
ハ
之
卜
引
投
フ
ベ
シ

第
九
條
前
條
ノ
國
賓
ヲ
受
頒
又
ハ
返
付
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
営
該
博
物
餡
又

ハ
美
術
館
ハ
其
ノ
部
度
文
部
大
臣
二
報
告
ス
ベ
シ
呻
祉
、
寺
院
又
ハ
公

二
謁
ス
ル
国
喪
ナ
ル
ト
キ
ハ
尚
常
淡
地
方
長
官
二
報
告

第
一
條

員

数

桔
心
及
形
式

大

サ

創
建
及
沿
革

且ー］
 -‘

 1

ノじ賓
物
ノ
類
二
付
テ
ハ

一

名

前
所
有
者
ノ
氏
名

種

類

員

数
品

質
ク
，
ノ
た

が

1

'

J

,

＇） 

法

鼠

作
者
及
得
束

及
住
所

ノ
氏
名
（
名
稲
）
及
住
所

文
部
省
二
同
賓
咲
仙
ヲ
仙
へ
國
賓
ヲ
登
録
ス

第

二

條

州

賓

塁

輯

ニ

ハ

シ

窮

買

ヲ

添

付

ス

建
追
物
ノ
類
二
付
テ
ハ

一
名
前
及
所
在
地

二

ナ
ル
ベ
キ
事
項

第
五
條
図
賓
ノ
狸
朕
ヲ
公
夏
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
所
有
者
二
於
テ
几
ノ

芥
由
銃
二
左
ノ
直
項
ヲ
具
シ
文
部
大
臣
二
巾
嘉
ス
ベ
シ
其
ノ
之
ヲ
心
店
夏

セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
同
ジ

四
賓
ノ
名
桐
及
員
蚊

視
眈
ノ
只
更
二
閃
ス
ル
没
壮
仕
仇
、
壮
晶

lm競
ニ
エ
巾
忙
嘗
者
ノ

氏
名
（
名
附
）

廷
造
物
ノ
噸
ニ
シ
テ
位
臼
ノ
噂
更
ヲ
生
ズ
ル
喜
合
二
在
リ
テ
ハ
其

ノ
移
轄
先

著
手
ノ
時
期
及
峻
成
期
限

告
ス
ベ
シ

第

十

一

條

二

依

リ

テ

支

給

ス

ベ

キ

補

給

金

ハ
尻
費
一
件
二
付
ご
定
ハ
閂
以
卜
百
門
旦
下
ト
シ
文
部
大
臣
二
於
テ
出

陳
ヲ
命
ズ
ル
部
度
之
ヲ
定
ム

前
項
ノ
補
沿
金
ノ
文
給
二
付
テ
ハ
月
刈
ヲ
以
テ
叶
卵
シ
一
月
二
沿
タ
ザ

ル
日
数
ハ
之
ヲ
一
月
卜
石
倣
ス

第
十
二
條
図
寅
保
存
よ
冶
几
條
ノ
規
定
二
依
ル
補
信
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル

ト
キ
ハ
滅
失
又
ハ
毀
姐
シ
ク
ル
問
賓
ノ
所
有
者
二
於
テ
左
ノ
事
項
ヲ
Flバ

シ
迎
滞
ナ
ク
文
部
大
臣
二
巾
諮
ス
ベ
シ

一
因
賓
ノ
名
前
及
員
放

二
閂
賓
ヲ
出
陳
シ
タ
ル
陪
物
伯
又
ハ
美
術
伯
ノ
名
前
及
所
在
地

三
減
失
又
ハ
毀
姐
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
事
由
並
二
翌
姐
二
付
テ
ハ
其
ノ

屈
度

第
十
三
條

ス

第
十
四
條
因
賓
保
存
法
第
十
二
條
但
打
ノ
規
定
二
依
リ
テ
別
二
特
刑
者

ヲ
定
メ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
常
該
岬
蹴
又
ハ
住
職
（
佛
堂
二
在
リ
テ
ハ
受

持
伯
侶
）
二
於
テ
其
ノ
下
由
ヲ
円
パ
シ
新
二
狩
理
者
卜
乃
ル
ベ
キ
者
卜
迎

署
ノ
上
文
部
大
臣
二
巾
議
ス
ベ
シ

第
十
五
條
神
社
又
ハ
寺
院
其
ノ
所
有
二
島
ス
ル
図
賓
ヲ
崖
分
セ
ン
ト
ス

ル
ト
キ
ハ
其
ノ
下
由
競
二
左
ノ
事
項
ヲ
門
パ
ニ
申
請
ス
ベ
シ

其
ノ
之
ヲ
旦
更
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
同
ジ

ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
國
賓
磨
伯
ヨ
リ
嘗
虚
只

九
其
ノ
他
蓼
考
ト
ナ
ル
ベ

第
三
條
固
宣
ヲ
伯
出
又
ハ
秒
出
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
所
有
者
ニ

ノ
事
由
並
二
左
ノ
事
項
ヲ
只
シ
文
部
大
臣
二

111晶
ス
ベ
シ
其
ノ
之

更
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
同
ジ

円
賓
ノ
名
稲
及
員
蚊

信
出
又
ハ
移
出
ノ
期
間

忙
出
先
又
ハ
移
出
先
ノ
場
所
及
其
ノ
所
在
地

荷
造
迎
搬
ノ
方
法

帆
出
又
ハ
移
出
期
間
中
二
於
ケ
ル
促
狩
ノ
方
法

保
給
ノ
方
法

三りnし五"‘
 J

ノ七

二

開

ス

ル

詞

東

ア

ラ

バ

之

二

閉

ス

ル

第
四
條
固
賓
ノ
芦
い
出
又
ハ
移
出
ノ
謹
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
嘗
該
國
賓
ヲ
持

這
リ
又
ハ
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
五
珈
ナ
ク
文
部
大
臣
二
屈
出

ヅ
ベ
シ
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第

二

十

九

條

二

依

リ

テ

神

社

、

寺

院

又

ハ

公

共

間

盟

ョ

リ

文
部
大
臣
二
差
出
ス
翡
煩
ハ
地
方
長
官
ヲ
縄
由
ス
ベ
シ
第
十
八
條
、
第

二
十
一
條
及
弟
二
十
二
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
紳
祉
、
寺
院
又
ハ
公
共
園

伯
以
外
ノ
モ
ノ
ヨ
リ
文
部
大
臣
二
差
出
ス
古
類
二
付
亦
同
ジ

四
荷
造
連
搬
ノ
方
法

五
搬
出
期
間
中
二
於
ケ
ル
保
行
ノ
方
法

第
二
十
六
條
前
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
亦
llJ
ヲ
受
ケ
タ
ル
紳
社
又
ハ
寺
院

常
哀
同
賓
ヲ
再
ビ
常
該
抑
社
又
ハ
寺
院
内
二
搬
入
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
迎
帰

ナ
ク
文
部
大
臣
二
屈
出
ヅ
ベ
シ

第
二
十
七
條
神
祉
又
ハ
寺
院
其
ノ
所
打
二
属
ス
ル
國
宜
ヲ
校
窮
模
造
シ

又
ハ
模
宣
狡
造
ヲ
承
忍
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
市
由
銃
二
左
ノ
事
項

ヲ
具
シ
文
部
大
臣
ノ
詐
可
ヲ
受
ク
ベ
シ
其
ノ
之
ヲ
麦
更
セ
ン
ト
ス
ル
ト

鼻
キ
亦
同
ジ

一
隕
宣
ノ
名
稲
及
旦
数

二
模
窪
椋
造
ノ
期
間

三
棋
窮
椋
造
ノ
方
法

四
板
巧
板
造
二
従
事
ス
ル
者
ノ
氏
名
及
住
所

第
二
十
八
條
同
賓
ノ
維
持
修
理
、
現
眈
又
更
雰
ノ
場
合
二
於
テ
彿
像
、

糧
文
、
堺
物
、
鸞
文
、
棟
札
、
埋
歳
物
ノ
煩
ヲ
壺
見
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
嘗

該
闘
賓
ノ
所
打
者
ヨ
リ
其
ノ
宜
況
ヲ
具
シ
迎
沿
ナ
ク
文
部
大
臣
二
屈
出

ヅ
ベ
シ

三
吋
町
、
報
閏
又
ハ
之
二
準
ズ
ベ
キ
モ
ー
'

四
慮
分
ノ
相
手
方
ノ
氏
名
（
名
愉
）
及
住
所

五
出
囚
者
ノ
資
カ
ヲ
虚
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
貨
項

第
十
六
條
岬
祉
又
ハ
寺
院
其
ノ
所
有
二
属
ス
ル
國
費
ヲ
粕
保
二
供
セ
ン

ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
事
由
並
二
左
ノ
仇
項
ヲ
ロ
パ
シ
文
部
大
臣
二
申
諮
ス

ベ
シ
其
ノ
之
ヲ
足
更
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
同
ジ

一
圃
宣
ノ
名
梱
及
員
殴

二
机
保
ノ
期
間

三
伯
保
梱
者
ノ
氏
名
（
名
前
）
及
住
所

四
出
閃
右
ノ
資
カ
ヲ
{
]
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
ド
項

第
十
七
條
白
責
ヲ
机
保
二
供
ス
ル
託
叶
ヲ
受
ケ
タ
ル
岬
社
又
ハ
寺
院
常

該
國
宣
ヲ
粕
保
二
供
シ
又
ハ
拍
保
契
的
ヲ
解
除
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
涅
沿
ナ

ク
文
部
大
臣
二
応
出
ヅ
ベ
シ

第
十
八
條
門
賓
保
存
法
第
十
四
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
補
助
金
ノ
交
付
ヲ

受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
ノ
貨
由
拉
二
左
ノ
芥
項
ヲ
具
シ
文
部
大
臣
二
申

耐
ス
ベ
シ

一
維
持
化
眠
ス
ベ
キ
四
賓
ノ
名
桐
及
旦
敗

二
維
持
修
理
二
要
ス
ル
エ
費
只
邸
、
設
叶
仕
仕
詈
心
員
及
宣
買

三
肝
手
ノ
時
間
及
峻
成
間
限

四
出
団
苔
ノ
汽
カ
ヲ
ふ
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
芥
項

第
十
九
條
四
賓
ノ
維
持
修
罪
買
二
討
シ
円
庫
ョ
リ
補
助
金
ヲ
交
付
ス
ル

均
合
二
於
テ
ハ
賞
該
閏
費
ノ
所
有
者
ハ
少
ク
ト
モ
維
持
修
罪
費
組
訳
ノ

ル
菫
要
美
術
品
害
ノ
保
存
二
間
ス

絨
可
シ
翠
二
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム
（
尋
口
〗
[
)

雪
芸
美
術
品
寄
ノ
保
存
二
闘
ス
ル
法
律

第
一
條
歴
史
上
又
ハ
芙
術
上
特
二
直
要
ナ
ル
間
値
ア
リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル

物
件
（
闊
費
ヲ
除
ク
）
ヲ
位
出
又
ハ
移
出
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
主
脩
大
臣
ノ

許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ
但
シ
現
存
者
ノ
製
作
二
係
ル
モ
ノ
、
製
作
役
五
十
年

ヲ
観
ザ
ル
モ
ノ
及
ぃ
孔
入
役
一
年
ヲ
包
サ
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ズ

第
二
條
前
條
ノ
規
定
二
依
リ
其
ノ
戸
い
出
又
ハ
移
出
二
付
評
可
ヲ
奨
ス
ル

物
件
ハ
主
倍
大
臣
之
ヲ
爪
定
シ
其
ノ
旨
ヲ
官
報
ヲ
以
テ
告
示
シ
且
嘗
該

物
件
ノ
所
行
者
二
通
知
ス
ベ
シ

袖
項
ノ
規
定
二
依
リ
立
定
ノ
告
示
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
貸
買
、
交
校
又
ハ

貼
阻
ノ
目
的
ヲ
以
テ
常
該
物
件
ノ
寄
晶
ヲ
受
ケ
ク
ル
古
打
者
ハ
其
ノ
認

定
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
推
定
ス

第
三
條
玉
慌
大
臣
弟
一
條
ノ
規
定
二
依
リ
咋
可
ノ
巾
'nrJ

ア
リ
ク
ル
ぢ
合

ニ
於
テ
詐
可
ヲ
乃
サ
ザ
ル
ト
キ
ハ
許
可
串
泊
ノ
日
コ
リ
一
年
ヨ
リ
ー
ご
カ

ラ
ザ
ル
期
間
内
二
営
該
物
件
ヲ
罰
賓
保
存
法
第
一
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ

ノヽ八
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
二
闊
ス
ル
法
律

（
 附

則

本
令
ハ
四
賓
保
存
法
施
行
ノ
日
ヨ

古
社
寺
保
存
施
行
細
則
ハ
之
ヲ
廂
止
ス

フ、

丘
十
ヲ
員
忙
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
但
シ
特
別
ノ
r囚
仙
ア
ル
モ
ノ

限
リ
其
ノ
員
柏
ヲ
豆
訊
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
條
補
助
金
ノ
交
付
ヲ
文
ケ
タ
ル
者
ハ
其
ノ
竹
理
方
法
ヲ
定
メ
地

ガ
長
官
ノ
咋
可
ヲ
受
ク
ベ
シ
其
ノ
之
ヲ
竺
更
七
ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
同
ジ

第
二
十
一
條
袖
助
金
ノ
交
付
餃
二
於
テ
没
叶
仕
様
又
ハ
危

flfノ
時
期
許

ハ
峻
成
期
限
ノ
三
更
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
惰
由
及
及
更
設
壮
仕
様
競

二
壮
晶
ロ
ヲ
具
シ
文
部
大
臣
ノ
叶
司
ヲ
受
ク
ベ
シ

文
部
大
臣
必
要
卜
忍
ム
ル
ト
キ
ハ
前
項
ノ
規
定
二
拘
ラ
ズ
設
壮
仕
條
ノ

い
苫
言
ヲ
匂
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
二
條
叫
助
全
ノ
え
付
ヲ
芝
ケ
タ
ル
古
ハ
且
ノ
圃
宣
ノ
維
持
修
理

峻
リ
ク
ル
ト
キ
ョ
リ
ー
一
月
内
二
貞
但
仕
仕
凸
、
汀
買
、
口
面
蚊
二
閏
克

代
9

ヲ
添
へ
文
部
大
臣
二
[
ぃ
出
ヅ
ベ
シ

第
二
十
三
條
木
令
ノ
規
定
若
ハ
補
助
金
文
付
ノ
條
件
二
心
反
シ
又
ハ
補

助
金
交
付
ノ
目
的
ヲ
五
行
ス
ル
コ
ト
旭
ハ
ズ
ト
畠
ム
ル
ト
キ
ハ
文
部
大

臣
ハ
袖
助
金
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ノ
以
己
ヲ
岱
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
四
條
神
社
又
ハ
寺
尻
ノ
所
打
二
鳳
ス
ル
固
賓
ノ
竹
理
不
適
賞
ニ

シ
テ
減
失
又
ハ
毀
姐
ノ
虞
ア
リ
ト
j

]

ム
ル
ト
キ
ハ
文
部
大
臣
ハ
其
ノ
青

刑
方
法
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
五
條
岬
社
又
ハ
寺
仙
其
ノ
所
訂
二
い
ス
ル
胃
賓
ヲ
拇
物
館
、
叉

雨
館
又
ハ
之
二
辛
ズ
ベ
キ
閂
所
二
出
陳
シ
其
ノ
他
嘗
該
呻
社
又
ハ
寺
院

外
二
景
出
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
直
由
拉
二
左
ノ
信
項
ヲ
ロ
パ
シ
文
部

大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ
其
ノ
之
ヲ
又
更
七
ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
同
ジ

一
囚
賓
ノ
名
梱
及
員
敗
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由
蚊
二
左
ノ
祁
項
ヲ
具
シ
文
部
大
臣
二
巾
山
ス
ベ
シ
其
ノ
之
ヲ
尺
哀
言
」

ン
ト
ス
ル
ト
キ
亦
同
ジ

一
認
定
物
件
ノ
名
稲
及
員
敗

二
泣
出
又
ハ
移
出
ノ
期
間

三
悦
出
又
ハ
移
出
浩

四
帆
出
先
又
ハ
移
出
先
ノ
場
面
及
其
ノ
所
伍
逍

丘
荷
造
迎
搬
ノ
方
法

六
帖
出
又
ハ
移
出
期
間
中
二
於
ケ
ル
保
管
ノ
方
法

第
五
條
認
定
物
件
ノ
帖
出
又
ハ
移
出
ノ
咋
llJ
ヲ
受
ケ
ク
ル
者
賞
該
物
件

ヲ
持
沿
リ
又
ハ
其
ノ
返
退
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
濯
ナ
ク
文
部
大
臣
二

屈
出
ヅ
ベ
シ

第
六
條
認
定
物
件
ノ
所
有
者
其
ノ
氏
名
（
名
前
）
又
ハ
住
所
ヲ
旦
更
シ

タ
ル
ト
キ
ハ
髪
更
ノ
日
コ
リ
十
四
日
内
二
文
部
大
臣
二
屈
出
ヅ
ベ
シ

？
〗
定
物
件
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
ハ
嘗
該
物
件
ノ
名
前
及
員
数
ヲ
具
シ
取
得

ノ
直
宜
ヲ
虚
明
ス
ル
ニ
足
ル
げ
而
ヲ
ぷ
へ
取
得
ノ
日
コ
リ
十
四
日
内
ニ

文
部
大
臣
二
屈
出
ゾ
ベ
シ

認
定
物
件
滅
失
若
ハ
毀
姐
シ
又
ハ
之
二
署
シ
キ
現
状
変
更
ア
リ
タ
ル
ト

キ
ハ
所
行
者
ヨ
リ
其
ノ
市
由
、
宜
況
蚊
二
忍
定
物
件
ノ
名
前
及
旦
蚊
ヲ

具
シ
滅
失
、
毀
狙
又
ハ
現
眈
変
更
ノ
巾
宜
ヲ
知
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
冗
日
内

二
文
部
大
臣
二
屈
出
ヅ
ベ
シ

第
七
條
ぶ
定
物
件
ガ
囚
衷
保
存
法
第
一
條
ノ
規
定
二
依
リ
図
宜
ト
シ
テ

指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
晶
定
ハ
取
消
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
石
倣
スシ

二
依
ル

周
代
二
闊
シ
各
咽
琴
ア
ル
ト
キ
ハ

(+) 

岱7

ス
ベ
シ

囚
賓
ト
シ
テ
指
定
シ
又
ハ
前
條
ノ
規
定
二
依
ル

第
四
條
畠
定
、
其
ノ
取
消
及
第
二
條
ノ
規
定
二
依
ル
忍
定
物
件
ノ
所
打

者
二
付
髪
更
ア
リ
タ
ル
場
合
ノ
屈
出
二
闊
ス
ル
印
項
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之

ヲ
定
ム

第
五
條
主
務
大
臣
ノ
咋
可
ナ
ク
シ
テ
第
二
條
ノ
規
定
二
依
ル
忍
定
物
件

ヲ
位
出
又
ハ
移
出
シ
タ
ル
者
ハ
―
―
一
年
以
下
ノ
懲
役
若
ハ
禁
鍛
又
ハ
千
闘

以
下
ノ
罰
金
二
慮
ス

附

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

重
要
笈
術
品
寡
ノ
保
存
二
闊
ス

重
要
美
僭
品
雰
ノ
保
存
二
間
ス
ル
法
律
施
行
規
則

第
一
條
昭
和
八
年
法
律
第
四
十
三
琥
（
以
下
箪
二
法
卜
稲
ス
）
第
二
條

ノ
規
定
二
依
リ
晶
定
ヲ
鱈
ス
物
件
概
ネ
左
ノ
如
シ

一

給

虚

二

彫

刻

三四
i

_’ 

規
則

）
 

九
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
二
闊
ス
ル
法
律
施
行

（
 

比
i

胄｛,n 

六七

刀

汀

八

工

藝

品

九
芯
古
學
資
料

第
二
條
咽
悦
美
術
品
等
ノ
所
有
者
、
管
刑
打
又
ハ
占
打
者
ハ
掌
該
吏
員

ノ
請
求
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
法
第
二
條
ノ
規
定
二
依
ル
晶
定
（
以
下
隈
二

謬
定
卜
桐
ス
）
ノ
前
後
ヲ
間
ハ
ズ
嘗
該
物
件
及
其
ノ
晶
壺
二
付
必
詞
琴
ナ

ル
壺
料
ノ
提
示
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
但
シ
正
常
ノ
宜
由
ア
ル
場
合
ハ
此

ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ズ

第
四
條

前
ス
）

第
三
條
重
要
足
術
品
寡
二
付
品
定
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
ド
項
ヲ

具
シ
現
欣
ノ
胄
箕
ヲ
添
付
シ
テ
文
部
大
臣
二
巾
讀
ス
ベ
シ

'，
1

府

一

人

オ

h"

二
所
有
者
ノ
氏
名
（
名
桐
）
皮
住
所

三

莉

煩

四

旦

敗

五

品

買

六

形

状

七

法

砿

八
作
者
及
偲
来

前
項
ノ
申
諮
ア
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ
必
暉
界
ア
ル
ト
キ
ハ
文
部
大
臣
ハ
常

該
物
件
ヲ
文
部
省
二
提
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

法
第
一
ノ
規
定
二
依
ル
氾
定
物
件
（
以
下
箪
二
忍
定
物
件
卜

ハ
移
出
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
ニ

又
ハ
之
二
習
シ
キ
現
眈
戸

l

更
ア
リ
ク
ル
ト
キ
其
ノ
他
正
富
ノ
灯
jiii111
ア
ル

ト
キ
ハ
文
部
大
臣
其
ノ
晶
定
ヲ
取
泊
ス
コ
ト
ヲ
胄

訓
二
項
ノ
規
定
二
依
ル
忍
定
取
消
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
ヲ
官
恨
ヲ

以
テ
告
示
シ
且
賞
該
物
件
ノ
所
有
者
二
通
知
ス

第
八
條
第
二
條
ノ
規
定
二
違
反
シ
常
淡
物
件
及
其
ノ
晶
仕
二
付
巳
足
ナ

ル
資
日
ノ
提
示
ヲ
拒
‘
‘
、
タ
ル
苔
ハ
拘
留
又
ハ
丘
十
闘
以
下
ノ
闊
食
音
ハ

朴
甘
二
慮
ス

第
九
條
弟
六
條
ノ
規
定
二
応
反
シ
屈
出
ヲ
乃
サ
ザ
ル
仔
ハ
五
十
け
以
下

ノ
罰
金
若
ハ
科
料
二
慮
ス

附

則

に
合
ハ
昭
和
八
年
法
律
溶
四
十
三
挑
克
行
ノ
日
ヨ
リ
，
プ
．

l

ヲ
喧
汀
ス

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

シ
践
二
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

史
頴
名
肪
天
然
紀
念
物
保
存
法

第
一
條
収
法
ヲ
適
用
ス
ヘ
キ
史
凱
名
肪
犬
然
紀
怠
物
ハ
内
務
大
臣
之
フ

に
11

ビス

«~,1. 前
項
ノ
指
定
以
前
二
於
テ
必
吃
ア
ル
ト
キ
ハ
地
方
に
官
ハ
骰
二
と
ヲ
指

定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
條
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ニ
シ
テ
図
打
地
二

□ス
ル
モ
ノ
ハ
文
部

大
臣
之
ヲ
竹
理
ス
但
シ
官
用
地
又
ハ
阿
有
林
二
旦
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ

宜
狸
大
臣
ヲ
定
ム

ニ
シ
テ
囚
打
二
属
ス
ル
モ

ハ
前
條
ノ
規
定
二
依
リ
古
閏

ヲ
壺
掘
セ
ム
ス
ル
均
合
二
於
テ
地
方
長
官
峠
可
又
ハ
承
認
ヲ
閲
フ
ル
ト

キ
ハ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

必
直
一
項
ノ
規
定
二
依
リ
文
部
大
臣
認
可
ヲ
鱈
ス
均
合
二
於
テ
ハ
氏
メ
宮

内
大
臣
二
協
議
ス
ヘ
シ

第
四
條
史
鉛
名
肪
天
然
紀
念
物
保
存
法
弟
四
條
弟
二
項
ノ
規
定
二
依
ル

仇

fii
ハ
通
常
生
ス
ヘ
キ
担
古
二
限
リ
之
ヲ
乃
ス

旧
項
ノ
袖
虹
ノ
頷
ハ
地
jj長
官
卜
損
古
ヲ
披
リ
タ
ル
仏
／
＼
ト
ノ
恨
ぷ
ニ

依
リ
之
ヲ
定
ム
協
議
翡
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
文
部
大
臣
畠
定
人
ノ
虚
見
ヲ
紋

シ
之
ヲ
決
定
ス
ヘ
シ

晨
ノ
規
定
二
依
ル
決
定
二
衣
服
ア
ル
者
ハ
文
部
大
臣
二
心
囚
ス
ル
コ

、

7
",f 

ー

こ

第
五
條

ヲ
得
ス

第

二

條

二

規

定

ス

ル

行

鱈
ヲ
幻
サ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
地
方
長
官
ノ
承
氾
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
三
條
史
鮎
名
騎
天
然
紀
念
物
保
存
注
二
條
ノ
規
定
二
依
リ
古
招
ヲ

乳

闘

ス

ル

坦

合

二

於

テ

ハ

賞

該

吏

員

ハ

シ

文

部

大

臣

ノ
畠
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

一
依
リ
邸
内
二
立
入
ル
コ
ト

ノ
前
役
ヲ
間
ハ
ス
雷
該
吏
旦
ハ
其
ノ
土
地
又
ハ

ノ
哀
掘
障
州
物
ノ
搬
去
其
ノ
他
贔
荘
二
必
要
ナ
ル
行
葛
ヲ
乃
ス
コ
ト
ヲ

17
寸

/
I
ー

第
三
條

二
立
入
リ
上
地

史
貼
名
膀
犬
然
紀
念
物
二
閻
シ
其
現
欺
ヲ
こ
更
シ
又
ハ
其
ノ
保

仔
二
影
冒
ヲ
及
ホ
ス
ヘ
キ
行
葛
ヲ
乃
サ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
地
方
長
官
ノ

介
llJ
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
四
條
内
務
大
臣
ハ
史
鉛
名
肪
犬
念
紀
念
物
ノ
保
存
二
閏
シ
地
域
ヲ
定

メ
テ
一
定
ノ
行
葛
ヲ
林
ぷ
止
若
ハ
闊
限
シ
又
ハ
必
両
な
ナ
ル
施
設
ヲ
命
ス
ル

コ
ト
ヲ
得

前
項
ノ
命
令
若
ハ
慮
分
又
ハ
“
二
條
ノ
規
定
二
依
ル
け
乃
ノ
乃
姐
古
ヲ

披
リ
タ
ル
仏
人
二
詞
シ
テ
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
政
府
之
ヲ
袖
飢

ス

第
五
條

内
岱
大
臣
ハ
地
方
公
共
日
開
ヲ
指
定
シ
テ
史
貼
名
肌
天
然
紀
念

物
ノ
竹
理
ヲ
鱈
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

前
項
ノ
冒
理
二
妻
ス
ル
胄
用
ハ
賞
芯
公
共
圃
開
ノ
負
杞
ト
ス

固
庫
ハ
前
項
ノ
質
川
二
月
シ
其
ノ
一
部
ヲ
袖
助
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
六
條
弟
三
條
ノ
規
定
二
愈
反
シ
又
ハ
弔
四
條
弟
二
唄
ノ
規
定
二
依
ル

命
合
二
心
反
シ
タ
ル
村
ハ
六
月
以
下
ノ
摯
測
岩
ハ
拘
留
又
ハ
百
け
以
下

ノ
闊
位
岩
ハ
杵
料
二
虞
ス

附

則

収
法
娼
汀
二
間
シ
心
嗅
ナ
ル
化
缶
項
ハ
冷
令
ヲ
門
テ
之
ヲ
定
ム

ぢ
法
他
け
ノ
間
日
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

古
社
む
保
存
法
弟
十
九
條
ハ
木
法
他
行
ノ

II

第
一
條

定
ヲ
解
除
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
官
設
ヲ
以
テ
之
ヲ
告
示
ス

ヲ
門
シ
又
ハ
其
ノ
骰
指
定
ヲ
解
除
シ
タ
ル
ト
キ
亦
同
シ
但
シ
指
定
七
ラ

レ
タ
ル
物
ノ
保
存
上
必
汲
ト
IJIL

メ
タ
ル
ト
キ
ハ
告
ポ
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
胃

第

二

條

翌

int
叶
恥
人
烈
記
合
物
俣
存
法
弟
日
條
第
二
川
ノ
禁
止
苫
ハ
間

限
ヲ
巧
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
官
恨
ヲ
門
テ
之
ヲ
告
不
ス
但
シ
指
定
セ
ラ
レ
ク

ル
物
ノ
保
存
上
必
翌
卜
晶
メ
々
；
ル
ト
キ
ハ
告
示
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
胄

第
三
條
翌
胃
砂
人
然
叫
言
ノ
所
げ
、
青
刑
苦
又
ハ
ー
ロ
行
者
二
ロ
、
{

更
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
十
11
以

内

二

妍

ナ

ル

所

打

者

、

ハ

古

布

改
正
昭
和
三
年
文
部
省
令
印
一
七
脇
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史
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天
然
紀
念
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存
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ノ
コ
リ
仕
ス
ル
収
益
ヲ
戸
戸
ノ
爪
月
ヲ
＇
：
~
尻
ル
船
ガ
公
共
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□1
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1
I
‘
t
．

り
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ヲ
11
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、
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ス
コ
ー
‘
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第
七
條
史
助
名
訪
入
然
記
介
物
ノ
臼
罪
ノ
罰
川
ヲ
負
机
ス
ル
地
万
公
共

圃
叩
ハ
且
ノ
冒
貯
ス
ル
史
閏
臼
且
八
然
紀
，
へ
心
物
二
付
此
立
杵
ヲ
徴
収

レ
コ
ト
ヲ
ロ
す

9
ノ

，

i

附

則今

a
:
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「
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）
と
ヲ
'
n
"
}
j

J
-
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i
5
:
I
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I
}
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ふ
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，
／
＿
ヲ
｀
｛
，
ー

-

'
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シ
舷
―
一
之
ヲ
公
，
面
七
シ

改
正

）
 

士
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
施
行
令

（
 

位[I 

、

今

i
t
‘
,
'

．

{,JH印
巧
ノ
ー

、
]
：

t
、

百

l
i
j

．
ヽ
＾

•
‘
:
f
\

：

.
J
‘
j
9
9

：
ニ
ー
．
ヽ
．
。
に

L

9
A
1砂
ハ
大
孔
j
行
測
＇
9：
汀
~
「
L
J
ノ
1

―
"
叫
．
ヲ
り
テ
ー1
:
1

,
i△
鴫

flll-J 

；リ，

1

リ

）
 

（
仙
苔
ノ

収
法
巾
内
訪
大
臣
ト
ア
ル
ノ
ハ
史
鮎
々
11

肪
人
然
記
念
物
保
存
二
間
ス

ル
巾
肪
ノ
移
狩
二
因
リ
附
和
二
年
十
二
月
一
日
以
仰
二
於
子
ハ
文
部

大
臣
之
が
主
店
大
臣
ト
ナ
ル

史
的
名
砂
犬
烈
記
念
物
保
存
法
他
汀
合

第
一
條
賞
芯
吏
且
史
餡
名
肪
天
然
紀
念
物
保
存
怯
第
二
條
ノ
規
定
二
仏

ル
行
乃
ヲ
応
サ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
少
ク
ト
モ
芝
日
閲
二
閏
係
土
地
物
件

ノ
叫
打
苔
凡
占
行
付
二
其
ノ
旨
ヲ
泊
知
ス
ヘ
シ

鰐
応
然
紀
念
物
保
仔
法
沿
一
，
條
ノ
見
定
二
依
ル
，
，
汀
乃
ヲ
乃
ス
賞

ハ
且
ノ
喜
唱
ヲ
机
嘉
シ
川
係
召
ノ
ー
叫
求
ア
リ
タ
ル
ト
ハ
之
ヲ
ぷ

ス
ヘ
シ

11
出
前
又
ハ

11
汎
餃
二
於
テ
ハ
ト
11
打
者
ノ
ぷ
丸
叩
ア
ル
ニ

JI
サ
レ
ハ
史
恥 ! 1 

-488-



者
ヨ
リ
之
ヲ
地
方
長
官
二
巾
告
ス
ヘ
シ百

理
酋
又
ハ
占
行
酋
其
ノ
住
所
氏

名
ヲ
昆
更
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
ト
日
以
内
二
之
ヲ
地
方
に
宜
二
巾
告
ス
ヘ
シ

第
四
條
上
地
ノ
所
行
者
、
百
狸
者
又
ハ
古
打
者
古
埴
又
ハ
附
助
卜
忍
ム

ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
荻
見
シ
タ
ル
ト
ハ
其
ノ
況
状
ヲ
こ
史
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
諮

見

ノ

日

ヨ

リ

十

日

以

内

二

杞

シ

テ

虚

方

合

呂

二

甲

古

ス

へ

シ
第
五
條

第
六
條

訃
叶
二
慮
ス

附

則

に
則
ハ

資
見
ノ
平
月
日

所
在
地

現
欣文

部
胄
二
史
凱
芦
膀
犬
然
紀
怠
物
ノ
:
芯
飢
ヲ
崎
フ

ニ
シ
タ
ル
抒
ハ
ニ
十
門
り
＂
ド
ノ

弟弟
弟‘j, Ii. 

亭：；位
i[＇； ：),9 

二；

屈
臼
文
化
財

7
中
石
卜
土
条
ー
，
＂
工
ハ
十
八
冬

史
肋
名
肋
天
然

nc念
物
（
第
六
卜
九
条
ー
知
八
卜
四
冬
{

廿＂リ
•
T
l
nバ

r
J
 

r
f
,ヘ

／
 

バ
如
七
章

附
則

こー

'＞、．
｛
じ
"
J

聴
間
及
び
[11
誓
成
の
巾
立
{
f

第
八
十
五
条
ー
知
八
十
圧
条
〇

し
〗

1
ノ‘

国
に
旧
す
る
特
例
ぷ
t
八
十
六
条
ー
印
九
十
七
冬
ご

地
方
公
共
団
休
及
び
教
肯
妥
只
会
（
弟
九
十
八
父
ー
年
百

丘
条
）

間
則
図
平
日
六
条
ー
箪
百
十
二
袋
｝

（
弟
百
十
―
―
9
条
1
，
叫
百
二
十
岱
、
j

。

第

一

章

捻

則

（
こ
の
法
律
の
目
附
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
文
化
肘
を
保
存
し
、
且
つ
、
そ
0
活
用
を
図

り
、
も
つ
て
川
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
机
界
文
化
の

近
歩
に
尺
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
し

（
文
化
肘
の
定
義
）

第
二
条
こ
の
法
律
で
「
文
化
叫
」
と
は
、
左
に
記
け
る
も
の
を
い
う
J

一
建
造
物
、
絵
両
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
芥
跡
、
典
乳
、
古
文
心
そ
の

他
の
有
形
の
文
化
内
所
光
で
わ
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
芸
柑
上

価
伯
の
高
い
も
の
及
び
苔
古
資
料
（
以
下
「
有
形
文
化
肘
」
と
い

ぅ）
二
油
闊
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
餌
形
の
文
化
的
所
庄
で
わ
が

国

に

と

つ

い

も

の

（

以

下

「

無

形
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＇
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ボ
返
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化
吋
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ゾ
目
屈
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ヘ
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打
｛
で
戸
エ
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応
'il
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、
多
く
じ
卜
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、
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ヽ
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文
化
肘
保
忙
噂
い
を
こ
ご
に
公
伯
す
る
。

文
化
吋
保
設
泊

心
凹
鴻

行
形
父
化
け
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9
ょ
疇
’
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文
化
財
」
と
し
ぶ
9
,
＇
.
、

．． 

衣
食
住
、
生
累
、
信
仰
、
年
中
汀
ぷ
バ
立

こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
監
具
、
家
恥
そ
の
他
の
物
件
で
わ
が
国

民
の
生
活
の
推
移
の
狸
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
[
ぃ

下
「
民
俗
資
月
」
と
い
う
こ

日
日
つ
か
、
古
閉
、
部
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
の
遺
跡
て
わ
が

川
に
と
つ
て
歴
史
ヒ
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
、
庭
園
、
厨
り

よ
う
、
峡
谷
、
海
桝
、
山
岳
そ
の
他
の
名
筋
地
で
わ
が
国
に
と
つ
て

芸
術
上
又
は
観
宜
上
価
伯
の
闊
い
も
の
並
び
に
動
物
元
由
駄
地
、
繁

砧
地
及
び
渡
来
地
を
合
む
こ
、
植
物
贔
口
生
地
を
合
む
。
）
及
び
地
只

鉱
物
（
特
覧
な
目
然
の
乳
匁
の
生
じ
て
い
る
上
地
を
含
む
こ
で
わ
が

国
に
と
つ
て
学
内
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
晶
合
物
」
と
い

う
、

2

こ
0
法
往
の
規
定
（
．
心
ニ
ト
一
久
合
巴
．
項
年
一
号
、
i

玉
一
十
じ
父
か

ら

5

二
十
九
条
ま
で
、
、
弔
こ
卜
じ
条
、
〗
心
五
十
五
袋
沿
一
項
清
四
亡
プ
、

箪
八
十
八
条
、
弟
九
十
四
条
及
び
第
百
卜
丘
た
の
規
定
を
除
く
こ
中

「
直
疫
文
化
吋
」
に
は
、
国
宝
を
含
む
も
の
と
す
る
し

3

こ
の
法
律
の
規
定
ご
心
二
十
一
条
弟
二
項
第
十
丘
号
及
び
年
十
六

号
、
六
十
九
条
、
弟
七
十
条
、
第
じ
十
一
条
、
第
じ
十
七
条
、
第
八
十

三
条
第
一
項
第
四
号
、
第
八
十
八
条
屹
び
に
第
九
十
四
灸
の
規
定
を
除

く
こ
中
「
史
跡
名
勝
火
然
品
念
物
」
に
は
、
特
別
史
跡
名
肋
尺
然
晶

念
物
を
合
む
も
の
と
す
る
。

（
政
府
及
び
地
方
公
共
凹
休
の
任
務
）
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．
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ヽ
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澄

則
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一

条

ー

第

四

竺

文
化
け
保
護
足
員
会

二
叫
送
則
（
弟
五
条
ー
沿
卜
五
危

宜
伍
局
（
第
十
六
条
ー
第
十

＂
~
属
鸞
刀
及
芥
心
げ
汽
局
出
弧
呪

｛
寸i
 



り
'
I 第

九
条

委
員
は
、
文
化
に
図
し
高

同
忍
を
経
て
、
文
部
大
臣
が
任
命
す
る

C

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。‘

 

一

し

ヽ

闘
5
1
 

i1 

う
ち
ヵ
ら

（
構
成
）

第
八
条
亙
且
会
は
、
冗
人
の
笈
旦
を
も
つ
て
渭
織
す
る
"

.
3
}
-
L
 

}

／

ぐ

、

い
て
咋
叶
特
し
く
は
ば
可
を

し

記
分
ず
る
こ

十
三
所
掌
れ
務
に
閃
す
る
物
査
の
確
保
に
つ
い
て
長
助
す
る
こ
と
，

十
四
所
掌
直
務
に
閃
す
る
統
叶
晶
任
の
毀
日
及
び
納
果
を
収
集
し
、

解
釈
し
、
及
び
刊
行
頒
布
す
る
こ
と

3

十
五
所
掌
事
務
に
閃
す
る
国
家
的
又
は
国
際
的
閃
心
の
あ
る
題
目
に

鼻
つ
い
て
会
議
、
研
究
会
、
討
論
会
等
を
じ
催
す
る
こ
と

十
六
文
化
吋
の
保
設
に
関
す
る
法
令
案
を
作
成
す
る
こ
と

十
七
前
各
号
に
褐
げ
る
も
の
の
外
、
法
律
〈
こ
れ
に
尼
く
・
ヘ
＂
令
を
合

む
C

)

に
応
き
亙
員
会
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
楕
限

2

亙
員
会
は
、
そ
の
椛
限
の
行
使
に
当
つ
て
、
泊
律
ぶ
ば
律
に
猜
く
冷

令
を
合
む
3

)

い
て
は
、
行
政
上
及
び

第
十
一
条
虔
且
は
、
第
几
条
第
二
項
各
号
の
一
に
波
当
す
る
に
至
っ
た

場
合
及
び
既
に
戻
員
巾
二
人
が
所
属
し
て
い
る
政
党
に
あ
ら
た
に
所
属

す
る
に
至
っ
た
場
合
に
衿
い
て
は
、
そ
の
職
を
失
う
。

2

文
部
大
臣
は
、
委
員
が
心
身
の
故
船
の
た
め
戟
務
の
執
行
が
で
ぎ
な

い
と
忍
め
る
場
合
又
は
委
員
に
職
務
上
の
義
務
迎
反
そ
の
他
且
日
た
る

に
適
し
な
い
行
幻
が
あ
る
と
晶
め
る
均
合
に
抄
い
て
は
、
両
ふ
尻
の
同

怠
を
経
て
、
こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

3

3

文
部
大
臣
は
、
両
議
院
の
同
以
を
経
て
、
左
に
昌
げ
る
亙
旦
を
品
妃

す
る
‘
,
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第
三
条
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
文
化
肘
が
わ
が
国
の
庇
史
、
文

化
雰
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
且

つ
、
打
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
猜
促
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
贋

贔
し
、
そ
の
保
存
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
周
到
の
注
怠
を
も
っ

て
こ
の
法
律
の
趣
旨
の
倣
底
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
、
所
行
昔
窟
の
心
構
）

第
四
条
一
般
国
民
は
、
政
府
及
び
地
力
公
共
団
体
が
こ
の
法
律
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
付
う
措
贔
に
改
実
に
悩
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
ッし

2

文
化
吋
の
所
有
者
そ
の
他
の
閃
係
付
は
、
文
化
財
が
貫
屯
な
国
民
的

け
陀
で
あ
る
こ
と
を
自
錦
し
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
大
切
に
保
存
ず

る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
を
公
開
ず
る
亨
そ
の
文
化
的
西
用
に

笈
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
執
け
に
胄
つ
て
団
係
酋

の

ば

な

ら

な

い

，

第
二
章

第
一
節

文
化
吋
保
心
妥
員
会

浴

叫

叫

心
各
1
^
9
)

9

¥

 

第
五
条
川
家
け
政
団
織
loi

（
昭
印
二
十
三
平
送
律
渇
百
二
十
号
，
）
溶

条
窮
二
項
の
規
定
に
韮
い
て
、
文
部
省
の
外
局
と
し
て
、
文
化
吋
保
四

足
員
会
（
以
下
「
亙
員
会
」
と
い
う
C

)

を
没
置
す
る
，

2

亙
旦
公
の
足
員
は
、
独
立
し
て
そ
刀
職
樅
を
行
う

ャ
に
名
）

~
~
 

（
 

．
、
リ
ー
，

9
9
 

1
f
r
,
 

ー

，

1-V

十
一
所
掌
打
併
に
係
る
公
益
法
人
に

仔
え
、
又
は
そ
の
訃
可
を
収
り
消
ず

十
二
所
掌
直
窃
に
関
す
る
国
庫
支
出
金
を
割
り
当
て
、

L
J
 

3
 

ザ
二
此
ぷ
ぃ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
背

亙
員
は
、
そ
の
う
ち
三
人
以
上
が
同
一
政
党
に
属
す
る
げ
と
な
る
｝

と
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い

2

委
員
貪
欠
員
艮
で
あ
る
亙
員
を
除
く

第
十
条

4
 

（
返
員
の
任
間
）

足
員
の
任
附
は
、

は
、
非
常
効
と
ず
る
，

三
平
と
す
る
，
但
し
、
浦
欠
の
足
員
は
、
前

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

3

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
足
且
は
、
国
会
の
閉
会
又
は
隠
ふ
院

の
解
散
の
均
合
に
任
朋
が
満
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
没
最
切
に
召
集
さ

れ
た
国
会
に
お
い
て
両
晶
尻
の
同
認
を
怪
て
文
駕
大
臣
が
笈
員
を
正
ヘ
リ

す
る
ま
で
の
間
、
な
お
在
任
す
る
も
の
と
ず
る

i

第
六
条
委
旦
会
は
、
文
化
肘
の
保
存
及
び
活
用
、
文
化
肘
に
閃
ず
る
凋

丘
州
完
そ
の
他
第
一
条
の
目
的
を
辻
成
す
る
た
め
巳
翌
な
れ
務
を
行
う

こ
と
を
任
務
と
す
る
，

（
椛
限
）

第
七
条
委
員
会
は
、
そ
心
呪
掌
じ
倍
を
心
行
す
る
た
め
、
左
に
昌
げ
る

杭
限
を
有
す
る
。
但
し
、
そ
の
杭
限
の
行
使
は
、
法
律
〔
こ
れ
に
止
＜

命
令
を
合
む
こ
に
従
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

一
予
汀
ル
の
範
囲
内
で
、
所
掌
直
仇
の
己
け
に
必
奨
な
文
出
負
田
三
閲
＂

を
す
る
こ
と
＂

一
収
入
危
を
徴
収
し
、
所
掌
惰
務
の
心
け
に
必
返
な
支
払
を
ず
る
こ

L
J
 所

掌
項
務
の
退
行
に
直
按
必
翌
な
直
偕
所
序
の
鹿
設
を
設
汽
し
、

及
び
狩
理
す
る
こ
と
む

四
所
掌
信
務
の
応
け
に
直
接
必
要
な
文
務
用
狡
村
、
図
げ
そ
の
他
叫

完
用
資
材
、
下
務
用
品
寡
を
翡
迄
す
る
こ
と
。

五
職
且
の
任
兄
及
び
宜
罰
を
行
い
、
そ
の
他
城
員
の
人
信
を
冒
理
ず

る
こ
と

J

六
咸
具
の
厚
生
及
び
保

kh
の
た
め
必
喝
な
罰
設
を
な
し
、
及
び
胃
児

す
る
こ
と
；

七
所
掌
直
務
の
燐
察
を
行
い
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
止

痰
な
拮
置
を
と
る
こ
と
，

八
所
掌
貨
務
の
周
知
宣
伝
を
行
う
こ
と
。

几
足
員
会
乃
公
印
を
叫
定
す
る
こ
と

J
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第
十
七
条
及
び
第
十
八
条

(
＼
巾
務
局
長
及
び
次
に
、
）

第
十
九
条
麦
旦
会
の
れ
務
局
に
事
務
局
に
及
び
次
に
一
人
を
祝
く
。

2

打
務
局
長
は
、
妥
員
に
の
指
揮
監
け
を
受
け
て
ぷ
Jl
務
局
の
直
府
を
掌

迎
し
、
所
属
職
員
を
指
抑
監
1
口
す
る
¢

3

次
に
は
、
，
旧
務
局
恥
を
助
け
、
打
務
局
の
巾
何
を
整
罪
す
る
°

第
三
節
協
属
机
川
及
び
ふ
r
務
局
出
弘
所

5

侶
属
長
図
）

第
二
十
条
妥
『
以

9
,
9

．
言
の
附
屈
桟
閃
と
し
て
、
文
化
肘
内
門
心
愈
砂
ぷ
、
国
況

i
物
館
及
び
国
立
文
化
財
研
完
所
を
置
く
，

鼻
（
文
化
肘
淳
門
寓
晶
公
）

第
二
十
一
条
文
化
肘
内
門
富
議
公
は
、
足
只
会
の
諮
問
に
応
じ
て
文
化

則
い
保
存
及
び
活
用
に
閃
す
る
再
門
的
及
び
技
衛
的
訂
項
を
翡
且
富
品

し
、
且
つ
、
こ
れ
ら
の
巾
項
に
関
し
必
疫
と
謎
め
る
打
項
を
足
員
会
に

2

互
旦
会
は
、
左
に
掲
げ
る

i

旧
項
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化

賊
得
門
布
議
会
に
諮
間
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
¢

一
国
宝
又
は
咽
翌
文
化
肘
の
指
定
及
び
そ
の
指
定
の
解
除

-
]
罰
要
文
化
肘
の
竹
理
又
は
国
土
の
修
理
に
閃
す
る
命
令

三
足
員
会
に
よ
る
国
宝
の
修
理
又
は
誡
失
、
き
狙
若
し
く
は
盗
難
の

防
止
の
梢
置
の
施
げ

四
盾
焚
文
化
肘
の
坦
状
変
吏
又
は
輸
出
い
叶
可

J
L
i
i
i
ぷ
翌
文
化
肘
の
悶
埴
保
仝
の
た
め
の
間
限
若
し
く
は
梨
止
又
は
必

し
ょ
ヽ
”
ヽ

ー
，
~
ぶ
'r

"
p
 

立
な
屁
設
い
店
令

六
玉
茨
文
化
財
の
買
収

七
重
宴
無
形
文
化
肘
の
指
定
及
び
そ
の
指
定
の
解
除

八
杭
要
無
形
文
化
肘
の
保
翡
打
の
晶
定
及
び
そ
の
占
定
の
解
除

九
玉
要
無
形
文
化
財
以
外
の
無
形
文
化
吋
い
う
ち
足
員
会
が
ー
叫
バ
峠
を

作
成
す
べ
き
も
の
又
は
エ
鯰
0
作
成
げ
J

に
っ
ぎ
補
助
す
べ
き
も
の
O'

近
択

十
重
要
民
俗
資
月
の
指
定
及

uそ
の
指
定
の
解
除

十
一
屯
要
民
俗
毀
料
の
竹
刑
に
川
す
る
命
令

十
二
成
要
民
俗
資
料
の
買
収

十
三
無
形
の
民
俗
資
村
の
う
ち
足
員
会
が
『
叫
バ
を
ぃ
ー
戚
ず
へ
ぎ
r
5し

9
,

又
は
出
緑
の
作
成
笠
に
つ
き
袖
助
す
べ
ぎ
も
の
の
述
択

十
四
委
員
会
に
よ
る
埋
蔵
文
化
叶
の
翡
丘
の
た
め
の
発
仙
の
他
．
fl

十
丘
特
別
史
跡
名
肋
天
然
ー
叫
念
物
又
は
史
跡
々
討
呟
人
然
出
念
物
の
指

定
及
び
そ
の
指
定
の
解
除

十
六
史
跡
名
膀
天
然
心
念
物
り
仮
指
定
0
解
除

十
七
史
跡
名
膀
天
然
晶
念
物
の
竹
理
又
は
特
別
史
闘
名
肱
人
処
叫
念

物
の
復
旧
に
関
す
る
命
令

十
八
委
且
会
に
よ
る
特
別
史
跡
名
脱
人
然

J

叫
念
物
の
復

111
又
は
訊

失
、
き
拍
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
蝋
の
防
止
の
梢
叩
い
の
施
行

十
九
史
跡
名
膀
天
然
晶
怠
物
0
坦
状
交
更
寡
の
訃
llJ

ニ
ト
史
跡
名
肪
大
然
晶
ぶ
物
の
悶
泣
保
全
の
た
め
の
訓
限
芳
し
く
は

梨
止
又
は
必
嗅
な
施
設
の
命
合

495 

第
十
二
条
委
旦
公
に
瓦
員
長
を
訊
く
心
足
員
に
は
、
委
員
の
圧
遥
に
よ

り
定
め
る

C

2

足
員
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
を
代
表
す
る
し

3

足
員
会
は
、
委
員
に
に
れ
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
委
員
，
格
が
欠
け
た

と
き
に
そ
の
職
務
を
代
刑
す
る
姿
且
を
、
あ
ら
か
じ
め
、
定
め
て
罰
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
足
旦
の
給
ド
ナ
）

第
十
三
条
芥
汽
炉
翌
及
び
亙
員
は
、
別
に
法
往
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

一

て

い

な

か

っ

た

一

の

政

党

に

あ

ら

た

に

人
以
上
の
委
員
が
所
属
す
る
に
至
っ
た
坦
合
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち

二
人
を
こ
え
る
員
数
の
委
旦

二
妥
旦
中
一
人
が
既
に
所
属
し
て
い
る
政
党
に
あ
ら
た
に
二
人
以
上

の
足
員
が
所
屈
す
る
に
至
っ
た
坦
合
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
一
人
を

こ
え
る
員
数
の
姿
員

4

両
議
院
は
、
前
項
各
号
に
規
定
す
る
れ
文
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
同
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
詭
免
す
べ
ぎ
且
数
の
委
員
の
隠
兒
の
同

喜
を
与
え
る
ぺ
き
も
の
と
す
る

J

5

同
公
の
閉
入
力
念
菜
傘
議
院
の
解
散
の
た
め
、
り
二
項
又
は
第
竺
項
の

規
走
に
よ
る
悩
先
に
つ
き
両
議
院
の
同
ぷ
を
経
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
そ
の
役
最
初
に
什
知
さ
れ
た
国
会
に
お
い
て
両
議
院
の
承
占
を

得
れ
ば
足
り
る

J

第
十
―
―
一
条
の
二
委
旦
長
は
、
在
仕
中
、
文
部
大
臣
の
許
可
の
あ
る
均
合

を
除
く
は
か
、
報
醐
を
得
て
他
の
戦
務
に
従
信
し
、
又
は
営
利
事
定
を

営
み
、
そ
の
他
金
銭
上
の
利
益
を
目
的
と
す
る
文
慌
を
行
っ
て
は
な
ら

ヽ

な
し

（
会
議
）

第
十
四
条
足
員
会
は
、
足
且
上
が
冒
集
す
る

3

二
人
以
上
の
委
員
か
、
い

讀
求
が
あ
る
と
き
は
、
妥
員
に
は
、
亙
員
会
を
刀
LI
集
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し

2

足
員
会
は
、
菟
旦
の
半
数
以
上
の
出
席
か
な
け
れ
は
会
試
を
開
く
こ

と
が
で
き
な
い
¢

3

俣
員
会
の
議
直
は
、
出
窟
委
旦
の
過
半
数
で
決
し
、
．
IIj
否
同
放

en
と

き
は
、
委
員
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る

J

（
文
化
肘
保
設
委
旦
会
規
則
）

第
十
五
条
妥
員
会
は
、
法
袢
（
こ
れ
に
陥
く
政
令
を
合
む
こ
で
特
に
定

め
る
坦
合
の
外
、
そ
の
桁
限
に
属
す
る
芥
項
を
執
行
す
る
た
め
必
夏
な

f
続
に
つ
い
て
、
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
臼
学
r
「
だ
員
会
規
則
」

と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も

2

委
旦
会
規
則
は
、
官
報
で
公
布
す
る
し

第
二
節
事
務
局

（
れ
務
局
‘

第
十
六
条
委
旦
会
に
、
そ
の
所
掌
貨
務
を
応
行
す
る
た
め
、
川
家
行
政

に
従
い
、
事
務
局
を
似
く
。

4 9 1 ←』̂ ＾
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二
年
法
伸
弟
百
二
十
乃

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

f

氾
旦

第
二
十
六
条

る

第
三
章

第
一
節

第
二
十
八
条

笈
び
そ
の
特
例
に
閃
し
て
川
定
す
る
よ
仲
の

第
三
十
条

葵
員
公
は
、

t
灼
文
化
討
の
所
ぃ
日
付
只
対
し
、
一
屯
奨
文
化
吋

行
形
文
化
叶

直
嗅
文
化
吋

第
一
款

ヒロビ
i
,
}
 

行
ビ
）

,~,
1 

雰
二
十
七
条
亙
旦
会
は
、
有
形
文
化
叶
の
う
ち
董
要
な
も
の
を
信
四
文

化
貼
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

3

2

委
旦
会
は
、
菫
英
文
化
財
の
う
ら
匪
界
文
化
の
見
地
か
ら
価
値
の
高

い
も
の
で
、
た
ぐ
い
な
い
国
民
の
宝
た
る
も
の
を
国
宝
に
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
告
示
、

前
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、

る
と
と
も
に
、

る
2

"
叫
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
官
殴
の
告
示
が

あ
っ
た
日
か
ら
そ
の
刈
力
を
生
ず
る

J

但
し
、
当
該
国
主
又
は
屯
嬰
文

化
財
の
所
行
酋
に
対
し
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
当
虚
所
行

苔
に
到
辻
し
た
時
か
ら
そ
の
清
力
を
生
す
る
，

3

前
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
ぎ
は
、
及
員
会
は
、
当
虚

1
主
又

笈
員
会
に
骰
か
れ
る
域
員
り
定
員
は

lJ
こ
長
哀
＇
ゞ

5
卜

l
b

｀

ヽ

9
9
9
1
-
i
l
l
e

ーり

｀
 

ー

東
点
国
・
i
博
物
憤
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9
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15

9
を
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名
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事
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ー

9
,

｀
 

【

~.{ 

し

し
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‘
i

ー「
ll
り
の
定
が
あ
る
嶋
合
を
除
く

第

二

十

一

＿

一

条

文

化

吋

に

団

ず

る

翡

五

叶

冗

、

骰
料
の
作
成
及
び
そ
の
公
長
を
行
う

J

左
の
通
り
と
ず
る

4

ぶ

―

―

位

置

一

i
~
今

i

-

．ー‘.,；；

i

―

-

9

月

り
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i
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V

'

、
J
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l
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羞

じ

甘
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i
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＇ 

J

ぎ
る

4

、―
t

l
I匁
じ
す
斤
究
斤
こ
よ
、
文
所
を
訊
く
こ
と
カ
-

罪
』
＼
i

：

1
1
n
"
l
i
j
iり
'
¥
I

『

：
文
面
り
内
晶
汎
洪
は
、

~rg"
合
は
＇
｛
，
貸
叫

で
定
め
る

J

部
を
分
掌
さ
せ
る
た

こ
と
が
で
き
る
，
そ
り

は
、
で
父
員
会
児
則
で
定
め
る

U

1
ャ
E
、
文
応
八
ぞ
乃
也

第
二
十
五
条
委
員
会
[

L

J

l

g

)

＇
t
!
I

i
I
l
 .. f
 

＼
瓜
11
理
に
園
す
る
屯
羞
に
つ
い
て
は
、
日
翠
公
虞
員
喜
（
旧
利
i

I

ー

は
咽
奨
文
化
財
り
面
行
苔
に
指
定
心
を
ミ
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
八
い

4

指
定
ば
に

ne戟
す
べ
ぎ
巾
項
そ
刀
他
指
定
心
に
閃
し
必
要
な
廿
珀
項

は
、
足
員
会
規
則
で
定
め
る

3

5

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
宝
の
指
定
峠
の
文
付
を
芝
け
た
と
予
は
、

所
行
者
は
、
三
卜
日
以
内
に
川
主
に
指
定
さ
れ
た

t
隠
文
化
吋
り
指
足

ド
げ
を
及
員
会
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

~
さ
‘
)

仰
隠

第
二
十
九
条
国
土
又
は

f
汲
文
化
吋
が
国
立
又
は
屯
疫
文
化
吋
と
し
て

の
価
値
を
失
っ
た
均
合
そ
り
他
特
快
り
じ
由
が
あ
る
と
ぎ
は
、
そ
含
只
土

は
、
川
主
又
は
直
嗅
文
化
叶
0
指
定
を
騨
除
す
る
こ
と
が
て
ぎ
る

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
は
、
そ
0
旨
を
官
報
で
告
示
す
る

と
と
も
に
、
当
ぷ
国
宝
又
は

rE奨
文
化
間
の
所
打
打
に
通
知
し
て
す
る

C

3

弟
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
に
は
、
崩
条
弟
二
項
の
規
定
を

準
用
す
る

4

第
二
項
の
通
川
を
受
け
た
と
ぎ
は
、
所
Erl
召
は
、
一
：
エ
十
日
以
門
に
指

定
位
を
足
且
会
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J

5

弟
一
項
の
規
定
に
よ
り
川
主
り
指
定
を
解
除
し
た
均
合
に
お
い
て
庁

咲
目
形
文
化
吋
に
つ
ぎ
重
甦
文
化
肘
の
指
定
を
鮮
除
し
な
い
と
そ
臼
、

翌
旦
公
は
、
直
ら

[i0,-E文
じ

t
乃
打
11

号
':t-ifi介
こ
"
‘
丁

r':’
丁

5
L
)

れ
ば
な
ら
な
い
ぶ

第
二
款

第
二
十
四
条

め
、
所
疫

名
称
、
位
置
、

第
四
節

灼
!.ifL
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第
三
十
二
条
の
四
存
狸
団
体
が
け
う
胃
理
に
唸
ず
る
悦
用
は
、
こ
の
改

化
に
特
別
の
定
の
あ
る
褐
合
を
除
い
て
、
特
理
団
体
C
旦
担
と
す
る

C

2

]
叫
項
い
規
定
は
、
特
狸
団
体
と
所
行
者
と
0
協
議
に
よ
り
、
管
刑
団

体
か
け
う
胃
理
に
よ
り
所
行
者
り
定
け
る
刊
益
り
限
度
に
詞
い
て
、
特

理
に
奨
す
る
費
印
‘
つ
一
部
を
州
仔
酋
っ
員
担
，
こ
ず
る
こ
と
を
坊
げ
る
も

の
で
は
な
い
。

（
滅
失
、

5
畠

9

第
三
十
三
条
屯
返
文
化
吋
の
全
部
又
は

狙
し
、
又
は
こ
れ
を
亡
失
し
、
特
し
く

2
 

ヽ

部
が
滅
失
し
、
誇
し
く
は
ぎ

れ
た
と
ぎ
は
、
所

第
三
款

（
疹
四

第
三
十
四
条
の
二
危
要
文
化
叶
0

は
、
所
行
酋
が
け
う
も
り
と
す

召
但
し
、
胃
児
団
体
が
あ
る
似
合
は
、
特
理
団
体
が
け
う
も
Ul
と
す

る，
念
闊
揺
団
休
に
よ
る
丘
刑
｝

第
三
十
四
条
の
三
管
理
団
体
が
修
剋
を
行
う
均
合
は
、
竹
迎
団
休
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
修
理
の
方
よ
及
び
時
HJl
に
つ
い
て
当
波
屯
恐
文
化

財
の
所
打
者
（
所
有
行
が
判
明
し
な
い
悶
合
を
除
＇
‘
,
及
び
忙
且
に

ぼ
欠
ら
な
い
，

,.‘ •• 
,.l 

ー
が

r[1ir1 

~
ヤ

,
4
,〉
9

第
三
十
二
条
の
三
前
条
第
一
項

の
他
特
殊
の
市
由
が
あ
る
と
ぎ
は
、
足
員
会
は
、
冒
理
団
体
の
指
定
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
に
は
、
前
条

1

二
項
及
び
第
二
十
八
条
第
一

刀
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
所
在
の
場
所
を
交
屯
し
た
役
屑
け
出
る
こ
と
を
名

つ
て
足
り
る
リ

し
4
、
＾
こ

ま
腎
且
jikf
↓
、
お
ふ
り
令
土
、
そ
り
区
り
：
，
＂
々
；

I
^
1
n：卜し
1
1
i
J
9
:
＇:
L

I
ー

、

し

、

(

こ
恥
‘
d
"
r
)
っ
て
、
そ
ハ
打
仕
ぷ
J

ふー＇し廿

f.-t
，

し

＾

し

、

こ
廿
ぶ
lIl
、よ

rし
r
、ょ、）』人、．

!、
1
1
l
，
ー
／
ー
・
1
じ

"
l
I
ふ/
1
,

t
悦
文
化
吋
の
所
在
の
鳳
所
を
変
吏
し
よ
う
と
す
る

は
、
咽
奨
文
化
吋
の
所
灯
酋
＇
腎
理
此
仕
付
又
は
特
理
団
体
が
あ
る
訊

合
は
、
そ
の
行
）
は
、
返
員
会
規
則
の
定
め
る
れ
項
を
記
載
し
た
芥
而

を
も
つ
て
、
且
つ
、
指
定
翡
を
添
え
て
、
所
在
の
均
所
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
日
の
二
卜
日
前
ま
で
に
萎
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

に
は
、
屈
出
を
喝
せ
ず
、

し

- 499 

4

沿
一
項
の
見
定
に
よ
る
指
心
上
に
は
、
吊
ご
卜
八
父
唸
心
二
項
り
児
定
を

準
用
す
る

3

5

屯
要
文
化
財
の
所
行
者
又
は
占
有
苔
は
、
正
当
な
煎
由
が
な
く
て
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
ガ
公
共
団
休
そ
の
他
の
よ
人

（
以
ド
こ
の
節
及
び
弟
六
虚
に
お
い
て
「
竹
理
団
体
」
と
い
う
＇
）
が
．
汀

う
特
狸
又
は
そ
の
管
刑
の
た
め
必
要
な
措
罰
を
担
み
、
妨
げ
、
又
は
「
]
〔

避
し
て
は
な
ら
な
い
。

6

百
理
団
体
に
は
、

弔
す
る

a

条
第

項
り
規
定
を
粘

員
公
規
則
り
定
め

ー
~
こ
ー

‘
‘
?
r
i
1

バ
~
→

偲
／
ふ
1
ー

カ

i
t
1
¥、
I

（
所
在
の
怒
直
）

第
三
十
四
条

第
三
十
二
条

は
、
妥
員

つ
、
旧
所
打
省

に
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

e

ミ
よー．

2

屯
疫
文
化
財
の
所
行
省
は
、
竹
狸
直
任
ヤ

且
会
規
則
の
定
め
る
貨
項
を
晶
載
し
た
古
-
つ
て
、
祈
腎
刑
直
仕

ぃ
口
と
連
署
り
上
二
十
11
以
内
に
足
旦
会
に
屈
け
出
な
け
れ
な
ら
な

祈
所
行
省

も
つ
て
、
且

て
、
二
十
日
以
内

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

る
C

4

狩
狸
J

具
任
名
に
は
、
前
条
及
び
知

しを
狩
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

2

屯
要
文
化
財
の
所
行
音
は
、
特
別
の
下
"Ill
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な

打
を
も
つ
ば
ら
目
己
に
代
り
当
該
憎
要
文
化
財
の
冒
理
の
此
に
任
す
べ

ぎ
省
（
以
下
こ
の
節
及
び
弟
六
翠
に
お
い
て
「
笠
刑
立
任
者
」
と
い

ぅ
c

)

に
近
任
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

C

3

前
項
の
規
定

こ

に

こ

れ

に

韮

指
ぷ
に
従
い
、
重
妻
文
化
肘

い
こ
の
見
合
に
は
、
前
条
伯
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
，

3

直
要
文
化
貼
の
所
行
苔
又
は
存
腿
立
任
打
は
、
そ
刀
氏
名
告
し
く
は

名
称
又
は
住
所
を
変
更
し
た
ピ
ぎ
は
、
亙
旦
会
規
圃
刀
定
め
る
打
項
を

晶
載
し
た
位
面
を
も
つ
て
、
二
十
日
以
内
に
委
員
会
に
屈
け
出
な
け
れ

は
な
ら
な
い

C

氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
の
斐
史
が
咽
要
文
化
貼

し
ぶ
'
4
.
’
{
.
）

い

所

有

者

に

係

る

と

ぎ

は

、

屈

出

の

ー

7
i
i

‘!‘、

ふん＂し
ふ
口
理
団
体
に
よ
る
特
押
ヽ

第
三
十
二
条
の
二

L

屯
焚
文
化
討
に
つ

り
11
ぶ
い
か
日
明
し
な
い
い
べ
11

に
K
る
竹
理
が
図
し
く
囚
靴
許
し

く
は
不
適
当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
退
め
ら
礼
る
嶋
合
に
は
、
足
員

1^
ぷ

は
、
適
当
な
地
方
公
共
団
休
そ
の
他
の
凸
人
を
指
定
し
て
、
当
虚
戊
嗅

文
化
肘
の
保
存
の
た
め
必
奨
な
特
狸
（
当
謀
~
屯
翌
心
叶
の
保
存
の
た

め
必
要
な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
屯
印
化
吋
刀
所
汀
げ

に
属
す
る
も
の
の
竹
見
を
合
む
し
を
行
わ
せ
る

5

のと
が
で
き
る
し

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
当
該
州
要
文
化
肘
の
所
行
者
＂
所
打
打
が
判
明
し
な
い
均
合
を
除

V
e
)
及
び
枇
瓶
に
陥
く
占
打
者
並
び
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
地
方
公

其
団
休
そ
の
他
の
法
人
の
同
魯
心
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

e

3

弟
二
唄
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
0
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と

ち
に
、
前
項
に
規
定
す
る
面
行
苔
、

J

他
り
＇
広
人
に
通
，
川
し
て
す
る
°

498-— 



へ
叩
令
に
従
わ
な
い

二
員
玉
が
き
姐
し
て
い
る
虹
合
又
は
誡
失
し
、
ぎ
姐
し
、
店
し
く
は

盗
み
取
ら
れ
る
冑
が
あ
る
坦
合
に
訪
い
て
、
所
打
省
、
竹
迎
以
任
吝

又
は
竹
刑
団
休
に
修
理
又
は
絨
失
、
き
姐
若
し
く
は
盗
虹
の
防
止
の

忙
置
を
さ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
晶
め
ら
れ
る
と
き

3

2

叫
項
の
規
定
に
よ
る
修
限
又
は
精
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
長
旦

公
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
所
有
者
、
特
刑
貨
任
者
又
は
狩
剋
団
休
に
対

し
、
当
虚
国
主
の
名
称
、
修
刑
又
は
拍
祝
の
内
容
、
訂
F

ど
の
時
刑
そ
の

加
必
決
と
立
め
る
事
項
を
出
戟
し
た
令
げ
を
文
付
す
る
と
と
も
に
、
紅

爪
に
屈
く
占
有
名
に
こ
れ
ら
の
直
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J

全
三
十
九
条
妥
旦
会
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
刑
又
は
納
只

を
す
る
と
き
は
、
そ
の
職
且
の
う
ち
か
ら
、
当
該
修
既
又
は
措
似
の
庇

の
立
に
任
ず
べ
き
省
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

2.]

前
項
の
規
定
に
よ
り
直
に
仕
ず
べ
き
者
と
定
め
ら
れ
た
者
は
、
当
凶

修
理
又
は
梢
似
の
旅
行
に
当
る
と
き
は
、
そ
の
身
分
を

niE町
す
る
証
票

を
批
闊
し
、

Ill係
抒
の
占
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
ホ
し
、
且

つ
、
そ
の
正
当
な
応
見
を
十
分
に
尊
菫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J

3

仙
条
弟
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
狸
又
は
柏
骰
の
施
行
に
は
、
第
三
十

一
条
の
二
吊
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る

3

第
四
十
条
弟
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
刑
又
は
机
散
の
た
め

に
叩
な
す
る
費
川
は
、
国

W
の
負
担
と
す
る
も

2

足
員
会
は
、
虔
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
＂
ハ
に
よ
り
、
第
三
十
八
条

い
て
す
る
柏
置
の
た
め
に

に
円
す
る
泊
合
又
は
軌
告
｝

第
三
十
六
条
ぷ
占
要
文
化
肘
を
特
皿
’
'
↑
辺
仕
な
た
り
J
ヘ

か
辺
当
て
な
い
た
め
[m
仇
文
化
貼
が
誡
失
し
、
ぎ
姐
し
、
又
は
盗
み
収

ら
れ
る
臼
が
あ
る
と
忍
め
る
と
き
は
、
亙
員
公
は
、
所
打
打
、
竹
刑
五

任
苔
又
は
竹
狸
団
体
に
対
し
、
直
翌
文
化
肘
の
竹
刑
を
す
る
打
の
近
任

又
は
変
吏
、
府
刑
灯
法
の
改
＂
古
、
防
火
崩
虚
そ
の
他
の
侃
仔
槌
設
の
改

似
そ
の
他
竹
府
に
閃
し
心
災
な
柏
討
を
命
じ
、
又
且
仙
告
す
る
こ
と
が

第
四
十
一
条

50 l 
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j
i
t
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、
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J
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｛

り／
l 3

屁
旦
公
は
、
必
要
が
あ
る
と
晶
め
る
と
ぎ
は
、
出
一
項
の
仙
助
盆
を

に
つ
い
て
指
揮
戸
皿
斤
ず
ろ
こ

,
'
寸
す

／^か，；ー

し
J

ふ“

2
 砂

印
．
二
十
二
条
の
四

[
ぃ
刑
又
は
修
罪
の
袖
助
）

第
三
十
五
条
爪
翌
文
化
財
の
冒
旺
又
は
修
凡
に
〗
ぎ
ハ
亨
叫
ぃ

し
、
信
立
文
化
肘
の
面
行
打
又
は
笠
門
団
休
が
そ
の
仇
担
に
嵐
え
な
い

見
介
そ
の
他
特
別
の
ド
＂
山
が
あ
る
均
合
に
は
、
政
府
は
、
そ
の
抒
贄
の

冨

叩

に

充

て

さ

せ

る

た

め

、

屯

嗅

文

化

吋

心

に

匁
し
袖
助
，
へ
ふ
を
交
付
す
る
こ
と
が
て
き
る
，

2

前
坦
の
袖
助
食
を
文
付
す
る
髯
合
に
は
、

条
件
と
し
て
存
叫
且
又
は
修
罪

t

`
j
J
)
 

;
i
i
 

）
 

そ
：

h
l
i
u‘ゞ‘

こ
と
カ

2

川
心
」
以
外
口
心
咬
文
化
吋
が
ぎ
姐
し
て
い
る
闊
令
1

い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
炭
か
あ
る
と
占
め
る
と
き
は
、
而
行
汀
又

は
冒
門
団
体
に
対
し
、
そ

□
応
雌
に
つ
い
て
色
弧
万
闊
告
を
ず
ろ
こ
と

が
で
ぎ
る
，

a
詞
て
項
口
塁
喜
ょ
ら
諭
／
1

尺
い
望
巳
且
い
て
す
る
修
真
，

J

ふ:/い

に
以
ず
嘉
間
は
、
芹
臼
三
姐
則
口
定
ふ
る
と

5

三
に
よ
り
、
ぞ
口
仝

部
又
は
一
品
を
国
州
の
貸
担
ど
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
、

11

前
項
の
規
定
に
よ
り

111い
か
胄
用
の
仝
部
I
入
は
，
部
を
負
担
す
る
記
と

〈
11

に
は
、
第
：
ェ
十
丘
条
辺
叫
の
規
定
ふ
罰
＇
川
す
る
し

夏
旦
公
に
よ
る
国
心
士
の
修
刑
ゲ
い
連
汀

i

第
三
十
八
条
足
員
公
は
、
左
い
谷
り
の
一
に
該
当
す
る
訊
合
に
お
い
て

は
、
川
工
に
↓
ぎ
目
ら
修
刑
を
’
け
い
、
又
は
絨
失
、
き
姐
岩
し
く
は
盗

凰
い
防
止
り
訊
以
い
を
す
る
こ
と
が

J
f
l
 

り
'

)
i
i応
F
}
こ
ト

げ
：
よ
て
！
！
｀
ぐ
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1
吐
1
ノ

児
す
る
四
川
は
、
人
員
へ
酎
虚
叫
い
出
め
る

又
は
一
部
を
国
州
の
臼
担
と
丁
ろ
こ
と
が

3

前
項
の
鼠
定
に
よ
り
lj
／
が
匹
用
の
仝
部
又
は

合
に
に
、
詞
菜
ふ
喜
叶
鸞
冨
瓢
心
を
．
川
「
用
す
る
，

｛
い
罰
に
旧
す
る
硲
令
又
は
闊
占
）

第
三
十
七
条
足
只
・
／

I

亡い、

liiこ
が
ぎ
姐
し
て
い
ろ
に
お
い
一
●
、

ロ
保
存
0
た
め
必
夏
が
あ
る
と
ご
め
る
と
き
は
、
所
汀
芦
く
は

□

体
に
足
し
、
そ
り
に
い
て
崎
安
な
諮
令
又
は
幼
告
を
す
る
こ
ど

さ

~
4

，r
ー、
＂／ 

,

1

J

1

,
～

)
1
J
“
 

9

)

 

出
叫
ぇ
仔
戸
ー
，

Ji
すご＂ぃ

ず
二
唄
い
瓜
定
じ
又
げ
叫
祖
い
い
た
い
に

.9

文
し
た
買
lfl
□
」
部

を
所
打
召
ら
贔
砧
団
体
が
あ
る
い
合
は
、
そ
の
者
）
か
ら
微
収
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。
但
し
、
同
条
氾
一
項
弟
二
号
の
均
合
に
は
、
修
罪
又
は

翡
I
い
を
疫
す
る
に
至
っ
た
小
由
が
所
打
打
、
竹
罰
tl
任
者
宕
し
く
は
竹

判
団
休
の
＇
い
に
帰
す
へ
ぎ
ど
ぎ
、
又
は
所
行
行
芯
し
く
は
竹
罪
団
休
か

そ
の
悦
用
の
一
部
を
負
担
丁
ろ
低
力
が
あ
る
と
き
に
限
る
し

3

詞
項
の
鳳
定
に
よ
る
徴
収
に
い
て
は
、
行
政
伐
執
汀
法
元
叫
口

）
 

バし

一
じ
八
笠
，
J
9

一
項
口
規
定
に
よ
る
応
評
又
に
拍
置
ー

つ
て
祖
害
を
一
又
け
た
ぃ
右
に
対
し
て
は
、
政
府
は
、
そ
の
通
富
生
ず
へ

鼠
古
を
仙
州
す
る
，

2

伯
項
の
規
定
に
よ
る
袖
い
か
に
不
胆
の
あ
る
打
は
、
高
を
も
つ
て
そ

の
附
紐
を
泊
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
，
但
し
、
前
項
の
袖
伯
の
沢
定
0

通
知
を
受
け
た

11
か
ら
六
的
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

しヽし
〔
袖
助
厚
に
係
る
代
疫
文
化
吋
＇
己
浪
の
閃
令
の
訥
付
食

j

第
四
十
二
条
川
が
修
刑
又
は
絨
失
、
き
姐
岩
し
く
は
盗
闘
の
防
止
の
訊

i

訊
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
、
「
修
刑
笠
」
と
い
う
こ
に
つ
き
叫
＾
．
十

五
条
吊
一
項
の
規
定
に
よ
り
袖
助
索
を
文
付
し
、
又
は
弟
一
二
十
六
条
出

二
項
、
弔
二
十
じ
条
州
三
項
行
し
く
は
出
四
十
条
吊
一
項
の
規
定
に
よ

り
胄
川
を
貸
担
し
た

f
応
文
化
肘
の
そ
の
当
時
に
お
け
る
所
riJ
打
又
，

そ
の
川
益
＼
、
受
遺
音
許
し
く
は
｀
高
唱
f
l
`
m
二
次
以
下
の
相
紐
人
、

)
,
{
，
、
）

-二

J

I

／
ー
，

'
r
 

＾
ヽ
ー
i

、’
It,≫ 

”
}
／
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こ
の
条
に
訪
い
て
、

担
に
係
る
修
理
雰
ぃ

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
設
浦
助
金
又
は
且
但
金
の
頷
虚
第
四
卜
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
旦
担
金
に
つ
い
て
は
、

InJ
菜
氾
二
項
の
規
定
に

よ
り
所
有
甘
か
ら
徴
収
し
た
部
分
を
控
除
し
た
頷
を
い
う
以
ド
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
C

)

の
合
壮
額
か
ら
当
虚
修
狸
窮
が
打
わ
れ
た
魯
唸
旱
要

文
化
財
の
修
理
罪
の
た
め
自
己
の
費
し
た
諭
頷
を
控
除
し
て
得
た
姫
頷

（
以
下
，
こ
の
条
に
お
い
て
「
納
付
食
頷
」
と
い
う
¢
]
を
、
区
旦
会
規
則

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
川
州
に
泊
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

2

前
項
に
規
定
す
る
「
補
助
金
又
は
貸
担
金
の
頷
」
と
は
、
補
助
金
又

は
負
担
虚
の
頷
を
、
浦
助
又
は
費
用
且
担
に
係
る
條
理
雰
を
施
し
た
直

妥
文
化
財
又
は
そ
口
部
分
に
つ
ぎ
足
員
会
が
間
別
的
に
定
め
る
耐
用
年

数
で
除
し
て
得
た
他
頷
に
、
更
に
当
該
耐
用
年
数
か
ら
修
狸
等
を
行
っ

た
時
以
姿
屯
嗅
文
化
肘
の
晶
渡
の
時
ま
で
の
平
放
を
控
除
し
た
残
坂
の

年
数
（
一
年
に
満
た
な
い
部
分
が
あ
る
と
ぎ
は
、
こ
れ
を
旧
り
捨
て

る
を
乗
じ
て
得
た
金
頷
―

3
 た

場
合
に
は
、
亙
員
会
は
、
祖
付
金
頷
の
仝
部
又
は

除
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

0

!
 

る
修
理
賽
が
け
わ
れ
た
後
、
当
誡
屯
疫
文

C
4ず
、
柑
由
に
よ
り
舒
し

川
に
晶
り
渡
し

部
の
内
付
を
兒

足
員
べ
ぷ

n指
定
ず
る
叫
限
ま
で
に

Iil，
汀
金
頷
を
且
月
し
な
い
と
ご

0
及，
R
0
州
弔
冗
翠

6

前
瑣
，
ト
ニ
号
に
椙
け
る
心
一
項
r
>

ぃ
叫
助
食
．
又
は
ハ
，
I
[
オ
心
口
＇
い

て
は
、
弔
二
項
の
規
定
を
ぶ
ャ
用
す
る
こ
の
昌
合
に
お
い
て
、
同
項

llI

「
議
渡
の
時
」
と
あ
る
の
は
、
「
相
読
、
直
附
又
は
附
げ
の
時
」
と
＇
碑
ふ

贄
え
る
も
の
と
す
る

3

第

一

項

の

規

定

に

同

項

に

規

定

す

る
改
渡
に
係
る
所
得
悦
法
（
昭
和
二
十
一
面
ー
江
律
迅
ニ
ト
じ
号
）
弟
九
~

条
第
八
号
に
規
定
す
る
虞
渡
所
得
の

H
邸
に
つ
い
て
は
、
弟
一
項
の
Ill,

定
に
よ
り
訥
付
す
る
念
頷
は
、
同
よ
渇
几
条
弟
八
号
に
規
定
す
る
虐
渡

乳
状
変
更
の
闊
叫

第
四
十
三
条
重
要
文
化
け
の
視
状
を
変
吏
し
し
｛
う
と
丁
る
＇

i

こ
さ
は
、

旦
会
の
謹
叶
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
＂
但
し
、
そ
の
維
持
の
情
罰

を
す
る
均
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
，

2

前
項
但
心
に
規
定
す
る
維
持
の
机
設
の
箇
囲
は
、
委
員
会
規
則
で
定

め
る
。

3

長
員
会
1
、
出
一
項
の
に
m
可
を
仔
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
介
叶

の
条
件
と
し
て

Inl項
の
現
状
の
変
更
に
閃
し
必
要
な
指
ぷ
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
，

4

第
一
項
の
紆
可
を
受
け
た
者
が
前
項
の
詐
可
の
条
件
に
従
わ
な
か
つ

た
と
き
は
、
麦
員
会
は
、
詐
llJ
に
係
る
視
状
の
変
更
の
停
止
を
命
じ
、

又
は
咋
叶
を
収
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

e

ぶ
診
理
の
届
川
言

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
こ
（
以
ド

「
所
行
酋
窟
」
と
い
う
。
〉
は
、
補
助
又
は
費
用
貝

は
、
国
悦
滞
訥
処
分
の
例
に
よ
り
、

立
こ
の
場
合
に
お
け
る
徴
い

地
ガ
悦
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

5
 

こ
れ
を
微
収
す
る
こ
と
が
で
＞
ゞ
｝

先
収
特
椛
い
順
位
は
、
国
涵
3

及
び

が
訥
付
す
べ
き
訥
付
企
頷
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る

3

一
当
該
屯
返
文
化
肘
の
収
得
に
つ
き
そ
の
打
が
泊
付
し
た
、
又
は
内

付
す
べ
き
相
綺
税
頷
又
は
附
与
税
頷

二
前
号
の
相
読
悦
頷
又
は
附
与
税
頷
の
壮
邸
の
駿
此
と
な
っ
た
閑
悦

価
格
に
邸
入
さ
れ
た
当
岐
代
嗅
文
化
吋
又
は
そ
り
部
分
に
つ
ぎ
当
．
又

相
読
、
追
附
又
は
附
与
の
時
ま
で
に
げ
っ
た
修
狸
万
に
係
る
第
一
項

の
補
助
金
又
は
負
担
金
心
頷
の
合
叶
頷
を
当
該
謀
悦
価
格
か
ら
情
咋

し
て
得
た
金
頷
を
涅
税
価
格
と
し
て
壮
邸
し
た
均
合
に
当
，
5

緊
虫
嗅
文

化
吋
又
は
そ
の
部
分
に
つ
ぎ
罰
付
す
べ
ぎ
こ
と
と
な
る
相
涜
税
頷
又

三
第
二
項
の
汎
定
に
よ
り
当
芯
ほ
嗅
文
化
闊
又
は
そ
の
部
分
に
つ

足
員
会
が
定
め
た
耐
用
年
放
か
ら
当
設
遺
汲
文
化
闊
又
は
そ
の
部
分

の
修
理
寡
を
行
っ
た
時
以
役
当
該
憤
甦
文
化
肘
の
相
続
、
遺
附
又
は

附
与
の
時
ま
で
の
年
数
を
控
除
し
た
殴
余
の
年
数
（
一
年
に
満
た
な

い
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
）

曰

一

る

当

唸

信

位

（

文

化

吋

又

は

そ

3
部
分
に
つ
い

‘
,
f
.
9
J
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↓
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．
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．
 

で
に
、
尽
臼
言
厨
則
り
窄
ぷ
る
と
こ
―
n

に
よ
り
、
足
員
会
に
そ
り
行
を

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
°
但
し
、
洲
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
咋

叶
を
芝
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悶
合
そ
り
他
足
旦
会
滉
圃
り
定
め
る
り

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
し

2
]
f
嗅
文
化
財
の
保
設
上
必
要
が
あ
る
と
晶
め
る
と
ぎ
は
、
妥
旦
公

は
、
前
項
の
屈
出
に
係
る
量
要
文
化
吋
の
修
刑
に
閃
し
技
術
的
な
指
柑

と
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る

Q

第
四
十
四
条
直
渓
文
化
け
は
、
愉
出
し
て
は
な
ら
な
い

3

但
し
、

会
が
文
化
の
国
際
的
文
流
そ
の
他
Jj
ド
山
に
よ
り
特
に
必
要
と
畠
め
て

詐
可
し
た
図
合
は
、
こ
い
限
り
で
な
い
、

第
四
十
五
条
委
員
会
は
、
厄
焚
文
化
叶
の
保
存
の
た
め
必
嗅
が
あ
る
と

刃訂
3

る
と
き
は
、
肌
域
を
定
め
て
二
疋
の
け
為
を
闊
限
し
、
肯
し
く
は

栞
止
し
、
又
は
必
嗅
な
胞
没
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
て
ぎ
る

J

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
よ
っ
て
姐
古
を
予
｝
け
た
苔
に
対
し
て

は
、
政
府
は
、
そ
の
通
常
生
ず
べ
き
旧
古
を
浦
屈
す
る
。

3

前
項
の
場
合
に
は
、
出
四
卜
ご
拿
弟
二
項
の
規
定
を
け
じ
用
ず
る
い

国
貞
に
対
す
る
完
渡
の
巾
出
，
）

第
四
十
六
条
屯
災
文
化
け
を
行
い
で
虞
り
渡
そ
う
と
す
る
打
は
、
，
ザ
い
渡

の
相
予
方
、
予
定
対
価
？
隕
予
定
対
面
が
金
銭
以
外

D
も
乃
で
あ
る

5 0 2 -



り
J

り
1

の
管
理

こ
と
が
で
き
る

3

瓦
旦
会
は
、

麦
員
会
は
、
~
，
き
、
そ
の
費
用
の
全
部
若

し
く
は
二
部
を
負
担
し
、
又
は
補
助
金
を
交
付
し
た
位
嬰
文
化
肘
の
所

打
者
和
ぃ
刑
団
休
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
）
に
対
し
、
一
年
以
内
の

叫
間
を
限
つ
て
、
川
立
博
物
館
そ
の
他
の
他
没
に
お
い
て
店
員
会
の
け

う
公
間
の
用
に
供
す
る
た
め
当
該
屯
嬰
文
化
討
を
出
品
す
る
こ
と
を
命

す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
い

3

委
員
会
は
、
前
項
の
闊
合
に
わ
い
て
必
要
が
あ
る
と
以
め
る
と
さ

は
、
一
年
以
内
の
叫
間
を
限
つ
て
、
出
品
の
期
間
を
史
祈
す
る
こ
と
が

で
き
る

3

但
し
、
引
き
続
き
11
年
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。

4

弟
二
項
の
命
令
又
は
崩
項
の
更
祈
が
あ
っ
た
と
き
は
、

Ill要
文
化
財

轟
の
所
打
行
又
は
狩
刑
団
体
は
、
:
-
．
て
の
屯
要
文
化
財
を
出
品
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
但
し
、
委
員
会
が
所
行
者
又
は
狩
理
団
体
の
巾
品
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
れ
由
か
あ
る
も
の
と
刀
叫
め
る
均
合
は
、
こ
の
限
り
て
な

‘.、
J

し
5

前
四
項
に
規
定
す
る
見
合
の
外
、
委
且
会
は
、
屯
要
文
化
財
の
所
行

打
五
贔
は
い
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
行
＼
か
ら
国
立
博
物
餡
そ
の
他

の
他
没
に
お
い
て
麦
員
会
の
け
う
公
間
の
用
に
供
す
る
た
め
巫
要
文
化

肘
を
出
品
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
適
当
と
忍
め
る

と
き
は
、
そ
の
出
品
を
改
謁
す
る
こ
と
が
で
き
る

3

第
四
十
九
条
妥
員
会
は
、
前
谷
の
規
定
に
よ
り
屯
要
文
化
吋
が
出
品
さ

‘
,
J
、

し一

れ
た
と
き
は
、
弟
百
条
-

屈
の
職
旦
そ

竹
迎

そ
の
危
要
文
化
肘
の

き
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

畠
め
る
と
き

第
四
十
七
条
屯
疫
文
化
財
の
所
有
肴
（
符
理
団
休
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
行
）
は
、
委
且
会
の
定
め
る
条
件
に
よ
り
、
委
員
会
に
屯
嬰
文
化
財

た
と
き
は
、
前
項
の
規
加
に

額
に
相
当
す
る
代
金
で
、
心
買
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
し

3

弟
一
項
に
規
定
す
る
者
は
、
前
項
の
期
間
（
そ
の
期
間
内
に
委
員
会

が
当
該
菫
嗅
文
化
闊
を
買
い
収
ら
な
い
旨
の
通
知
を
し
た
と
ぎ
は
、
そ

の
時
ま
で
の
期
間
）
内
は
、
当
該
軍
奨
文
化
財
を
譲
り
渡
し
て
は
な
ら

な
い
。

4

委
員
会
が
弟
一
項
但
い
11

の
規
定
に
よ
る
承
晶
を
し
な
い
旨
の
処
分
を

し

た

嵩

合

に

お

い

て

、

そ

の

処

分

に

不

服

の

姿

員

会

に

対

し

、

こ

と

が

で

き

る

。

と
き
は
、
こ
れ
を
時
価
を
哉
準
と
し
て
金
銭
に
見
秘
つ
た
額
。
以
下
同

じ
。
）
そ
の
他
委
旦
会
で
定
め
る
打
項
を
品
戟
し
た
峠
面
を
も
つ
て
、
ま

ず
委
員
会
に
国
に
対
す
る
必
渡
の
巾
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但

し
、
当
該
議
受
人
に
対
し
て
特
に
設
り
渡
し
た
い
特
別
の
れ
柏
が
あ
る

坦
合
に
お
い
て
委
旦
会
の
承
謁
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

、。し
2

前
項
の
規
定
に
よ
る
必
渡
の
申
出
の
あ
っ
た
後
三
十
日
以
内
に
委
員

お
い
て
買
い
取
る
ぺ
き
旨
の
通
知
を
し

は
、
所
打
者
（
狩
理
団
体
が
あ
る
坦
合
は
、
そ
の
者
）
に
対
し
、
条
件

を
ホ
し
て
、
足
員
会
に
そ
の
竹
刑
露
ぃ
理
団
体
が
あ
る
坦
合
を
除
く
こ

又
は
修
理
を
委
正
す
る
よ
う
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

3

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
妥
員
会
が
腎
理
又
は
修
理
の
委
託
を
受
け
た

場
令
に
は
、
第
三
卜
几
条
弟
一
項
及
び
弟
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
も

4

位
要
文
化
財
の
所
行
打
、
竹
刑
立
任
苔
又
は
特
理
団
休
は
、
足
旦
公

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
委
員
会
に
屯
要
文
化
討
の
特
理
又
は

修
煎
に
閃
し
技
伯
的
指
遅
を
永
め
る
こ
と
が
で
き
る
し

第

四

款

公

開

i
u
)
 

9

一9
)

ア
ー

第
四
十
七
条
の
二
屯
嗅
文
化
閲
の
公
開
は
、
所
行
打
が
打
う
も
い
と
す

る
。
但
し
、
竹
郎
団
体
か
あ
る
場
合
は
、
管
刑
門
休
が
行
う
も
の
と
す

る。
2

前
項
の
規
定
は
、
所
行
者
又
は
管
刑
団
休
の
出
品
に
係
る
爪
疫
文
化

附
を
、
所
有
者
及
ひ
竹
刑
団
体
以
外
の
打
が
、
こ
の
法
竹
の
規
定
に
よ

り
付
う
公
間
の
川
に
供
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い

3

3

竹
狸
凹
休
は
、
そ
の
特
刑
す
る
咽
焚
文
化
肘
を
公
間
す
る
場
令
に

は
、
当
該
咽
奨
文
化
叶
に
つ
き
観
后
酋
口
を
徽
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

2

玉
不
員
会
に
よ
る
公
間
j

第
四
十
八
条
査
且
会
は
、
屯
咬
文
化
間
の
所
打
打
ふ
い
刑
凹
休
か
あ
る

場
合
は
、
そ
り
い
り
に
対
し
、
一
年
以
内
の
期
間
を
限
っ
て
、
国
立
博

胸
叫
そ
り
他
り
迎
没
に
い2
い
て
父
員
会
”
打
ヽ
~
公
旧
の
用
に
仇
す
る
た

め
盾
面
ぷ
文
化
肘
を
出
品
す
る
こ
と
を
幼
告
す
る
こ
と
が

第
五
十
条
出
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
出
品
の
た
め

1

す

は
、
妥
旦
会
規
則
の
定
め
る
址
州
に
よ
り
、
国
庫
の
員
担
と
す
る

J

2

政
府
は
、
弟
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
出
品
し
た
所
有
者
又
は
特
評

団
体
に
対
し
、
妥
員
会
規
則
の
定
め
る
仙
化
に
よ
り
、
給
抒
金
を
文
給

す
る
¢

ふ
児
日
打
万
に
よ
る
公
旧
―

第
五
十
一
条
妥
員
会
は
、
巾
虹
文
化
財
の
所
行
省
又
は
竹
刑
団
体
に
対

し
、
こ
的
月
以
内
の
期
間
を
限
つ
て
、

f
喝
文
化
肘
の
公
開
を
勧
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

2

委
員
会
は
、
国
仙
が
行
刑
又
は
修
狸
に
つ
き
、
そ
の
費
用
の
仝
部
若

し
く
は
一
部
を
負
担
し
、
又
は
補
助
金
を
文
付
し
た
屯
痰
文
化
肘
の
所

行じ
fl
又
は
狩
理
団
体
に
対
し
、
三
的
月
以
内
の
期
間
を
限
つ
て
、
そ
の

公
間
を
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
¢

3

"
則
項
の
腐
令
に
は
、
吊
四
十
八
条
出
四
項
の
規
定
を
州
用
す
る
し

4

委
員
会
は
、
巾
叩
な
文
化
肘
の
所
行
者
又
は
竹
刑
団
休
に
対
し
、
祁
：
―

項
の
規
定
に
よ
る
公
開
及
び
当
該
公
開
に
係
る
屯
製
文
化
財
の
行
岬
に

閃
し
必
疫
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

Q

5

重
汲
文
化
肘
の
所
有
者
、
竹
刑
立
任
者
又
は
狩
坪
団
体
が
前
項
0
指

ポ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
足
具
会
は
、
公
間
の
倅
止
又
は
中
止
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

6

第
二
項
及
び
弟
一
二
項
の
姐
定
に
よ
る
公
開
の
た
め
に
疫
す
る
買
用

は
、
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
仝
部
又
は
一
部
を

国
州
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
＾

505-
504 



2

前
項
の
恥
合
に
は
、
旧
所
汀
苔
は
、
門
改
屯
疫
文
化
貼
の
引
渡
と
同

11
に

そ

の

指

定

情

を

祈

面

有

省

に

い

。

3

竹
狸
団
休
が
指
定
さ
れ
、

ょ、

T
J

｛
バ

I

"
月
一
t
.

坦
介
に
は
、

又
は
そ
の
指
定
が
解
除
さ
れ
た
坦
合
に

す
る
心
但
し
、
竹
理
団
休
が
指
定
さ
れ
た

も
つ
ば
ら
所
打
省
に
屈
す
へ
き
枠
利
義
務
に
つ
い
て
は
、

7 
部 る 公 担 体
をとが！こか 1iij
廿I:_ i砂おら項

ごI i ii，・．）当し，ヽ ‘

のにとてそ
旦ょ，，且公の
担りめ間所
と‘てし行
す そ こ た 又
るの汎いは
ー八内， l・ニ：芹、-,1.、- l」 I.J

と 1)i]1J9くの J1ll
がの忍 l:ll'．
でたし 1，1,I
るめたが
゜にとあ
--翌iぎつ
り す は た
鳩る‘鳥
/‘5.JI' 
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不：人
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1こ）廿］・」 I: 
1よ I}) 公お
‘令凰し、

ぶ部且LJ て
四又の‘
項は定
及←"-め

第
五
十
一
条
の
二
前
は
の
規
定
に
よ
る
公
間
の
場
合
を
除
ぎ
、
屯
悦
文

化
川
の
所
在
の
場
所
を
変
更
し
て
こ
札
を
公
如
ド
の
観
此
に
供
す
る
た
め

り
ニ
ト
凹
条
の
規
定
に
よ
る
屈
出
が
あ
↓
た
厚
合
に
は
、
前
伯
冶
門
項

又
は

刀
屯
詞
な
文
化
肘
の
所
行
ぃ
口
に
対
し
、

但
し
、
屯
悶
文
化
吋
が
所
行
付
、

□叫
9
い
の
袖
帆

i

第
五
十
二
条

5

.

ヽ
i
＼
ヽ
廿
し
こ
こ
と

ソ
(
/
9
廿＞

i‘

ざ
姐
し
た
ど
ご
け
、
政
府
は
、

通
常
生
ず
べ
ぎ
姐
甚
を
補
伯
す

冒
理
立
は
岩
又
は
特
刑
団
体

□立
に
帰
す
べ
ぎ
じ
由
こ
こ
↓
て
位
ド
、

し
、
又
は
〖
祖
し
た
均
合
は
、
こ
，
口
限
り
で
貧
い
)

2

り
項

□
四
合
に
は
、
、
し
四
ト
一
た
ふ
ご
項
●
見
と
を
は
古
f
ず
巧
い

f

所
有
肯
心
図
以
外

□
芥
に
よ
る
公
間
｝

第
五
十
三
条
屯
峠
文
化
吋
り
噌
打
苔
及
び
冒
理
団
体
以
外
の
者
が
そ
り

E
催
す
る
屈
立
公
そ
乃
他
刀
催
し
に
訪
い
て
信
渓
文
化
け
を
公
喰
の
観

こ
洪
し
こ
う
と
す
る
と
ぎ
は
、
亙
旦
な
言
咋
iiJ
を
芝
け
な
け
訊

い
叫
所
に
つ
ぎ
変
更
が
も
っ
た
と
ぎ
}

爪
安
文
化
叶
が
減
失
し
、
ぎ
姐
し
、
一
人
に
盗
ふ
収
ら
れ
る
い

cn
ぁ

る
と
き
，

四

特

別

crJ
れ
忙
に
よ
り
5
,
’
た
い
て
国
主
又
は
平
咬
文
化
肘
と
し
て

口
価
飢
を
羞
丘
ず
る
必
殴
が
あ
る
と
ぎ

J

2

前
項
5
規
定
に
よ
り
立
ち
入
り
、
闘
ぃ
直
ず
一
全
冗
令
に
お
い
て
に
、
白

も
闊
咆
ば
に
当
る
レ
い
は
、
そ
の
身
分
を
叫
肌
ず
る
北
票
を
帆
術
し
、
閃
係

召
い
ー
叩
永
か
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
ホ
し
、
且
↓
、
そ
い
正
当
な
心

見
を
十
分
に
占
J

屯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

弟
二
唄
の
規
定
に
よ
る
晶
在
に
よ
[
て
拍
古
を
受
け
た
ぶ
II
に
対
し
て

鼻
は
、
政
府
は
、
そ
の
通
常
生
ず
へ
き
姐
山
を
補
伯
す
る
。

4

前
瑣
の
闊
合
に
は
、
％
四
十
．
一
条
弟
二
項
の
規
定
を
州
川
す
る
し

第

六

款

雑

則

｀

・

ふ
mfJ行
変
更
勺
に
付
う
杭
利
義
務
の
ポ
韻
〕

第
五
十
六
条

iF疫
文
化
財
の
所
打
ぃ
日
が
変
更
し
た
と
き
は
、
祈
所
打
打

は
、
叫
ザ
唸
屯
快
文
化
肘
に
閃
し
こ
の
注
往
に
仙
い
て
す
る
蛋
ぃ
旦
会
の
命

令
、
勧
告
、
指
ぷ
そ
の
他
の
処
分
に
よ
る
旧
所
打
打
の
杭
利
義
務
を
爪

祇
す
る
じ

ら
な
い
。
但
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
且
員
欠
の
代
以
を
予
け
た
博
物
記
そ
り

他
の
胞
没
に
お
い
て
、
葵
日
公
以
外
の
川
の
恥
閃
又
旦
地
万
八
な
塁
団
体

が
主
催
す
る
喜
へ
11
げ
、
に
翌
1
,
、
べ
に
屈
け
出
る
こ
と
を
も
う
て
足
り
る
，

2

足
"
1
べ
点
は
、
前
川
、
い
企
lll
，
芦
f
,
＂ご

e
閃
合
に
訪
い
て
、
そ
の
店
可
り

条
件
と
し
て
、
訂
可
に
條
ろ
公
川
及
び
甘
ぃ
亨
代

1
に
倍
る
盾
高
界
文
化
甘

の
管
刑
に
閃
し
必
隠
な
畠
ぷ
を
」
l

る
こ
ど
が
で
ぎ
る
。

3

第
二
唄
の
介
叶
誓
ェ
ク
げ
た
い
11
が
叫
項
の
咋
叶
の
危
件
に
従
わ
な
か
つ

た
と
ぎ
且
、
葛
員
公
且

r

，叶
ilJ
戸
係
ろ
公
叫
心
停
止
ゃ
贔
じ
、
又
旦
訂

ilJ
を
収
り
泊

rこ
と
が
で
ぎ
ろ
，

第

五

款

川

仕

冠
庄
仔
の
た
め
り
晶
凸
ノ

第

五

十

四

条

足

旦

式

且

、

い

唸

が

｝

贋

め

る

と

ぎ

は

、

屯

四

文

化

闊
の
面
仔
打
、
腎
刑
責
任
打
又
は
青
囲
団
体
に
対
し
、
屯
虻
文
化
叶
り

jllju
状
又
は
許
開
、
化
暉
府
し
く

□環
憶
限
‘
へ
L

刀
状
口
心
に
つ
ぎ
恨
告
を
上

1

、力
iヽ

)
？
J
.
 

>'：
V
f
 

し

第
五
十
五
条

て
、
詞
た

)
'
1
'
u
.
5

ーヽ、
i•• 
9911
り、

て
そ
{
,
．
且
打
ゾ
ヽ
9
,
‘

〗'
,
n
j

こ
つ
ぎ
パ
:
.
国
恨
羹
い
を
一
こ
ら
こ
こ
ぶ
f

一
斤
ぃ
氾
文
化
叶
り
現
状
竺
更
グ
ロ

nfnJ
ハ
甲
占
が

一
亨
汲
文
化
吋
が
ぎ
姐
し
ズ
い
る
と
ぎ
又
は
そ
り
乳
状
岩
し
く
は
所

¥

1

ーヽ／
t
f
{
1

、人、心

＇ し
闘
1

-

J
，
し

i

)

 

第
二
節

の
仙

ウ

谷

号

り

一

仁

場

介

に

＇

万

い

て
＇
り
偉
’
弓
ほ
ぷ
応
文
化
吋
に
内
ず
る
状
兄
を
確

、
そ
）
，
確
っ
＼
だ
い
他
に
方
＇
去
州
入
ょ
い

、
そ
刀
哨
在
ず
る
凡
噌
旦

ヽ
〉
ヽ
ー
4

i
 

重
痰
文
化
肘
以
外
の
布
厨
文
化
肘

（
技
佑
的
揖
尊
）

第
五
十
六
条
の
二

員
へ

i
i

規
則
り
定
め
る
と
こ

又
に
修
別
に
川
し
技
附
的

第
三
章
の
二
無
形
文
化
叶

ら
虫
疫
無
形
文
化
叶
の
指
定
[
'
•
こ

第
五
十
六
条
の
三
互
員
公
け
、
無
形
文
化
間
い
う
も
小
咬
な
も
い
を
小

疫
無
形
文
化
叶
に
指
定
す
る
こ
と
か
ぐ
ぎ
る
}

2

区
員
公
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
刈
つ
て
は
、
当
芯

重
晒
無
形
文
化
附
の
保
持
ぃ
日
を
占
定
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い

C

3

吊
二
川
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
柑
て
告
ホ
す
る
と
と

む
に
、

W
l
該
示
疫
無
形
文
化
叶
の
保
抄
胄
と
し
て
畠
定
し
よ
う
と
す
る

付
に
西
知
し
て
す
る
。

4

足
員
公
は
、
出
一
項
の
川
定
＞
よ
る
柘
定
を
し
た
役
に
い
い
い
て
も
、

当
芯
屯
要
無
形
文
化
肘
の
保
特
打
と
し
て
晶
定
す
る
に
足
り
る
古
か
あ

る
と
占
め
る
と
ぎ
は
、
そ
の

11ロ
を
保
持
音
と
し
て
追
加
謁
定
す
る
こ
と

が
で
ぎ
る
。

5

前
項
の
規
定
に
よ
る
追
加
占
定
に
は
、

)

3

 

ァ
名

f
咬
文
化
吋
じ
外
の
育
形
文
化
叶
の
所
打
者
は
、

に
よ
り
、
「
以
公
に
育
形
文
化
吋
り
冒
丸

こ
ピ
か
で
ぎ
る
e

直
奨
無
形
文
化
貯
の
指
定
ゲ
j

い
解
除
ヽ

第
五
十
六
条
の
四

た
と
ぎ

3

如
三
項
の
規
定
を
ぷ
由
累
！
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り
？
ち
特
に
必
国
区
の
あ
る
も
の
日
ら
そ
の
記
録
を
作
成

し
、
保
存
し
、
符
し
く
は
公
聞
し
、
な
者
に
対
し
、
当
該
無

形
文
化
財
の
公
開
若
し
く
は
そ
の
記
録
の
作
成
、
保
存
若
し
く
は
公
聞

に
要
す
る
経
毀
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
金
を
交
付
す
る
場
合
に
は
、
第
一

f
+
I
i
条

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
化
用
す
る
。

第
三
章
の
三
民
俗
質
料

冨
北
嬰
民
俗
毀
料
の
指
定
）

第
五
十
六
条
の
十
委
員
会
は
、
有
形
の
民
俗
盗
料
の
う
ち
特
に
屯
痰
な

も
の
を
屯
要
民
俗
斑
料
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
は
、
第
ニ
卜
八
条
の
弟
一
項
か
ら
第
四

項
ま
で
の
規
定
を
咄
用
す
る
む

（
屯
嬰
民
俗
斑
料
の
指
定
の
解
除
）

第
五
十
六
の
条
十
一
咽
速
民
俗
資
料
が
屯
要
民
俗
骰
料
と
し
て
の
価
値

を
失
っ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
祁
由
が
あ
る
と
ぎ
は
、
委
員
会
は
、
頂

要
民
俗
夜
料
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

3

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
に
は
、
第
一
＿
十
几
条
第
て
項
か
ら

第
四
項
ま
で
の
規
定
を
改
用
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
二
屯
要
民
俗
資
料
の
管
理
に
は
、
第
一
二
十
条
か
ら
第

三
十
四
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
¢

（
重
要
民
俗
質
料
の
保
設
）

第
五
十
六
条
の
十
三
屯
嬰
民
俗
賓
料
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
こ
れ
を

第
五
十
六
条
の
十
五
代
嬰
民
俗
資
月
の
所
打
者
及
び
特
理
団
休
（
凸
丘

卜
六
条
の
十
二
で
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

指
定
を
受
け
た
地
ガ
公
共
団
休
そ
の
他
の
怯
人
を
い
う
ウ
以
ド
こ
の
危

及
び
第
六
邸
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
将
が
そ
の
じ
催
す
る
展
立
公

そ
の
他
の
催
し
に
お
い
て
屯
要
民
俗
資
料
を
公
衆
の
観
此
に
供
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
委
員
会
規
則
の
定
め
る
れ
項
を
品
載
し
た
翡
而
を

J

つ
て
、
観
此
に
供
し
よ
う
と
す
る
最
切
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
．

i

且
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

3

2

前
項
の
届
出
に
係
る
公
閲
に
は
、
沿
丘
ト
一
条
第
四
項
及
び
伯
翌
晶

の
規
定
を
dLi
用
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
六
屯
要
民
俗
狡
料
の
公
聞
に
は
、
第
四
十
じ
条
り
―

か
ら
第
五
十
一

愉
出
し
よ
う
と
ず
る
付
は
、
現
伏
を
定
吏
し
、
又
は
愉
出
し
よ
う
し

る
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
、
及
旦
公
規
則
い
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

委
員
会
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J

但
し
、
委
員
会
凰

則
の
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

3

2

屯
嗅
民
俗
資
け
の
保
芯
上
必
哄
が
あ
る
と
畠
め
る
と
ぎ
は
、
虔
員
会

は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
遺
要
民
俗
資
料
の
現
状
突
更
又
は
愉
出
に
閃

し
必
要
な
直
項
を
指
ぷ
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

第
五
十
六
条
の
十
四
直
奨
民
俗
資
料
の
保
設
に
は
、
第
三
十
四
条
の
二

か

ら

弟

三

十

六

条

ま

で

、

弟

三

十

じ

条

第

一

弟

四
十
二
条
、

509 

値
を
失
っ
た
均
合
そ
の
他
特
殊
の
直
由
が
あ
る
と
き
は
、
委
員
会
は
、

屯
要
無
形
文
化
財
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

保
持
者
が
心
身
の
故
間
の
た
め
保
持
者
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た

と
晶
め
ら
れ
る
均
合
そ
の
他
特
殊
の
直
由
が
あ
る
と
き
は
、
委
員
会

は
、
保
持
省
の
晶
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
畠
定

の
解
除
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
屯
奨
無
形

文
化
財
の
保
持
酋
に
通
知
し
て
い
る

Q

4

保
持
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
保
持
酋
の
晶
定
は
解
除
さ
れ
た
も
の

と
し
、
保
持
酋
の
す
べ
て
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
屯
澳
無
形
文
化
川
の

指
定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
足
員
会
は
、
そ

の
旨
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
也

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

第
五
十
六
条
の
五
保
持
位
が
氏
名
行
し
く
は
住
所
を
変
更
し
、
又
は
死

亡
し
た
と
き
、
そ
の
他
委
旦
会
規
則
の
定
め
る
市
由
が
あ
る
と
ぎ
は
、

保
持
昔
又
は
そ
の
相
読
人
は
、
妥
旦
会
規
則
の
定
め
る

F
項
を

nG載
し

た
註
面
を
も
つ
て
、
そ
の
下
由
の
生
じ
た
日
（
保
持
行
の
死
亡
に
係
る

閤
合
は
、
相
続
人
が
そ
の
市
実
を
知
っ
た
11)

か
ら
十
日
以
内
に
足
且

会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
船

為
盈
尽
無
形
文
化
財
の
保
存
[
)

第
五
十
六
条
の
六
委
旦
会
は
、
屯
嬰
無
形
文
化
財
の
保
存
の
た
め
已
英

が
あ
る
と
譲
め
る
と
き
に
は
、
屯
四
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
自
ら
記
録

の
作
成
、
伝
ボ
者
の
他
そ
の
保
乍
の
た
め
適
当
な
措
叩
い
を
行

を
補
助
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
'

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
金
を
父
付
ず
る
悶
合
に
は
、
勺
"

弟
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

応
温
琴
無
形
文
化
財
の
公
開
）

第
五
十
六
条
の
七
亙
員
会
は
、
収
述
無
形
文
化
叶
の
俣
持
且
に
け
し
屯

奨
無
形
文
化
闊
の
公
聞
を
、

t
嬰
無
形
文
化
け
の
出
緑
の
所
打
’
百
に
吋

し
そ
の
ー
心
録
の
公
間
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
さ
る
。

2

屯
奨
無
形
文
化
肘
の
保
持

It又
は
屯
嬰
無
形
文
化
間
の
氾
録
り
IJr,ll

者
か
ら
、
屯
疫
無
形
文
化
吋
又
は
咽
附
無
形
文
化
叶
の
1

中
録
を
川
附
心

毀
用
負
担
に
お
い
て
公
開
し
た
い
旨
の
甲
出
が
あ
っ
た
勘
合
に
は
、
冶

丘
十
一
条
第
七
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
り
公
聞
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
当
設
信
嬰
無
形
文

化
肘
の
晶
録
が
滅
失
し
、
又
は
ぎ
肌
し
た
均
合
に
は
、
冷
丘
ト
―
ぷ
応
の

第
五
十
六
条
の
八
足
旦
会
は
、
位
要
無
形
文
化
肘
の
保
持
付
又
は
地
Jj

公
共
団
体
そ
の
他
そ
の
保
存
に
当
る
こ
と
を
適
当
と
「
2

め
る
付
に
対

し

、

た

め

必

要

な

助

言

又

は

飩

告

を

す

る

こ
と
が
で
ぎ
る

Q

念
沿
女
無
形
文
化
肘
以
外
の
無
形
文
化
肘
の
品
緑
の
作
成
等
）

第
五
十
六
条
の
九
足
員
会
は
、
咽
奨
無
形
文
化
肘
以
外
の
無
形
文
化
吋
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い
、
又
は
保
持
打
若
し
く
は
地
方
公
共
団
休
そ
の
他
そ
の
保
存
に
当
る

こ

t

そ
の
保
存
に
咽
玄
と
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第
六
十
条

、
開
炭
勿
と
し

J
:
I
I
4
 

ヒ
こ
よ
り

)39̀
’ 

,. れ
る
と
ぎ
は
、
胄
察
閃
に
は
、
直
ち
に
当
該
物
件
を
委
員
会
に
捉
出
し

な
け
れ
は
な
ら
な
い
但
し
、
所
打
抒
の
判
明
し
て
い
る
以
合
は
、
こ

い
限
り
で
な
い
し

,
t
t
t
 

•9{

} 
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第
六
十
一
条
訓
条
い
殷
定
に
よ
り
物
件
か
巳
出
召
れ
た
と
ぎ
は
、
委
旦

9,̀

，
丘
、
当
芯
物
作
か
文
化
間
で
況
ろ
か
と
う
か
を
ら
止
し
な
け
れ
は
な

）

鳥

ヽ

、

，

t
i
J
ー

鼻

2

互
且
公
は
、
＂
間
珀
の
鉛
圧
の
鮎
東
当
謹
物
件
を
＇
久
化
財
と
ー
は
め
た
と

ぎ
は
、
そ
の
旨
を
賢
察
咄
＂
長
に
通
知
し
、
文
化
け
で
な
い
と
占
め
た
と

ン
：
，
は
、
竺
該
物
件
を
汽
察
閃
に
に
凡
し
仄
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

C

:
引
浪
｝

第
六
十
二
条
弟
五
十
九
条
知
一
項
又
は
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
化

財
の
所
行
省
か
ら
、
竺
察
冴
し
に
対
し
、
そ
の
文
化
肘
の
返
遥
の
讀
求

か
あ
っ
た
と
ぎ
は
、
姿
員
会
は
、
当
改
惚
寮
薯
に
に
こ
れ
を
引
き
浪
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J

第
六
十
三
条
弟
五
十
九
条
約
一
項
又
に
か
入
十
一
条
位
ご
珀
に
規
定
す

る
文
化
間
で
そ
の
所
有
者
か
判
明
し
な
い
も
の
の
所
行
机
は
、
国
仲
に

帰
屈
す
る
e

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
委
員
会
は
、
当
該
文
化
附
の
充

炒
fl
及
ひ
そ
の
発
見
さ
れ
た
土
地
の
所
打
打
に
そ
の
旨
を
通
知
し
、
且 ら規

，
ぶ
＇
疫
民
俗
汽
け
の
保
存
の
た
め

利
義
務
の
承
継
）

第
五
十
六
条
の
十
七
屯
要
氏
俗
資
料
の
保
存
の
た
め
の
淵
在
に
は
、
第

仕
卜
四
条
の
規
定
を
、
直
要
民
俗
狡
料
の
所
行
者
が
変
更
し
、
又
は
償

裳
民
俗
資
料
の
腎
狸
団
休
が
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
指
定
が
解
除

さ
れ
た
場
令
に
は
、
弟
几
卜
六
条
の
規
定
を
祁
ぃ
用
す
る

J

伽
叫
形
の
民
俗
資
叶
の
出
録
の
作
成
笠
）

第
五
十
六
条
の
十
八
無
形
の
民
俗
毀
料
に
は
、
弟
几
十
六
条
の
九
の
規

定
を
準
用
す
る

J

第
四
章
埋
＂
戚
文
化
肘

；
発
堀
戸
川
す
る
届
出
、
指
ポ
及
び
命
令
）

第
五
十
七
条
土
地
を
発
堀
し
て
判
載
物
で
あ
る
文
化
吋
｛
い
卜

i

坪
蔵

文
化
叫
」
と
い
う
r

)

に
つ
い
て
瀾
在
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
足
旦
会

規
則
の
定
め
る
れ
項
を
品
戟
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
発
堀
に
着
手
し
よ

｝
っ
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

り
但
し
、
及
員
会
規
則
の
定
め
る
陽
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

埋
蔵
文
化
吋
の
侶
設
上
特
に
必
疫
が
あ
る
と
畠
め
る
と
き
は
、
委
員

公
は
、
前
珀
の
屈
出
に
係
る
発
堀
に
閃
し
必
閲
な
れ
項
を
指
示
し
、
又

は
そ
り
発
掘
の
禁
止
、
倅
庄
若
し
く
は
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
J

第
五
十
七
条
の
二

'
]
r
公
上
小
そ
0
他
哩
拭
文
化
附
り
闘
荘
門
外
り
日
判

口、

Il9
か、',バ，始＂一

□他
児
蔵
文
化
川
を
得
い
す
ろ
']h'9}

、
こ
ー
・
て
刀

砂
て
い
ろ
・
1

期
を
元
堀
し
よ
う
ど
丁
ろ
化
，
へ
11

に
は
、
泊
条
＂
＇
責
項

＾

ぇ

．

く

“

こ

i
ぅ
杓

｛
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2

伯
項
の
見
合
に
は
、
そ

cn,
い
仕
し
た
文
化
叶
の
糾
杞
に
相
胄
す
る
伯

訊
は
、
前
条
に
規
定
す
る
恨
い
拿
刃
叫
か
ら
杵
除
す
る
も
の
と
す
る
，

3

政
府
は
、
前
条
弟
一
項
の
川
定
に
よ
り

Ihlwに
帰
属
し
た
文
化
財
ぃ

保
存
の
た
め
又
に
そ
の
清
川
か
ら
見
て
国
か
保
行
す
る
必
嬰
が
あ
る
坦

合
を
除
い
て
、
当
該
文
化
附
の
発
見
さ
れ
た
上
地
を
符
轄
す
る
地
方
公

共
団
休
に
対
し
、
そ
の

111ー
叫
に
陥
き
、
渭
該
文
化
川
を
虞
仔
し
、
又
は

閂
仙
よ
り
も
低
い
対
仙
で
＇
凡
渡
す
る
こ
と
か
て
ぎ
る
¢

5

追
失
物
江
の
適
用
）

第
六
十
五
条
埋
蔵
文
化
叫
に
附
し
て
に
、
こ
い
仏
袢
に
的
別
Crl
定
い
あ

る
恥
合
の
外
、
遺
失
物
法
弟
十
一
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す

る
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
八
条
ま
て
削
除

り

）

し
7ら

、す
5

、ハ
ljJ
 

ヽ

0
規
定
を
机
用
す
る

J

2

哩
蔵
文
化
財
の
保
芯
上
竹
に
必
咬
が
あ
る
と
占
め
る
と
ぎ
は
、

会
は
、
前
項
で
準
用
す
る
前
条
第
二
損
の
届
出
に
係
る
兌
堀
に
閃
し
必

翌
な
堺
項
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
し

（
委
旦
会
に
よ
る
発
堀
の
栴
行
）

第
五
十
八
条
亙
員
会
は
、
埋
械
文
化
旧
に
つ
い
て
叫
任
す
る
必
疫
か
あ

る
と
詔
め
る
と
き
は
、
日
ら
坪
蔵
文
化
叶
を
包
蔵
す
る
と
忍
め
ら
れ
る

土
地
の
発
堀
を
椛
行
す
る
こ
と
が
で
さ
る
，

2
前
項
の
規
定
に
よ
り
発
堀
を
自
ら
他
行
し
よ
う
と
す
る
と
ぎ
け
、
反

具
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
芯
土
地
の
所
有
者
及
び
桁
原
に
比
5

く
占
行

打
に
対
し
、
兌
趾
の
目
的
、
方
法
、
白
手
の
時
期
そ
の
他
必
妻
ど
占
め

ろ
れ
項
を
品
載
し
た
令
翡
を
ぃ
介
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

3

出
二
叫
の
見
合
に
に
、
口
弔
．
一
・
ト
几
危
及
び
溶
四
十
一
冬
バ
児
定
を
州

廿
す
る

t

第
五
十
九
条
前
条
第
二
唄
の
規
定
に
よ
る
発
堀
に
よ
り
文
化
叶
な
発
見

し
た
悶
合
に
お
い
て
、
歪
員
会
は
、
当
該
文
化
財
の
所
打
者
が
判
明
し

て
い
る
と
き
は
こ
れ
を
所
打
付
に
返
這
し
、
所
行
者
が
判
明
し
な
い
と

ぎ
は
、
追
失
物
法
而
叫
治
]
：
ト
ニ
年
よ
律
第
八
卜
じ
号
）
第
ト
ニ
；
で

ぶ
ぃ
川
す
る
同
法
9
叩
一
条
第
二
唄
の
規
定
に
か
か
わ

そ
の
5

口
を
近
知
ず
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
e

2
洲
頂
バ
通
句
を
弓
・
f
f
'

い
だ
し

lf}9, 

ふ
•
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弟
じ
十
条
弟
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
膀
天
然
品

念
物
に
つ
ぎ
第
六
十

IL条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ
た
と

ぎ
、
又
は
仮
指
定
が
あ
っ
た
H
か
ら
二
年
以
内
に
同
条
同
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
が
な
か
っ
た
と
ぎ
は
、
仮
指
定
は
、
そ
の
功
力
を
失
う
。

3

弟
じ
卜
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
が
適
当
で
な
い
と
以
め
る

と
き
は
、
委
員
会
は
、
こ
れ
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

3

4

弔
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
仮
指
定
の
解
除
に
は
、

弟
」
ハ
十
几
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
礼
用
す
る

3

（
狩
理
団
休
に
よ
る
特
理
及
び
復
旧
）

第
七
十
一
条
の
二
史
跡
名
勝
天
然
品
念
物
に
つ
き
、
所
有
者
が
な
い
か

，
若
し
く
は
判
明
し
な
い
場
合
又
は
所
打
者
若
し
く
は
第
じ
卜
四
条
第
一
-

項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
符
狸
の
立
に
任
ず
べ
ぎ
者
に
よ
る
狩
理

が
肝
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適
当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
刃
仔
の
ら
れ
る
場

合
に
は
、
委
員
会
は
、
適
当
な
地
方
公
共
団
休
そ
の
他
の
法
人
を
指
定

し
て
、
当
該
史
跡
名
勝
天
然
晶
念
物
の
保
存
の
た
め
必
要
な
管
理
及
び

復
旧
（
当
該
史
跡
名
勝
反
然

U
念
物
の
保
存
の
た
ぎ
必
嗅
な
施
設
、
設

備
そ
の
他
の
物
件
で
当
虚
史
跡
名
勝
天
然
品
念
物
の
所
行
片
の
所

fi又

は
特
理
に
属
す
る
も
D
D
許
理
及
び
復
旧
を
含
む
。
〉
を
げ
わ
せ
る
こ

ど
が
で
き
る
＂

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
指
定
し
よ
う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
の
同
怠
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
ボ
す
る
と
と

3
 

9
1
 

第
七
十
一
条
の
三
前
条
第
，
項
に
規
定
す
る
れ
由
が
消
滅
し
た
闊
合
そ

の
他
特
殊
の
下
由
が
あ
る
と
ぎ
は
、
足
員
会
は
、
百
理
川
体
り
指
定
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

2

前
項
刀
規
定
に
よ
る
解
除
に
は
、
前
冬
苔
5
:
1

項
並
び
に
第
六
ト

iLIL
泊

弟
四
項
及
び
第
丘
項
の
規
定
を
dfl
用
す
る
，

第
七
十
二
条
第
じ
十
一
条
の
一
ぷ
ャ
ニ
唄
の
Ill；
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
決
!
へ
[
以
ド
こ
の
虚
及
び
弟
六
虚
に
衿
い
て

「
行
理
団
体
」
と
い
う
口
は
、
姿
員
会
規
則
り
定
め
る
駈
北
心
い
~
り
、

史
跡
名
膀
天
然
出
念
物
の
特
即
に
巳
奨
な
朽
識
、
訛
明
仮
、
樟
国
介
応
‘
ヽ

囲
さ
く
そ
の
他
の
梅
設
を
没
悦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

史
跡
名
膀
天
然
品
念
物
り
指
定
地
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
刀
＂
＾

地
の
所
在
、
地
爵
、
地
目
又
は
地
弘
に
児
動
が
あ
っ
た
と
ぎ
は
、
胃
児

団
体
は
、
委
員
会
規
則
刀
定
め
る
と
こ
ろ
I
]

よ
り
、
姿
員
公
こ
そ
バ
旨

を
屑
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

i

3

特
理
団
体
が
復
旧
を
行
う
場
合
は
、
竹
理
団
体
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

そ
の
復
旧
の
方
法
及
び
時
期
に
つ
い
て
当
虚
史
跡
名
肋
天
然
出
念
物
り

所
有
者
（
所
有
者
が
判
明
し
な
い
均
合
を
除
く
ご
及
び
椛
原
に
屹
＜

占
有
行
D
繋
見
を
間
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

＇ ー も
に
、
当
該
史
跡
名
肋
天
映
"
1
中
念
物
の
所
行
音
及
び
竹
原
に
仙
く
占
行

者
並
び
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
肌
万
公
共
団
体
そ
の
他
の
出
人
に
通
知

し
て
す
る
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
巳
は
、
第
六
下
卜
几
危
迅
四
項
皮
び
第

1

5 1 3 -

第
五
章

記
児
告

第
六
十
九
条
委
旦
会
は
、
品
念
物
の
う
ち
屯
嗅
な
も
の
を
史
跡
、
名
勝

又
は
犬
然
晶
念
物
（
以
下
「
史
跡
名
勝
天
然
品
念
物
」
と
袷
称
す
る
。
〗

に
指
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
e

2

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
品
念

物
の
う
ち
特
に
屯
喫
な
も
の
を
特
別
史
跡
、
特
別
名
勝
又
は
特
別
天
然

品
念
物
へ
以
下
「
特
別
史
跡
名
勝
天
然
品
念
物
」
と
総
称
す
る
。
）
に

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
ホ
す
る
と
と

も
に
、
当
該
特
別
史
跡
名
膀
天
然
1
中
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
品
念
物

心
所
打
者
及
び
権
原
に
柚
く
占
有
者
に
通
知
し
て
す
る

e

4

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
べ
ぎ
相
手
方
が
評
し
く
多
数
で
個
別
に

通
知
し
難
い
れ
栢
が
あ
る
坦
合
に
は
、
委
員
会
は
、
同
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
に
代
え
て
、
そ
の
通
知
す
べ
き

r項
を
当
該
特
別
史
跡
名
勝
天

然
品
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
品
念
物
の
所
在
地
の
市
町
村
の
柑
務
所

又
は
こ
れ
に
非
ず
る
施
設
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
り
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し

た
時
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
相
手
方
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な

す
5

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
窮
報
の
告
不
が
あ
っ
た
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
但
し
、
当
該

特
別
史
跡
合
勝
天
然
1
心
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
品
念
物
の
所
有
者
又

史
跡
名
膀
天
然
「
中
念
物

は
椛
原
に
屈
く
占
行
付
に
対
し
て
は
、
弟
三
項
の
川
定
に
よ
る
通
知
が

到
達
し
た
時
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
通
知
が
到
迄
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
時
か
ら
そ
の
刈
力
を
生
ず
る
¢

（
仮
指
定
，
）

第
七
十
条
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
前
に
訪
い
て
緊
急
の
必
硬

が
あ
る
と
渇
め
る
と
き
は
、
陥
消
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
史
鱈
名
肋

天
然
記
念
物
の
仮
指
定
を
行
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
を
行
っ
た
と
ぎ
は
、
部
道
府
県
の
教
育

委
員
会
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
c

し
3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
に
は
、
前
策
第
一
「
項
か
ら
沿
丘
項
支

で
の
規
定
を
準
用
す
る
し

（
所
有
権
存
の
尊
噴
及
び
他
の
公
益
と
の
月
整
）

第
七
十
条
の
二
委
員
会
父
は
部
憎
府
県
の
教
育
委
旦
会
は
、
面
六
卜
九

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
前
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
仮
指
定
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
特
に
、
閃
係
者
の
所
行

権
、
鉱
業
権
そ
の
他
の
吋
吃
権
を
尊
咽
ず
る
と
と
も
に
、
国
ヒ
の
間
兒

そ
の
他
の
公
益
と
の
翡
整
に
習
怠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
一
条

が
そ
の
価
値
を
失
っ
た
均
合
そ
の
他
特
殊
の
祁
由
の
あ
る
と
き
は
、
委

旦
会
又
は
取
霊
叫
府
県
の
教
育
笈
員
会
は
、
そ
の
指
定
又
は
仮
指
定
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

-512-



を
命
じ
、
又
は
勧
告
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
り
均
合
に
は
、
吋
中
三
卜
六
荼

iii-
―
団

用
す
る

Q

玉
復
旧
に
囚
す
る
＇
へ
叩
令
又
は
勧
告
）

第
七
十
七
条
妥
員
会
は
、
特
別
史
跡
名
膀

L

又

は
哀
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
り
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
ど

畠
め
る
と
ぎ
は
、
特
理
団
体
又
は
所
行
苔
に
対
し
、
そ
の
復

111
に
↓
い

て
必
奨
な
命
令
又
は
幼
告
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

2

足
員
会
は
、
特
別
史
跡
名
勝
尺
然
心
念
物
以
外
の
史
跡
名
脱
反
然
心

念
物
が
、
ぎ
姐
し
、
又
は
哀
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
り
保
存

鼻

の
た
め
必
嗅
が
あ
る
と
忍
め
る
と
き
は
、
腎
理
団
体
又
は
所
打
者
に
対

し
、
そ
の
復

111
に
つ
い
て
必
悦
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

3

3

前
二
項
の
鳥
合
に
は
、
弟
ミ
ト
じ
条
冷
：
こ
項
及
び
渇
四
項
刀
氾
定
を

化
用
す
る
，

二
が
国
は
＇
｛
食
」
上
る
特
別
史
跡
名
勝
反
吠
贔
念
物
の
復

111
在
ウ
泡
げ
，

第
七
十
八
条
亙
具
会
、
左
の
各
ロ
グ
の
一
に
改
甘
す
る
勘
合
に
お
い
て

は
、
持
刈
史
跡
々
討
咽
八
代
ー
心
念
物
に
つ
ぎ
日
ら
復
旧
を
．
げ
い
、
又
は
減

災
、
予
損
、
哀
亡
府
し
く
は
盗
帷
Jj
防
止
り
措
汎
を
ず
る
こ
と
が
で
ぎ

る一
竹
理
団
休
、
所
行
行
又
は
胃
刑
’
具
江

rOifが
洲

t

パ
全
の
規
定
に
上
る

命
令
に
従
わ
な
い
と
ぎ

4
 

竹
し
く
は
衰
亡
し
て
い

る
以
合
又
は
滅
失
し
、
ぎ
姐
し
、
ぃ
翠
亡
し
、
舒
し
く
は
盗
み
収
ら
れ

見
定
を
位

史
跡
名
肋
人
然
出
念
物
の
所
打
打
又
げ
占
打
召
は
、
正
当
な
刑
由
か

な
く
て
、
竹
刑
団
休
が
打
う
特
罪
許
し
く
は
復

111
又
は
そ
の
特
罰
右

1

く
は
復
旧
の
た
め
必
変
な
梢
訊
を
担
土
、
妨
け
、
父
は
呂
遥
し
て
は
な

，＇ヽ

c

？̀,＂ 

，
＇
プ
し

第
七
十
二
条
の
二
竹
押
団
休
が
行
う
竹
押
及
び
復

111
に
叩
な
す
る
毀
川

は
、
こ

n
法
袢
に
特
別
の
定
の
あ
る
均
合
を
除
い
て
、
特
刑
団
体
の
政

と
す
る
¢

ー・．
 

2

訓
項
の
規
定
は
、
竹
刑
団
休
と
所
打
と
の
協
議
に
よ
り
、
特
刑
団
休

か
行
う
行
刑
又
は
復

Ill
に
よ
り
所
打
名
の
受
け
る
利
益
の
限
良
に
お
い

て
、
許
刑
又
は
復

111
に
灼
す
る
賢
用
の
一
部
を
所
打
苔
の
負
担
と
ず
る

こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
し

3

竹
刑
団
休
は
、
そ
い
許
刑
す
る
史
闘
々
11

胚
人
然
ー
叫
念
物
に
つ
ぎ
観
見

村
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

3

第
七
十
三
条

511
刑
団
体
が
け
う
竹
押
又
は
炭

111
に
よ
っ
て
拍
古
を
受
け

た
召
に
対
し
て
は
、
当
該
竹
刑
団
休
は
、
そ
り
叫
常

Il
す
べ
ぎ
祖
古
を

袖
飢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ら

9

2

前
瑣
の
均
合
に
は
、
や
四
ト
一
条
ぃ
弔
二
瑣
の
規
定
を
孔
州
ず
る
、

第
七
十
三
条
の
二
竹
刑
団
休
が
行
う
竹
押
に
は
、
弟
三
卜
条
、
弟
三
十

ご
L
忍
一
項
及
び
り
[
+
三
条
い
規
定
を
、
作
即
団
体
が
行
う
行
貯
夜

ひ
復

111
に
は
、
第
一
一
・
ト

h
条
及
び
弟
四
十
じ
条
の
規
定
を
、
竹
罪
団
休

が
指
定
さ
れ
、
又
は
そ
の
指
定
が
解
除
さ
れ
た
畠
合
に
は
、
弟

ll
十
六

危
第
二
項
り
規
定
を
州
用
す
る
◇

記
刀
ば
11
に
よ
る
特
刑
及
び
復

111̀｝

第
七
十
四
条
百
刑
団
休
が
あ
る
易
合
を
除
い
て
、
史
跡
名
肋
人
然
晶
〈
'
i

物
の
所
打
打
は
、
灯
該
史
闘
ク
ロ
膀
犬
然
晶
な
物
の
竹
刑
及
び
復

111
に中
j

る
も
の
と
す
る
も

2

叫
項
の
規
定
に
よ
り
史
跡
名
肌
人
然
ー
叫
念
物
の
竹
刑
に
当
る
所
打
打

は
、
特
別
の
れ
帖
が
あ
る
と
ぎ
は
、
適
出
ー
な
者
を
も
つ
ば
ら
目
己
に
代

り
当
該
史
肋
名
肋
犬
然
晶
念
物
の
竹
刑
の
I

い
に
仕
す
べ
き
打
（
以
下
こ

の
．
＂
旱
及
ひ
弟
六
店
に
お
い
て
「
竹
刑
い
仔
レ

fl
」
ど
い
う
，
）
に
近
任
丁
ろ

こ
と
か
で
き
る
＞
こ
の
悶
合
に
は
、
，
心
｛
・
ト
＾
条
迅
．
：
国
の
規
定
を
州

l
1
 

~
 

J
)
 

第
七
十
五
条
所
打
者
か
け
ぅ
狩
押
に
闊
、
，
出
：
．
十
危
、
弟
二
じ
ー
・
条
心
・

一
項
、
冶
三
卜
て
条
、
第
一
こ
ト
ニ
裕
並
び
に
弟
じ
卜
．
，
条
第
喜
閂
役
ひ

弟
二
珀

□同
条
弟
二
項
に
つ
い
て
は
、
竹
刑
I

い
仕
打
が
あ
る
嶋
合
を
除

v,、
の
規
定
を
、
所
行
打
か
り
う
青
刑
殴
汀
復

ill
に
且
、
出
：
＇
＂
卜
廿
条

及
び
第
四
十
じ
条
の
規
定
を
、
所
行
打
が
突
史
し
た
嶋
合
の
杓
利
義
麿

oJ'
収
継
に
は
、
如

h
卜
六
条
州
二
団
の
川
定
を
、
竹
刑
直
任
古
か

fJ
ぅ

竹
罰
に
旦
、
＂
心
ミ
ト
条
、
吊
：
ニ
ト

4

危
，
叫
；
項
、
出
三
ト
―
ご
に
出
，
一

項
、
吊
：
二
十
：

9

．
条
、
第
四
卜
じ
ハ
に
出
四
項
及
汀
出
し
ト
一
危
弔

9

9

閂
り

規
定
を
準
用
す
る
。

ふ
い
間
に
閃
す
る
命
令
又
は
砂
告

i

第
七
十
六
条
竹
刑
が
適
冴
で
な
い
た
め
屯
闘
芦
肱
人
奴
ハ
ー
叫
な
物
が
滅
久

し
、
ぎ
姐
し
、
衰
亡
、
又
は
盗
み
収
ら
れ
る
虞
が
あ
る
と
忍
め
る
と
ぎ

は
、
足
員
会
は
、
竹
刑
川
休
、
州
打
打
又
は
胃
理
立
任
ぃ
fl
に
対
し
、

5
冒

押
方
法
の
改
応
、
保
存
他
没
り
設
置
二
ぶ
他
腎
刑
に
内
し
必
哭
な
畠
以

第，．へ、 2
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第
八
十
条
史
％
名
肪
反
吠
~
ー
心
ぶ
物
に
川
し
そ
り
現
伏
を
変
国

J

し
、
く
は

そ
心
保
伊
に
[
%
い
を
及
は
ず
げ
的
を
1
,
＇
よ
う
と
丁
ら
と
ぎ
は
、
区
旦
＇
パ

り
叶
叶
を
ご
け
な
け
札
は
な
ら
な
い
但
し
、
乳
状
文
吏
に
ハ
/
い
で
い
[

誰
持
心
梢
訊
を
す
る
以
介
、
伐
げ
臼
羞
ば
及
は
ず
け
勺
に
？
ぃ
：
ヤ
ぃ

彩
門
の
任
，
1
で
あ
る
鳥
合
は
、
こ
い
限
り
で
な
い

2

前
項
但
ド
ロ
に
見
定
す
る
淮
竹
り
開
直
の
他
旧
は
、
菱
員
会
111崎
叫
て
ピ

め
るf

J
t
r
ー
、
）
日
巧
ビ
t

}

3

炉

r
J

・ト，

n
d
'

ヽ
ー
"
-
ふ
、
白
皇
0
日

1
1ミ
人
に
ぃ
抄

3
,
,
4
i
1
1
J
ー．
J

|

ょ
7
'
．N
I

ふ
ド
え
る
ー
，
9

，9
ー
，
＇
，
；
が
り
’
.
，
;
，
；

．． 

9
9
,
 

三
項
刀
規
定
を
、
，
叩
．
項
乃
川
定
に
上
る
，
叶
IIJ
を
r"
ぐ
け
た
打
旦
は
、
詞

5J5 - 4
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及
ば
す
行
為
の
許
可
の

111油
が
あ
っ
た
と
き
。

二
史
跡
名
肋
天
然
品
念
物
が
ぎ
姐
し
、
又
は
哀
亡
し
て
い
る
と
ぎ
e

二
史
跡
名
肋
天
然
品
念
物
が
滅
失
し
、
き
担
し
、
衰
亡
し
、
又
は
盗

み
取
ら
れ
る
虞
の
あ
る
と
き
。

四
特
別
の
下
柏
に
よ
り
あ
ら
た
め
て
特
別
史
跡
名
肪
大
然
晶
念
物
又

は
史
跡
名
肋
天
然
出
念
物
と
し
て
の
価
値
を
晶
五
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
晶
査
又
は
拮
骰
に
よ
っ
て
捐
古
を
受
け
た
者
に

対
し
て
は
、
政
府
は
、
そ
の
通
常
生
ず
べ
ぎ
担
古
を
補
杭
す
る
し

3

弔
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
ち
入
り
、
謁
査
す
る
場
合
に
は
、
第
，
且
卜

鼻

丘
条
第
二
項
の
規
定
を
、
怖
項
の
坦
合
に
は
、
知
四
十
一
条
屯
二
項
の

規
定
を
準
用
す
る
。

（
追
跡
発
見
の
届
出
）

第
八
十
四
条
土
地
の
所
打
者
又
は
占
打
者
が
且
づ
か
、
住
肘
跡
、
古
積

そ
の
他
追
跡
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
そ
の
現
状
を

変
更
す
る
こ
と
な
く
、
委
旦
会
規
則
の
定
め
る
れ
項
を
記
載
し
た
位
面

を
も
つ
て
、
発
見
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
但
し
、
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た

坦
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

"
叫
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
委
且
会
は
、
当
該

追
跡
の
保
訛
上
必
嬰
な
市
項
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
“

nlj 

七

"
H

聴
間
及
び
沢
議
の
中
立

第

危
第
四
頂
の
規
定
を
吼
用
す
る

J

4

妥
員
会
又
は
そ
の
楕
限
の
天
任
を
こ
け
た
部
汽
府
県
の
教
肯
委
員
会

い
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
は
、
出
七
．
条
の
一
五
規
定
を
咽
用

ず
る
も

5

弟
i

項
の
規
定
に
よ
る
'nIflI
を
受
け
ず
、
又
は
氾
三
項
て
ぶ
＇
用
す
る

印
四
十
三
条
弟
三
項
の
規
定
に
よ
る
咋
叶
の
条
件
に
従
わ
な
い
で
、
史

跡
名
肱
尺
然
晶
念
物
の
現
状
を
変
史
し
、
又
は
そ
の
保
存
に
影
響
り
を
及

ば
す

ifffッ
カ
を
し
た
打
に
対
し
て
は
、
長
員
会
は
、
原
状
回
復
を
命
ず
る

こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
坦
合
に
は
、
委
員
公
は
、
原
状
回
復
に
閃
し
必

災
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

C

和復

111
の
届
出
害
｝

第
八
十
条
の
二
史
跡
名
勝
人
然
ー
叫
念
物
を
復

111
し
よ
う
と
す
る
と
ぎ

は
、
竹
刑
団
体
又
は
所
打
打
は
、
復
旧
に
礼
手
し
よ
う
と
す
る
日
の
三

十
日
前
ま
で
に
、
委
且
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
俣
且
会
に

そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
但
し
、
前
条
弟
一
項
の
規
定

に
よ
り
訃
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
嬰
合
そ
の
他
委
員
会
規
則
の

定
め
る
喜
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

0

2

史
跡
名
肋
人
然
品
念
物
の
保
設
上
必
嬰
が
あ
る
と
晶
め
る
と
ぎ
は
、

妥
旦
公
は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
史
跡
名
膀
人
然
品
念
物
の
復

111
に
閃

し
技
衛
的
な
指
尊
と
助
言
を
抒
え
る
こ
と
が
で
き
る

J

品
狐
埠
保
仝
‘

悌
八
十
一
条
委
且
会
は
、
史
跡
名
肪
犬
然
晶
念
物
の
保
存
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
氾
め
る
と
き
は
、
地
域
を
定
め
て
一
定
の
行
為
を
聞
限
し
、

ビ
ー
し
、
ま
良

L
/、

i
ジ

ー

9

、
,＂

a

I

 

で
ぎ
る

C

又
は
必
店
な
応
設
を
す
る
こ
と
を
諭
ず
る
こ
と
か

2

前
瑣
の
規
定
に
よ
る
処
分
じ
↓
て
肌
古
を
受
け
た
者
に
対
し
て

は
、
政
府
は
、
そ
の
通
常
化
ず
べ
ぎ
姐
古
を
補
位
す
る

3

3

山
一
項
の
規
定
に
よ
る
闊
限
又
は
梵
什
に
泣
反
し
た
者
に
は
、
弔
八

十
条
泊
rI
項
の
規
定
を
、
叫
坦
り
ぢ
合
に
は
、
心
四
ト
一
条
り
直
｀

規
定
を
刈
用
す
る
◇

〖
保
存
の
た
め
の
淵
花

i

第
八
十
二
条
互
員
公
は
、
ピ
月
〈
か

9
る
ピ
乃
い
る
と
ぎ
は
、
予
月
団

休
、
所
行
苔
又
は
特
刑
＇
旦
仕
苫
に
対
し
、
史
踪
名
励
人
然
出
念
物

cn
乳

状
又
は
特
坪
、
復
旧
若
し
く
は
閃
泣
保
全
の
状
況
に
つ
ぎ
報
告
を
永
め

る
こ
と
が
で
き
る

J

ヽ
ヽ
＂
~
¢
『

9

第
八
十
三
条
委
員
会
は
、
バ
の
谷
り
の
に
該
当
丁
る
均
合
，
＇
い

て
、
前
条
の
恨
告
に
よ
っ
て
も
な
お
史
％
名
肋
r
，
へ
然
晶
念
物
に
川
す
る

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
て
ぎ
ず
、
且
で
そ
刀
箭
謁
の
た
め
に
他
に

方
法
が
な
い
と
占
め
る
と
ぎ
は
、
凋
丘
に
当
る
打
を
定
め
、
そ
い
所
在

す
る
土
地
又
は
そ
の
閏
接
地
に
立
お
入
っ
て
そ
の
乳
状
又
は
狩
罪
、
復

Ill
府
し
く
は
屈
境
保
全
の
状
況
に
つ
ぎ
実
地
闊
任
及
び
土
地
の
発
掘
、

悴
古
物
の
除
却
そ
の
他
凋
ぃ
直
い
た
め
必
閲
な
梢
骰
を
さ
せ
る
こ
と
が
て

塁
？
但
し
、
当
誤
上
地
の

Ifro打
、
占
打
者
そ
り
他
の
閃
係
打
に
対

し
、
宵
し
い
姐
古
を
及
ば
ず
古
の
あ
る
畠
骰
は
、
さ
せ
て
は

しヽ五
佃
ビ

第
八
十
五
条
委
員
会
が
ん
に
担
げ
る
処
分
又
は
梢
骰
を
行
お
う
と
す
る

と
き
は
、

191係
行
又
は
そ
の
代
刑
人
の
出
頭
を
求
め
て
、
公
開
に
よ
る

聴
間
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
弟
三
卜
八
条
第
一
項
又
は
弟
じ
十
八
冬
ぶ
二
項
の
規
定
に
よ
る
修

即
若
し
く
は
復
旧
又
は
机
直
の
他
行

二
弟
四
十
三
条
弟
凹
項
（
第
八
十
条
第
三
項
で
刈
川
す
る
叫
合
を
含

む
＇
）
又
は
弟
丘
十
て
条
弟
竺
項
の
規
定
に
よ
る
叶
川
の
取
消

:
．
]
泊
四
十
几
条
第
一
項
又
は
弟
八
十
一
条
吃
一
項
の
規
定
に
よ
る
貼

限
、
梨
止
又
は
命
令
で
特
定
の
打
に
灼
し
て
行
わ
れ
る
も
の

四
＇
出
五
十
一
条
第

11
項
口
同
条
第
七
項
元
加
斤
十
六
条
の
じ
位
二
項

で
吼
用
す
る
均
合
を
合
む
こ
、
弟
冗
十
一
条
の
二
、
弟
五
十
六
条
の

十
五
弟
一
項
及
び
弟
Ii
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を
合
む
C

)

の
規
定
に
よ
る
公
開
の
中
止
命
令

丘
第
冗
十
五
条
第
一
項
又
は
第
八
ト
ニ
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立

入
晶
壺
又
は
闊
韮
の
た
め
必
要
な
梢
置
の
施
行

六
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
発
堀
の
栞
止
又
は
中
止
命
令

じ
第
冗
十
八
条
第
．
項
の
規
定
に
よ
る
発
堀
の
施
行

八
第
八
十
条
弟
丘
項
｀
弟
八
ト
一
条
弟
｀
項
で
準
川
す
る
坦
合
を
合

む
こ
の
規
定
に
よ
る
仙
状
回
復
の
命
令

2

亙
旦
会
は
、
前
項
の
聴
間
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
各
号
に

規
定
す
る
処
分
又
は
梢
訳
を
行
お
う
と
す
る
狸
由
、
そ
の
処
分
又
は
机

祝
心
内
容
並
び
に
聴
間
の
州
11
及
び
嵩
面
を
そ
の
間
日
り
十
日
叫
主
で

517 516 



ゞ
、
i
)
1
:
＇
，
9
‘
ー
こ
4
,
A
1
,
，
ミ
ー

1
¥

，
7
9
：
ご
ー
、
9

f

9

ッ

,
1
,
}
．
、
1
'
9
,
9
,
＂
，
'

:
'
，
忍
9
j
i
，
ミ
，
1
'
と
こ

t
)
，
＂
」
r
1
,
；

1

,91,d99i,'’ 

，
~
・

i

f

/

 

9
,
J
,
1
,
9
,
.
 

、
9
,
¥
9
，
し
1
1
,
、
1
‘
.
J
,
1
ー
・
'

る
ぺ
、
ぎ
シ
'
1

'，
 

ぅ
尺
う
じ
用
／
こ
＇
，
J
-
こ
、
v
i
亥
ド
終
こ
っ
‘
)
、

EIl)
，
ー
ミ
‘
'
、

.＞

1
,
P
/
1
,
，
9
1
‘
,
f
:
1
一
、
二
’
U
`
，
！
ど
し
一
9
月
Wi’t,’.，Jー

且
つ
、
怠
見
を
述
べ
る
辰
'
"
]
を
げ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，

（
決
定
）

第
八
十
五
条
の
七
決
定
は
、
文
位
を
も
つ
て
け
い
、
几
つ
、
理
由
を
附

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
°

2

委
員
会
は
、
決
定
翡
の

IElド
を
、
児
議
の
巾
立
を
し
た
者
及
び
徳
間

に
参
加
し
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
巾
立
を
却
下

す
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
児
議
の

111立
を
し
た
行
に
交
付
す
れ
ば
足
り

ァ，
5

必

ェ
決
定
前
の
協
議
享
｝

第
八
十
五
条
の
八

迂
哀
又
は
採
石
業
と
の
凋
整
に
関
す
る
れ
寮
に
係
る

の
甲
正
に
つ
い
て
は
、
一
葵
員
会
は
、
巾
切
を
却
ド
す
る
馬
合
を
除

き
、
あ
ら
か
じ
め
、
＂
ぷ
心
凋
賂
足
員
会
に
協
晶
し
た
ヒ
、
決
定
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
<

2

閃
係
各
行
政
侃
閃
の
長
は
、
異
議
の
巾
立
に
係
る
祁
案
に
つ
い
て
以

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

（
手
続
）

第
八
十
五
条
の
九
前
じ
条
に
定
め
る
も
の
の
外
、
巽
晶
の

111れ
に
凹
す

る

F
続
は
、
委
員
公
規
則
で
定
め
る
，

第
二
節
川
に
川
ず
る
特
例

（
川
に
閃
す
る
特
例
i

第
八
十
六
条
国
又
は
川
ハ
戌
月
に
け
し
こ
り
よ
庁
刀
規
定
を
適
川
ず
る

519 

）
 

t
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に
当
該
閲
係
打
に
通
告
し
、
且
つ
、
そ
の
処
分
又
は
措
罰
の
白
各
並
び

に
聴
間
の
期
日
及
び
場
所
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

賄
間
に
お
い
て
は
、
当
淡
関
係
者
又
は
そ
の
代
刑
人
は
、
自
己
又
に

K
'＼
り
た
め
に
区
見
を
述
べ
、
又
に
沢
明
し
、
且
つ
、
北
拠
を
ll
因
出
ず

る
こ
と
が
で
ぎ
る
，

1
当
誠
閃
係
竹
又
は
そ
の
代
狸
人
が
正
当
な
狸
由
が
な
く
て
徳
間
に
応

じ
な
か
っ
た
と
き
は
、
亙
員
会
は
、
聴
間
を
行
わ
な
い
で
窮
一
項
に
鳳

定
す
る
処
分
又
は
措
似
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

｀
凡
議
の
申
立
）

第
八
十
五
条
の
二
葵
員
会
又
は
そ
の
権
限
の
足
任
を
受
け
た
部
道
府
iIl小

の
敦
肯
足
員
会
が
し
た
左
に
褐
げ
る
処
分
に
ぶ
服
り
あ
る
付
は
、
足
旦

公
に
対
し
、
児
議
の

111立
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

3

一
弟
四
十
三
条
第
一
項
又
は
窮
八
卜
冬
ぷ
一
項
Dill心
告
て
よ
る
乳
状

支
更
写
の
店
可
又
は
．
ふ
詑
llj

二
第
四
十
丘
条
第
一
項
又
は
弟
八
十
二

l

戸
リ
J
一
項
り
滉
定
に
よ
る

9

限
、
栞
止
又
は
命
令
で
特
定
の

'rf
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
い

芝
面
じ
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
竹
刑
団
体
の
指
定

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
の

111れ
は
、
処
分
の
相
手
力
及
び
処
分
り

通
知
を
受
け
る
べ
き
者
に
あ
っ
て
は
処
分
の
あ
っ
た

11
又
は
処
分
の
遥

知
を
受
け
た
日
か
ら
、
そ
の
他
の
行
に
あ
っ
て
は
処
分
の
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
姿
員
会
規
則
の
定
め
る
れ
項
を
心

軌
し
た
巾
立
打
を
支
員
公
に
似
出
し
て
、
け
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

正
当
な
れ
由
に
上
り
前
項
の
間
間
内
に
滉
汲
の
巾
れ
を
ず
る
こ
と
が

3
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十

几

疋

弟
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項
溶
一
パ
の
貨
菜
に
係
る
昌
合
及
び
巾
れ
を
川
下
丁
る
尻
、
合
を
除

ぎ
、
及
員
公
は
、
巾
立
を
:
'
へ
軋
し
た
日
か
ら
三
l
1
1
以
内
に
、
公
旧
に

上
る
恙
間
を
聞
始
し
な
け
九
は
な
ら
な
い

2

良
旦
会
は
、
前
頂
り
応
間
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衿
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と
ぎ
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t11• 第

八

十

七

条

可

戸

（

文

化

財

、

は

史

乃

言

恥

ぇ

，

叫

叫

ぶ

物
が
国
行
財
産
法
〈
昭
和
二
十
三
年
法
律
治
じ
十
：
バ
ゾ
）
に
規
定
す
る

Itl,Jj
闊
喉
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
は
、
文
品
大
臣
が
竹
罪
●
J
る

但
し
、
そ
の
も
の
が
文
部
大
臣
以
外
の
付
が
特
理
し
て
い
る
同
占
心
，
こ

条
弟
二
項
に
規
定
す
る
行
政
叶
充
で
あ
る
と
ぎ
そ
の
他
文
部
大
臣
以
外

の
者
が
腎
理
す
べ
き
特
別
の
必
奨
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

も
の
を
閃
係
各
省
各
庁
の
に
叶
同
法
第
門
伶
弟
二
項
に
規
定
す
る
各
灯

谷
庁
の
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
特
刑
す
る
か
、
又
は
文
部
大
臣
が

竹
理
す
る
か
は
、
文
部
大
臣
、
閃
係
各
省
谷
庁
っ
恥
及
び
大
仇
大
臣
か

陥
ふ
し
て
定
め
る

3

2

団
項
但
It
り
の
規
定
に
よ
り
悩
贔
す
る
以
介
こ
げ
、
文
郎
大
臣
は
、
ミ

員
会
の
怠
見
を
間
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
八
十
七
条
の
二
雌
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

t
史
文
化
貼
、
直
咬
尺

）ヽび

所
属
を
児
に
す
る
公
叶
の
間
に
お
い
て
所
冒
控
又
は
面
属
昌
を
す
る
し

ぎ
は
、
国
有
肘
哨
法
窮
十
丘
条
の
見
定
戸
か
か
わ
ら
ず
、
無
伯
と
し
て

整
理
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

第
八
十
八
条
国
の
所
行
に
属
ず
る
汀
形
文
化
肘
又
は
民
俗
胄
月
を
川
雫
一

若
し
く
は
咽
要
文
化
財
又
は
戊
要
艮
俗
資
叶
に
指
定
し
た
と
ぎ
は
、
出

二
十
八
条
第
一
項
又
は
沿
．
1

項
（
心
丘
卜
六
策

0
卜
第
二
項
で
几
ー
用
す

る
楊
合
を
合
む

C

，
パ
畠
酋
巴
‘
]
，

1

よ
り
呪
付
付
，
汀
け
し
げ
、
）
べ
ぎ
岨

11
又
ば

)
1
 

，
 

I) 
で

3 1 8 -



9] 

上
以
外
の
国
の
仇
閃
が

屯
疫
文
化
肘
又
且
史
跡
名
肋
人
然
叫
念
物
の
現
状
を
変
更
し
、
又

は
そ
の
保
存
に
彰
門
を
及
ば
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
ぎ
◇

所
笠
に
属
ず
る
信
焚
文
化
肘
を
綸
出
し
よ
う
と
す
る
と
ぎ
。

所
竹
に
属
す
る
｛
甲
呪
ぶ
へ
化
吋
、
巫
嗅
民
俗
資
叶
又
は
史
路
名
肱
叉

然
心
念
物
の
貸
付
、
交
挽
、
完
払
、
訊
与
そ
の
他
の
処
分
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
。

第
九
十
一
条

か
じ
め
、

、ヽ～し
2

前
項
屯
一
号
及
び
印
二
幻
合
に
係
そ
近
長
に
は

f

い

第
嘉
慎
並
び
に
同
項
を
消
7

る
泊
互
十
六
条
い
十
二
夜

n.＂ェじ十言ょ

条
の
規
定
を
、
前
項
立
、
三
虹
合
に
広
い
る
通
い
に
は
‘
.
9ご
エ
ー

□ベ

並
ひ
に
同
項
を
川
＇
可
す
る
＾
い
、
打
十
六
条
の
十
二
尺
砂
＂
・
七
ト
―

;9バ
見

定
を
、
前
項
壮
四
号

□知
ベ
ロ
に
係
る
通
句
に
は
、
い
、
三
十
四
巧
足
汀
同

条
を
州
用
す
る
，
＂
．
江
卜
八
冬
臼
十
二
の
規
定
を
、
訓
項
翌
臼
｀
：

J

合

に
係
る
通
知
に
は
、
＂
弔
四
十
三
条
り
冨
~
二
唄
及
げ
氾
八
十
笑
ロ
ニ
．
心

一
項
の
規
定
を
、
前
項
吊
六
号
の
均
合
に
係
る
通
知
に
は
、
．
渇
山
十
六

条
の
卜
『
一
第
一
項
の
規
定
を
、
拘
項
弟
七
号
の
均
合
に
倅
る
遥
知
に

は
、
第
じ
十
一
互
含
ャ
ニ
項
の
規
定
を
、
前
項
吊
八
号
の
間
合
に
係
る
通

瓜
に
は
、
弟
八
十
四
条
第
二
唄
の
規
定
を
準
用
す
る
。

3

委
員
会
は
、
弟
一
項
第
冗
号
｝
笙
ハ
号
又
は
第
八
号
の
通
知
に
係
る

一
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
心

左
に
担
げ
る
場
令
に
は
、
閃
係
各
省
各
庁
の
に
い

r

あ
ら

詞
魯
心
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
'4.

5

、

1
五＇い9

八

ー

t
4
4

し

ー・し
必
妥
な
砂
告
を
す
る
こ
と
が
て
．
ィ
ー

53

旧
係
芥
省
各
庁
の
に
そ
の
他
の
仕
川
は
、
訓
項
の
規
定
に
よ

会
の
幼
告
を
卜
分
に
位
信
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い

C

第
九
十
二
条
互
員
会
は
、
必
梵
が
あ
る
と
謬
め
る
と
翌
は
文
部
大
臣
を

近
じ
各
胄
各
庁
の
に
に
対
し
、
左
に
囮
け
る
巾
項
に
つ
き
必
嬰
な
勧
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
る

C

一
州
特
に
屈
す
る
屯
屹
文
化
川
、
吊
咬
民
俗
賓
料
又
は
史
闘
名
肋
人

然
晶
念
物
の
竹
則
方
法

二
所
符
に
属
す
る
ポ
咽
な
文
化
旧
、
屯
嬰
民
俗
賓
料
又
は
史
跡
名
肪
人

然
晶
ぶ
物
の
修
刑
岩
し
く
は
復

WII〈
は
減
夫
、
ぎ
姐
、
哀
亡
若
し
く

は
盗
虹
の
防
止
の
間
似

.
1

屯
焚
文
化
貼
又
は
史
闘
合
肋
入
然
心
合
物
の
悶
域
保
全
の
た
め
必

開
な
怖
戊

四
所
冒
に
比
す
る
虐
詞
ぷ
文
化
吋
又
は
盾
嗅
民
俗
資
月
り
出
晶
又
ば
公

4•• 、1
)

-5 2 l -
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l
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バ
し

1
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，
¥
p
,
4
,
i
i

・
丁

(
.
I

r

・い

ド
ご
い
”
.
＼
ト
・
に
い
＇
一
頁

I
i
-圧j
り
ヽ
ぃ
~
寸
；
｝
←
{
衿
一
五
｝
且
[

て

4
1
~
/
3
9
1
:
l

ー

I
)

，
7
i

ー
µ
ノ
、

'
t
~
J
l

及I
ょーヽ

~
入
〉

合
を
合
む
。
）
の
規
定
に

遥
知
は
、
そ
の
指
定
＂
右
し
く
は
仮
指
定
又
は
指
定
店
し
く
は
仮
指
定
の

解

除

に

係

る

も

長

に

対

し

て

行

う

も

の

と

す
る
し

第
八
十
九
条

第
九
十
条
左
に
昌
け
る
此
合
ー
に
、

ryI係
各
賞
各
庁
の
し
は
、
文
部
大

臣
鸞
叫
じ
且
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

]
＇
州
羹
文
化
肘
、
国

i

要
民
俗
賓
い
又
は
史
跡
名
肋
天
然
ー
心
念
物
を
収

1
"
~

ノ
こ
と
き

J

t
 

9
!
I
 

二
ぷ
ぷ
区
文
化
貼
、
平
要
民
俗
汽
料
又
は
史
跡
名
肪
犬
然
ー
叫
念
物
の
所

青
位
を
受
け
、
又
は
所
屈
替
を
し
た
と
き
。

:
．
所
青
に
属
す
る
菫
四
文
化
貼
、
一
屯
咬
民
俗
資
訃
又
は
史
跡
名
肋
犬

け
ー
少
互
蒻
り
全
部
又
は
一
部
が
誡
失
し
、
ン
一
己
叫
し
、
岩
し
く
は
哀
亡

ー
、
．
i

ゞ
、
は
こ
れ
を
亡
史
し
、
芯
し
，
、
は
盗
み
収
ら
れ
た
と
ぎ
。

四
賣
げ
只
麿
す
る
直
咆
｛
文
化
吋
又
は
ぽ
ー
咬
民
俗
資
八
の
所
在
0
夏
面

を
図
吏
し
よ
う
と
す
る
と
き
，

仕
州
腎
に
属
す
る
直
汲
文
化
財
又
は
史
踪
名
肋
尺
然
ー
叫
念
物
を
修
理

し
、
又
は
復
旧
し
よ
う
と
{
:

に
よ
り
麦
員
会
の
詞
応
を
永
め
な
け
れ
は
な
ら
な
い
開
令
そ
の
他
乃

員
公
規
則
の
定
め
る
均
介
を
除
く
"

)

Q

六
所
竹
に
属
す
る
国
蒻
〈
民
俗
賓
月
の
現
状
を
突
更
し
、
又
は
こ
れ
を

愉
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

じ
面
竹
に
属
す
る
史
跡
名
肋
天
然
晶
〈

？
い
て
、
そ
の
土
地
の
所
在
、
地
苫
、

の
交
付
は
、

省

各

庁

の

長

に

対

し

村

う

も

の

と

す

る

心

こ

ー

し

1

し

'
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こ
訃
主
こ
ヒ
ロ
定
さ

l
l
1
ー

［
r

．

l
`
j
,

.
tゞ
人

、

c

h

<

 

）` 

各‘の
省冴規」j

・丘設定 -I
庁 lfiliこ 7'
り出よ

・'

•1 
、

5
,
J
t

i
し

J
s
l
v
,
＇
,
；

v

庁
の
区
は

r

直
ち
に
指
定
凸
を
区
員
，

I

口
に
以
付
し
ぢ
け
れ
]
.

『`
・ー；＇ー／．；分、.‘：ーし、

{,A3

r
 

J

)

'
ぷ

7

3

4

,

1

，
ナ
，
＇
，
い
ー
、

/
J
4
J
I□
'
J
,

＇-'‘、

1,

し
く

i
l
j、ヒ
ll

ピ
し
、

り']

-52(）-



3

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
が
弟
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
岬
又
は

復
旧
を
行
う
嶋
合
に
は
、
屯
要
文
化
肘
又
は
重
翌
民
俗
資
料
に
係
る
と

ぎ
は
、
弟
二
十
二
条
の
四
弟
一
項
及
び
策
三
十
丘
条
の
規
定
を
、
史
闘

名
肋
大
然
記
念
物
に
係
る
と
ぎ
は
、
弟
三
十
廿
条
、
第
七
十
一
の
一

4

u

一
項
の
規
定
に
よ
る
竹
押
に
よ
/
て
几
す
る
収
益
け
、
音
該
蛇
だ

公
共
団
体
そ
の
他
の
注
人
の
収
入
と
す
る

t

5

地
方
公
共
団
休
そ
の
他
の
法
人
が
弔
一
項
い
規
定
に
よ
る
冒
列
を
旦

う
均
合
に
は
、
直
哭
文
化
財
又
は

f
妥
民
俗
資
打
C
竹
理
に
係
る
と
ぎ

は、

5
i
二
十
冬

9

、
五
．
二
十
一
条
ぃ
二
項
、
，
い
．
三
ト
ニ
条
C
．
四
戸
、
二
嗅
，
ビ

三
十
一
二
を
、

t
三
卜
四
条
、

9且
二
二
十
[11
条
、
り
二
十
六
条
、
兄
四
十
し
L

菜
い
二
弔
三
項
及
び
．
弔
五
十
四
条
の
規
定
を
、
史
鱈
名
眈
人
処
品
念
物

に
係
る
と
き
は
、
氾
三
卜
条
、
第
三
十
一
条
弔
一
項
、
弟
三
卜
三
条
、
．
叩
三

卜
几
条
、
第
七
十
二
条
弟
一
項
焚
び
弟
二
項
、
第
七
十
二
条
の
二
弟
一

IJi

.
及
び
屯
三
瑣
弟
七
十
六
条
並
び
に
第
八
ト
―
・
ク
ド
の
規
定
を
di'
用
す
る
<

第
九
十
五
条
の
二
前
父
ぶ
巾
二
唄
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
に
つ
い
て

は
、
年
三
十
一
一
条
の
三
の
規
定
を
吼
用
す
る

L

第
九
十
五
条
の
三
委
員
会
は
、
収
迎
文
化
財
、
|
要
民
俗
資
バ
又
は
史

跡
名
膀
天
然
晶
念
物
の
保
設
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
晶
め
る
と
き

は
、
第
九
十
丘
条
弟
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団

休
そ
の
他
の
法
人
に
当
該
文
化
附
の
修
刑
又
は
復

111
を
行
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る

C

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
修
刑
又
は
復
旧
を
汀
わ
サ
る
ぢ
合
に
は
、
吊
九

十
五
条
第
二
項
の
規
定
を
吼
用
す
る
し

洲

項

刀

仇

告

に

つ

い

て

は

、

る

滋
一
項
の
規
定
に
よ
る
葵
員
会
の
勧
告
に
駈
い
て
施
行
す
る
同
項
弟

ニ
号
に
見
定
す
る
修
坪
‘
但

111
岩
し
く
は
梢
骰
又
は
同
項
第
三
号
に
規

定
す
る
崩
没
に
喝
ず
る
託
胄
の
分
机
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
と
各
胄

各
庁
の
長
が
協
ふ
し
て
定
め
る

3

前
項
の
規
定
に
よ
り
協
ぷ
す
る
悶
合
に
は
、
心
八
卜
じ
危
心
二
項
の

第

九

十

―

―

一

条

に

お

い

て

は

、

国

の

所

行

に

念

物

に

つ

ぎ
、
日
ら
修
理
行
し
く
は
復
旧
を
け
い
、
又
は
減
夫
、
ぎ
肌
、
衰
亡
店

し
く
は
盗
祉
の
防
止
り
聾
直
を
ず
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
嶋
合
に
お

い
て
は
、
足
員
会
は
、
当
亥
文
化
肘
が
文
部
大
い
以
外
の
各
胄
各
庁
の

恥
の
面
竹
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
と
ぎ
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
化
埋
片
し

:

l

)

 

fJ’

こ
／
：
 

く
は
復
旧
又
は
梢
罰
の
内
答
、

ぎ

、

長

と

畠

議

し

、

り

所

匹

に

属

す

る

も

の

で

あ

る

と

ぎ

は
、
文
出
大
臣
り
定
め
る
均
合
を
除
い
て
、
そ
刀
穴
J
9

を
芝
げ
な
け
れ

ば
な
ら
唸
い
い

一
鳳
匹
京

1
1谷
庁
~
一
．
〈
が
呵
・
E

し
・
一
項
冶
二
り
に
現
定
ず
る
巴
刑
胃

し
'
‘
は
直
旧
又
は
椙
置
9
,
9つい
て
／
区
員
会
~
ゾ
詞
告[
9応
じ
図
い
L

゜
そ
]

ふ
収
ら
訊
る
汽
り
あ
る
門
合
戸
い
て
閂
係

3

虎
口
／
げ
庁
り
に
当
芯

応
岬
符
し
く
は
直
旧
又
は
JlllJI
討
ざ
9

さ
せ
る
こ
と
が
辺
晋
で
な
い
ど
謁

め
ら
れ
る
と
ぎ

3

第
九
十
四
条
危
員
公
は
、
川
り
園
げ
に
属
丁
る
も
の
を
川
主
、
信
偲
文

化
貯
、
ぷ
訴
欠
民
俗
資
叶
、
特
別
史
鱈
賃
肋
人
映
直
念
物
＂
行
し
く
は
い
～
げ

名
肱
た
烈
記
芯
物
に
指
定
ず
る
に
当
り
、
又
は
国
り
所
行
に
属
す
る
川

実
屯
児
文
化
肘
、

f
四
民
俗
資
日
、
特
別
史
跡
々
口
肪
人
然
晶
念
物
竹

し
く
は
史
跡
々

1
1勝
犬
穴
＂
ー
心
念
物
に
川
~
~
る
状
口
心
を
確
晶
す
る
た
め
，
悦
笈

が
あ
る
と
晶
め
る
と
ぎ
は
、
川
係
各
酋
谷
庁
り
に
に
対
し
刈
に
JL

の
た
い

髯
な
な
恨
告
を
東
め
、
又
且
、
⑮
咬
民
俗
骨
門
に
係
る
場
令
を
昨
＼

晶
止
に
且

3LI
乞
巫
め
て
文
地
翡
ぷ
を
さ
せ
る
こ
ど
が
で
ぎ
る
、

第
九
十
五
条
互
日
会
は
、
川
り
所
（
に
属
す
る
巾
亮
文
化
肘
、
代
嬰
氏

俗
資
月
又
は
史
跡
ク
ロ
眈
尺
仇
畠
念
物
の
侃
ぃ
げ
り
た
め
竹
に
必
叩
な
が
い
る

と
晶
め
る
と
ぎ
は
、
適
当
杖
地
方
公
比
団
体
そ
の
他
り
出
人
を
指
定
し

て
当
波
文
化
吋
の
恨
存
の
た
め
巳
喝
な
胃
罪
．
当
ャ
＂
”
[
文
化
吋
の
保
亨
り

た
め
ピ
嗅
な
他
没
、
没
袖
そ
り
他
の
物
件
で
川
り
所
行
又
は
百
団
，
い
[

ず
る
も
の
の
管
刑
を
げ
む
・

'[fJ
い
せ
る
ご
ど
ぶ
て
ぎ
る
，

2
.
]叫
項
バ
刈
定
に

t
る
沿
定
を
丁
る
こ
は
、
そ
旦
臼
は
、
む
ら
い
｀
し

い
り
、
文
此
大
臣
を
逍
じ
当
忍
ズ
侶
け
を
冒
岬
ず
る
危
り
凸
庁
い
一
●
'
[
)
月

ら
を
求
い
る
と
と
も
に
、
指
定
し
こ
＼
ど
~
旦
工
げ
公
出
団
体
三
f

の王．
i

ー
＼
り
同
謡
を
得
唸
け
訊
ば
匁
ら
ば
い

3J

玉
一
項
の
規
虚
に
よ
る
指
定
こ
こ
、

ス〕

出
一
項
及

n冗
七
十
三
予
j

規
定
ふ
危
図
円
ず

第
九
十
六
条
委
員
会
は
、
勺
五
卜
八
危
弔
二
唄
の
国
定
に
よ
り
打
ら
発

堀
を
加
行
し
よ
う
と
ず
る
閏
合
’
]
衿
い
て
、
そ
り
充
趾
を
施
け
し
ょ

f

↓

と
ず
る
土
地
か
国
八
所
汀
ピ
玉
し
、
父
は

I
l
lの峠
州
〗
口
占
汀
，
す
芯
ふ
(
.

て
克
る
と
ぎ
は
、
あ
ら
か
じ
ふ
、
た
握
い
目
的
、
．
万
法
、
"
」
11

手
i

・
ニ
時
叫

そ
り
忙
必
要
と
、
ぃ
め
る
．
ぃ
項
に

t

，
巧
）
、
文
部
欠
臣
を
通
じ
旧
係
．
豆
白
谷

庁
0
に
と
樹
晶
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
ぐ
但
し
、
当
忍
谷
胄
各
庁
｛
ゾ
’
]
か

文
部
大
臣
て
お
る
と
き
は
、
そ
り
水
＂
IL

を
そ
け
る
べ
ぎ
も
口
と
す
る
，

第
九
十
七
条
第
六
ト
一
二
り
．
g
の
川
定
に
よ
り
国
州
に
帰
屈
し
た
文
化
川

は
、
姜
員
会
か
狩
刑
す
る
但
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
又
は
そ
の
"iJ
川

か
ら
見
て
他
ol
林
閃
に
竹
児
さ
せ
る
こ
と
か
適
竹
で
あ
る
と
ぎ
は
、
こ

れ
を
当
該
仇
川
の
許
刑
に
昨
さ
な
け
れ
ば
な
、
い
な
い
，

第
三
節
地
方
公
共
団
体
及
び
校
宜
ど
＂
い
公

（
地
方
公
共
団
休
の
巾
窃
、
｝

第
九
十
八
条
地
方
公
共
団
休
は
、
文
化
叶
の
竹
押
、
修
即
、
担

111
、
公

開
そ
の
他
そ
の
保
存
及
び
活
用
に
叩
久
す
る
罰
胄
に
つ
贅
補
助
す
芯
｝

と
が
で
ぎ
る
，

2

地
灯
公
共
団
休
は
、
条
何
い
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
-
>
喝
文
化

叶
、
｛
了
憬
嗅
尺
岱
賃
月
、
ぶ
＇
妻
無
膨
文
化
吋
政
び
史
闘
名
肋
天
然
心
へ
＇
い
物

以
外
り
文
化
吋
で
当
岐
地
力
公
共
川
休
の
区
城
内
に
存
す
る
も
の
の
り

ち
憎
疫
な
も
の
を
指
定
し
て
、
そ
の
保
存
及
び
活
用
の
た
め
必
翌
な
机

討
を
＂
叫
ず
る
こ
と
が
で
ぎ
る
．
＼

3

薗
項
に
規
定
す
る
条
例
の
間
定
背
し
，
．
＼
は
そ
四

- rりりa-9) 

店
コ
プ
ヽ

5
1
 

2
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り
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っ
た
罵
合
に
は
、
教

喜
只
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
足
員
会
に
そ

の
旨
を
恨
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

心
焚
が
あ
る
と
畠
め
る
と
ぎ
は
、
式
に
椙
げ

に
足
任
す
る
こ

・ニ，
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必
汲
が
あ
る
と
畠
め
る
と
ぎ
は
、
一
卜
八
粂

頂
又
は
迅
九
卜
三
条
の
規
定
に
よ
る
国
宝
の
修
理
又
は
減
夫
、
ぎ

姐
岩
し
く
は
盗
雌
の
防
止
の
机
噂
い
の
他
け
、
第
几
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
発
掘
の
他
行
及
び
屯
じ
卜
八
条
策
二
唄
又
は
第
几
十
，
二
条
の

規
定
に
よ
る
特
別
史
眈
名
肋
反
烈
晶
念
物
の
復
旧
又
は
誡
犬
、
ぎ
姐
、

哀
亡
特
し
く
は
盗
饉
の
防
止
の
柏
置
の
他
汀
に
つ
ぎ
、
部
消
府
県
の
教

肖
足
員
公
に
対
し
、
そ
り
令
部
又
は
一
部
を
菟
ふ
す
る
こ
と
が
で
き
る
c

2

隠
叫
府
県
の
政
肯
婦
員
公
が
崩
項
の
規
定
に
よ
る
亙
正
に
比
一
ぎ
、
第

．． 
9
-
卜
八
条
＇
ill-
項
の
規
定
に
よ
る
修
刑
又
は
枡
訊
の
施
け
の
全
部
父
は

一
部
を
け
う
悶
合
に
は
、
弟
．

t

，卜
h
裟
の
規
定
を
、
弟
丘
卜
八
条
弟
一

項
刀
丁
は
生
」
よ
る
兌
揺
り
直
i
の
全
部
又
は
一
部
を
，
げ
う
場
合
に
は
、

鳳
文
”
こ
項
で
ポ
ー
用
す
る
心
予
rfL条
の
氾
定
を
、
迅
じ
卜
八
条
第
一

項
刀
晟
定
に
よ
る
復

111
又
は
忙
パ
り
嬰
げ
り
全
部
又
は
一
部
を
付
う
場

合
に
は
、
同
条
濱
"
.
項
で
咽

Ill
ず

じ

l

九
策
の
規
定
を
律
ぷ
川
す

る
玉
ヱ
菱
文
化
け
方
の
汎
且
雌
庁
の
受
ふ
又
は
技
由
的
指
尊

第
百
二
条
品
直
府
県
の
投
育
婦
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
委
員
会
の
承

忍
を
得
て
、
所
打
付
ふ
ぃ
理
団
体
が
あ
る
賜
合
は
、
そ
の
行
）
又
は
狩

刑
具
任
省
の
求
め
に
応
じ
、
直
奨
文
化
間
、
咽
嗅
民
俗
壺
什
又
は
史
跡

名
膀
犬
然
ー
心
念
物
の
特
間
（
管
四
団
体
が
あ
る
場
合
を
除
く
＂
ぺ
修
罪

岩

し

く

ば

但

旧

に

つ

ぎ

足

丘

を

受

け

、

こ

と

第

百

四

条

こ

の

法

律

の

規

定

条

第

一

市

の

教

育

委

員

会

に

行

わ

せ

る

下

蒻

に

つ

ぎ

‘

そ
の
敦
育
萎
員
会
を
指
抑
硫
号
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

C

委
員
会
は

匁
け
汎
ば
な
ら
ば
い
ぐ

修
哩
旦
り
直
げ
り

第
百
一
条

f
J
 

9

月

U
J
 

り／
l

t

り

第
百
条

9
]
 

f
 

9̂
＇
]
冴
／

I
V
,
"
今，＂

六
吊
仕
十
じ
条
第
一
面
〈
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
停
止
命
令

2

部
消
府
県
の
教
育
菱
員
会
が
前
項
の
規
定

冷
二
乃
許
し
く
は
吊
四
号
に
規
定
す
る
亦
叶

は
晶
丘
の
た

合
に
は
、
第
八
十
丘
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

の
戻
任
）

亙
員
会
は
、
必
国
な
が
あ
る
と
鳩
め
る
と
ぎ
は
、
部
滸
辱
吼
又
は

.

r

J

;
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L
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V
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f
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・
了
'
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、
け
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十
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平
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律
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十
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｝
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一
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ドー

地
ナ

llヅ

i"且
(
f
l
T
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こ
J
,
i
l
-
＼
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f
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{
,
J
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1

く
し
了
几
一
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ふ
'
{
9
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'
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心
卜
几
清
一
項
り
指
定
i
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市
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投
育
喜
只
公
＇
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、

,
≫
f
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＇
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4
r
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¥
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i
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r
,
1

ブ
’
・
・
~
刀
ー
六
で
惰
罪
‘
ず
る
悶
合
を
＇
へ
’
9
9
.
9
g
-
]
，

1
,

汎
だ
ボ
叩
ば
、
出
叶
又
は
盾
噸
民
い
資
旦
，
｛
~
序
贔
冒
下
信
を
だ

i
E寸
る
こ

ど
が
で
ぎ
る

前
項
り
閃
定
に
よ
る
哀
左
い
を
一
．
心
け
た
場
合
に
は
、
品
道
府
且
又
は
叶

項
に
規
定
す
る
市
の
教
育
足
員
会
は
、
そ
の
凧
旦
の
う
ち
か
ら
、

）
9
.

ょ

こ

く

j

,

．
 

“
 

ベ，，
1

，4

｀
 

憎
隠
文
記

Ii
又

り
目
八

iJ

~
 

し

こ

が
で
ぎ
る
い

2

晶
道
府
県
の
敦
育
妥
員
公
が
前
項
の
坦
定
に
よ
り
許
兜
、
修
四
又
は

復
旧
の
委
託
を
受
け
る
場
合
に
は
、
冶

t

こ
卜
几
条
弟
一
項
及
び
溶
二
項

の
規
定
を
咄
用
す
る
。

言
If
類
雰
の
経
由
）

第
百
三
条
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
文
化
叶
に
川
し
足
旦
会
に
提
出
ず

べ
き
届
心
そ
の
他
の
芥
頂
及
び
物
件
の
提
出
は
、
部
遣
府
県
の
鯰
育
区

旦
会
を
経
由
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

2

部
氾
府
県
の
紋
育
戻
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
代
は
頬
及
び
物
件
を

受
理
し
た
と
き
は
、
政
見
を
具
し
て
こ
れ
を
妥
員
公
に
送
付
し
な
け
汎

ば
な
ら
な
い
。

3

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
文
化
財
に
関
し
足
員
会
が
兌
す
る
'f"
合、

的
告
、
指
示
そ
の
他
の
処
分
り
告
知
は
、
い
叩
直
府
い
索
瓢
癸

怪
由
す
べ
ぎ
も
．
と
す
忍
但
し
、
持
こ
摯
＂
ー
ぃ
な
嶋
合
は
、

で
な
い

3

4

こ

に

よ

り

委

員

会

に

対

し

て

な

す

べ

ぎ

届

出

、

恨

告

、

ド

パ

の

逗

付

は

、

そ

の

届

翡

そ

の

他

の

情

頴

又

は

指

定

ば

が

弟

定

に

よ

り

経

由

す

ぺ

き

部

道

府

県

の

教

育

菱

員

会

に
到
込
し
た
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
い
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2

部
迅
府
県
父
は
弟
百
条
弟
二
損
に
規
定
す
る
市
の
教
育
委
旦
会
が
年

九
十
九
条
か
ら
第
百
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
打
務
を
処
理
す
る
た
め

に
要
す
る
経
罰
は
、
国
伸
の
負
担
と
す
る
，

土
委
旦
会
に
対
す
る
怠
見
具
巾
）

第
百
四
条
の
二
部
道
府
県
の
教
肯
委
員
会
は
、
当
該
船
道
府
県
の
柊
域

内
に
存
す
る
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
閃
し
、
反
員
会
に
対
し
て
ぷ

見
を
具
巾
す
る
こ
と
が
で
き
る
し

五
玖
育
委
員
会
の
文
化
財
屯
門
委
員
）

第
百
四
条
の
三
部
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
文
化
財
心
門
互
員
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
，

2

文
化
財
巾
晶
噂
父
旦
は
、
文
化
財
tn
保
存
及
ひ
叶
用
に
開
し
、
部
氾
府

見
の
教
肖
麦
員
公
の
諮
問
に
答
え
、
又
は
部
氾
府
州
の
教
育
足
員
会
に

心
見
を
口
箪
し
、
及
び
こ
の
た
め
に
必
要
な
晶
且
研
究
を
行
う
、

3

文
化
財
内
門
妥
旦
会
に
関
し
必
嬰
な
下
項
は
、
当
淡
附
道
府
県
の
条

例
で
定
め
る
。

第

百

五

条

削

除

第

七

章

罰

則
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1
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.
I
r
1
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)＇
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第
百
六
条
第
四
十
四
条
の
規
定
に
泣
反
し
、
長
旦
会
の

'nI
可
を
一
ズ
け
な

い
で
屯
疫
文
化
財
を
愉
出
し
た
者
は
、

h
年
以
下
の
懲
役
苫
し
く
は
栞

こ
又
は
卜
り
円
以
ド
の
闘
金
に
四
す
る
ゴヽ

、

.

、

V
.
1
喜
乾
二
点
ー
・
T‘‘

l.-i.‘,．
／
9
 

第
百
七
条
ぷ
＇
臼
な
文
化
計
を
出
次
し
ぎ
史
ー
、

1
|
1

IL9小
以
ド
の
慾
役
位
し
く
は
り
ぶ
こ
又
は
．
1

万
円
只
ド
り
闊
伯
岩
し
く
は

重
奨
民
俗
狩
什
又
は
史
闘
名
肱
人
映
記
念
物
を
滅
人

し
、
ン
5
狙
し
、
衰
亡
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
に
至
ら
し
め
た
と
き

は
、
一
二
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
，

第
百
九
条
左
の
各
号
の
口
[
咲
当
す
る
苔
は
、
こ
り
円
以
ド
の
過
日
に

処
す
る
し

•
I
L

当
な
肝
由
が
な
く
て
、
出
．
一
．
十
六
条
弟
．
禎
—
第
几
十
六
条
の

ト
四
及
び
弟
九
十

11
条
第
l
L
項
て
iHI
用
す
る
場
介
を
含
む
，
）
又
は

凡
：
．
十
七
条
＇
叫
乙
項
の
規
定
に
よ
る

i
変
文
化
附
若
し
く
は
屯
疫
氏

い
資
パ
の
竹
押
人
は
国
士
の
修
別
に
旧
す
る
足
旦
会
の
合
令
に
従
わ

な
か
っ
た
苔

点
．
一
必
四
十
三
条
の
規
定
に
・
仕
反
し
て
、
及
員
会
＂
ぶ
し
く
は
そ
の
栢
限

り
ド
芹
い
を
受
け
た
部
迅
府
限
の
教
百
姿
旦
公
の
'olIII
を
受
け
ず
、
岩

し
く
は
そ
の
＇
叶
可
の
条
件
に
従
わ
な
い
で
爪
奨
文
化
財
の
況
状
を
唸

史
し
、
又
は
委
員
会
若
し
く
は
そ
の
杓
限
の
委
任
を
受
け
た
部
汎
府

見
の
教
肖
委
員
会
の
現
状
変
更
の
付
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
打

：
こ
正
当
な
刑
由
が
な
く
て
、
弟
じ
卜
し
ハ
条
弟
二
唄
ぷ
叩
九
十

11
条
弟

JI
禎
て
刈
用
す
る
賜
合
を
合
む
，
｀
）
又
は
第
七
十
じ
条
迅
一
珀
の
以

崖
に
よ
る
史
路
名
肋
天
然
，
叫
念
物
の
応
い
凡
又
は
特
別
史
闘
名
肪
'r、Ji
、し

叫
喜
物
の
復

111
に
ljJ
す
る
岱
旦
＇
公
の
，
諭
令
に
従
わ
な
か
っ
た
名

J

四
迅
八
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
炎
旦
会
又
は
そ
の
杵
限
の
亙
仕

若
し
く
は

現
状
を

又
は

そ
の
訃
可
の
条
件
に
従
わ
な
い

変
史
し
、
約
し
く
は
そ
の
促
存

麦
員
会
店
し
く
は
そ
い
枠
阪
の
た
斤
い
を
r
]
げ
た
都
心
肘
111占
昂
白
｀
ー
"
〈

且
会
の
現
状
支
吏
竹
し
く
は
伐
行
に
影
冒
を
及
げ
す
行
幻
の
竹
止
の

命
令
に
従
わ
な
か
↓
た
苔

第
百
十
条
左
の
各
号
の
一
に
該
竹
す
る
打
は
、
．

jj
円
以
下
の
過
日
に

処
す
る

J

一
迅
：
｀
．
十
九
条
弟
：
三
叫
：
巾
，
11
．
条
弔
二
項
て
内
川
す
る
悶
合
を
介

む
こ
て
州
用
す
る
弟
：
じ
ー
ニ
菜
い
、
言
叩
斤
珀
の
規
定
に
五
仄
し

て
、
川
主
の
修
煎
又
は
絨
人
、
ふ
ィ
い
叫
石
し
く
は
盗
吼
の
防
止
の
閏
只
・
ロ

屈
il
を
担
人
、
又
は
坊
け
'f5"
＇

二
応
当
な
押
由
か
な
く
て
、
出
四
十
戸
冬
ロ
ニ
唄
の
凡
定
に
ャ
ご
い
～
勺
ぃ

限
若
し
＇
ヽ
は
ば
止
又

□加
設
の
命
令
に
丘
反
し
↑
召

:
＇
[
'
叩
四
卜
」
ハ
冬

i

□m
h
卜
六
条
OJ
ト
四
て
泊
＇
用
す
る
悶
介
を
乃
む

の
規
定
に
氾
仄
し
て
、
互
旦
公
に
川
に
り
す
る
必
設
の
巾
出
ょ
ゲ
せ
す
、

店
し
く
は
1
1
1出
を
し
た
役
詞
条
印
：
伍
〖
{
,
m
l
i
ト
八
条
の
卜
四
て
州

川
す
る
畠
合
を
古
む
，
）
に
規
定
す
る
間
間
内
に
、
国
以
外
の
打
に
111̂

咬
文
化
肘
又
は
屯
悦
民
俗
資
料
を
訊
り
渡
し
、
又
は
詞
条
迅

□唄

畠
五
十
六
条
の
十
四
て
州
川
す
る
閂
合
を
合
む
｝
の
規
定
に
上
る

心
設
い
由
＇
出
ぷ
し
く
に
詞
訴
但
じ

/
[
f
,
3
五
し
！
パ
条
の
卜
＇
四
て
眉

Im，ず

る
見
合
を
介
む
）
い
見
定
に
卜

{
-
3
.尺
}
＂
り
円
，
叫
に
つ
．
，
さ
、
附
い
〗
へ
(

巾
丈
を
巾
し
立
て
た
名

四
弟
几
十
三
条
の
規
定
に
揺
反
し
て
、
と
員
会
岩
し
く
は
そ
の
柘
限

の
五
任
を
受
け
た
部
置
府
県
教
白
足
員
公
の
叶
可
を
受
け
ず
、
特
し

く
は
そ
い
叶

1
の
条
件
に
孤
わ
な
い
て
爪
炭
文
化
附
を
公
開
し
、
又

t
1
 

9l 
L
3
 

村
旦
に
処
す
る
¢

2

前
項
に
規
定
ず
る
当
設
吊
ぷ
岱
文
化
吋
い
面
打
打
で
あ
る
と
ぎ
は
、

年
以
下
の
忠
役
岩
し
く
は
是
こ
又
は
こ
刀
円
以
下
の
罰
金
許
し
く
は
利

け
に
処
す
る

第
百
七
条
の
二
史
跡
夕
訂
砂
べ
奴
晶
念
物
の
現
状
を
ぷ
店
真
し
、
又
は
そ
の

保
存
に
影
罰
を
及
げ
す
汀
凸
を
し
て
、
こ
れ
を
誡
人
し
、
ぎ
姐
し
、
又

は
哀
亡
す
る
に
咽
ら
し
め
た
じ
日
は
、
冗
年
以
ド
の
懲
役
若
し
く
は
慧
こ

又
は
：
・
・
ガ
円
以
ド
の
間
全
府
し
く
は
科
什
に
処
す
る
。

り
'
]

る
と
ぎ
は
、
以
ド
の
芭
役
岩
し
く
は
誌
こ
又
は

愈
右
し
く
は
付
い
に
処
す
る

J

第
百
七
条
の
三
法
人
の
代
表
古
又
は
法
）
＇
伍
し
，
、
は
人
の
化
刑
入
、
使

用
人
そ
の
他
の
従
む
ふ
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
陀
惚
又
は
財
虎
の
竹
押

に
川
し
て
前
三
条
の
迅
反
行
為
を
し
た
と
翌
は
、
そ
り
行
灼
忍
白
を
闘
ず

る
外
、
そ
の
怯
人
又
は
人
に
対
し
、
各
ド
条
の
罰
企
間
を
科
ず
る
し

斤
行
苔
で
あ

-
J
 

万
円
以
下
り
闘

第
百
八
条［ヽ

 

)

-
O
i
Hー

条
弟
二
項
又
は
弟
百
二
条
第
一

十
几
条
（
第
圧
十
六
条
の
卜
六
で
“
占
巾
ず
る
均
令
を
食
む
こ

百
条
渇
二
直
こ
氾
定
す
る
屯
伍
（
文
化
吋
、
屯
涙
晨
．
心
資
叶
又

見
・
ヘ0
1、
ヽ
~
山
、
i物
□
匹
，
評
、
臼
即
く
は
復
旧
り
国[
I
r
:し
戸
に9ぃ

が
合
屈
芍
へ
は

rに
へ
な
過
足
に
よ
り
そ
の
青
刑
、
修
刑
人
は
役
Ill
に
倅
ろ

;
l
*

：
し
・
＂
＂
く
こ

ぃ月

IJI
ー
七
条
叫
JJ
弟

Ii1,1,＂i

T
J

しししー
f

し、
4
”
}
r
J

・ニー、

'""rI"

h
バ

t
i
j
丘
け
？
示
づ
；
＇
ー

i

ヽ

f
9
日

i,
J
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又
は
弔
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t
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-
l
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會．，
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冗
J
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．
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り
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rー
ー

L
1
,
＾
1
1
i
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i

H
r
l
"

＾

~
p
.
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ぷ
ぃ
／
ん

i
A
i

ニ
ー
、

Y
~

529 --

又
は
坊
げ
た

は
足
員
公
岩
し
く
は
り
怖
限
の
麦
任
を
受
け
た
晶
道
府
県
の
敗
育

妥
員
会
の
公
聞
の
停
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
打

圧
第
七
卜
八
条
第
二
項
又
は
弟
百
一
条
屯
て
項
で
咽
用
す
る
第
一
ニ
ト

几
厄
冷
三
項
で
準
用
す
る
席
―
f

卜
ご
ぺ
ぷ
の
一
希
TIi
項
の

HI定
に
巡
父

し
て
、
特
刈
巾
芯
彎
且
砂
八
然
晶
念
物
刀
復
旧
又
は
減
夫
、
そ
肌
、

亡
胄
し
く
は
盗
り
防
止
り
惜
註
り
喜
げ
を
担
忍
、

六
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
出
八
十
；
｛
塩
門
項
の
鳳
定
に
よ
る
訓

限
特
し
く
は
繋
止
又
は
他
没
の
命
合
に
逢
反
し
た
行

第
百
十
一
条
左
り
各
号
D
一
に
淡
当
す
る
片
は
、
丘
千
円
以
ド
り
過
月

に
処
す
る

一
叫
二
十
八
条
心
圧
項
、
名
｝
・
ト
几
応
，
知
四
項

:m丘
十
六
条
の
十

一
ら
一
員
で
準
用
す
る
喜
合
を
介
む
{
.
]
、
又
は
硲
丘
十
六
条
迅
二
項

喜
丘
十
六
五
り
十
じ
で
心
用
す
る
閂
合
を
食
む
、
一
の
規
定
に
迅
反

し
て
、
玉
嗅
文
化
け
又
は
直
決
民
俗
資
杜
り
指
定
圧
11

を
足
員
会
に
返

付
せ
ず
、
又
は
妍
所
行
苔
に
引
ぎ
渡
さ
な
か
っ
た
行

望
ニ
ト
／
富
．
二
項
爪
パ
ト
六
茫
の
ト
ニ
及
び
第
じ
十
四
条
第

二
項
で

“L用
す
る
悶
合
を
合
む
L

)

、
沿
三
十
二
条
合
叩
万
十
六
条
の

十
ご
及
び
冶
じ
卜
丘
伶
で
準
用
す
る
以
合
を
合
む
こ
、
迅
三
十
三
条

乃
犯
几
卜
六
条
の
十
二
、
第
じ
卜
圧
条
伎
び
第
九
卜
五
条
第
几
項
で

孔
L

用
す
る
賜
合
を
含
む
こ
、
第
三
十
四
条
（
第
几
十
六
条
の
十
二
及

丘
条

mlj項
で
準
用
す
る
以
合
を
含
む
こ
、
第
四
十
三
条

項
、
山
圧
卜
4

ハ
伶
ハ

Ii
、
冶
圧
十
六
父
万
十
芝
第
一
項
、

は
当
謀
八
ふ
汽
髯

□い
立
人
翡
仕
許
し
く
は
晶
凸
の
た
め
必
疫
な
措
置

cn

庫
げ
を
担
忍
、
坊
げ
、
若
し
く
は
忌
墜
し
た
苔

六
心
丘
卜
じ
々
に
弟
二
項
の
規
定
に
沿
反
し
て
、
菱
且
会
又
は
そ
の
杵

限
の
足
任
を
芝
け
た
部
道
府
県
の
牧
肯
委
員
公
の
発
掘
の
猿
止
又
は

停
止
特
し
く
は
中
止
の
諭
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者

じ
じ
几
十
八
危
刀
見
定
に
よ
る
発
伽
の
他
行
を
担
み
、
又
は
妨
げ
た

．．
 
ー

第

百

十

二

条

削

除

附

則

二
嬰
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間
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項
、
第
圧
卜
じ
条
第
嘉
叫
、
第
じ
十
二
条

る
均
合
を
含
む
。
）
、
吊
八

項
の
規
定
に
途
反
し
て
、

項
又
は
第
八
卜
四
条
弟

届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
打

第

三

十

二

条

り

贔

圧

項

喜

三

卜

四

条

の

一

項

兄

十

六
条
の
十
四
で
化
用
ず
る
壻
合
を
・
ヘ
＇
口
む
{
)
及
び
第
五
十
六
応

n
．

三
べ
ぶ
平
用
す
る
場
合
を
合
む
。
〉
又
は
第
じ
十
二
条
第
四
項
刀
開
定

に
迅
反
し
て
、
特
贋
修
理
背
し
く
は
復
旧
又
は
管
哩
、
化
狸
背
し

く
は
復
旧
の
た
め
必
嗅
な
措
置
を
拒
み
、
坊
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

四
第
四
十
八
条
第
四
項
況
五
ぃ
ト
一
条
第
一
―
婿

□第
圧
十
六
条
の
ト

六
で
祁
用
す
る
悶
合
を
食
む
C

)

及
び
第
圧
十
六
条
の
十
六
で
州
用

す
る
坦
合
を
含
む
f

)

の
規
定
に
迎
反
し
て
、
出
品
肯
し
く
は
公
開

；
パ
条
の

：

ー

ー

ー

J

を
せ
ず
、
又
は＇り

1

i

/

‘

)

 

ゾ

規
定
に
進
反
し
て
、
委
員
会
若
し
く
は
そ
の
楕
限
の
姜
任
を
受
け
た

部
遁
府
県
の
教
育
姿
員
会
の
公
川
の
停
止
府
し
く
は
中
止
の
命
令
に

従
わ
な
か
っ
た
者

五
第
五
十
四
条
（
第
冗
卜
六
条
の
十
じ
及
び
第
九
十
五
条
第
宜
項
で

準
用
す
る
塙
合
を
合
む
。
）
、
第
五
十
冗
条
、
第
八
十
二
条
（
第
九
十

五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
畠
合
を
合
む

C)

又
は
第
八
十
三
条
の
規

定
に
途
反
し
て
、
報
告
を
せ
ず
、
符
し
く
は
虚
釣
の
恨
告
を
し
、
又

史
闘
名
肋
天
吠
晶
念
物
鳳
は
ぷ
心
．

（
法
令
廃
止
に
伴
う
経
過
肌
定
）

条
第
百
十
五
条
こ
の
よ
化
庫
け
前
に
．
げ
っ
た
国
主
保
存
決
第
刀
鳳

定
に
よ
る
国
宝
の
指
定
（
同
占
昂
十
一
恰
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
鱈
除

さ
れ
た
鳩
合
を
除
く
口
は
、
第
ニ
卜
じ
条
第
一
項
の
規
定
に
上
る
代

奨
文
化
吋
り
指
定
と
み
な
し
、
同
よ
第
竺
条
又
は
迅
四
条
の
規
定
に
上

る
叶
IiJ
は
、
弟
四
十
ミ
爺
又
は
心
四
卜
四
条
り
規
定
に
上
る
印
叶
ど
'
:

な
ず
ゞ

2

こ
の
法
律
舅
げ
前
の

IEI士
の
絨
火
又
は
ぎ
旧
並
び
に
こ
の
よ
律
抱
げ

前
に
け
っ
た
川
[
E
保
存
よ
弟
じ
条
弟
二
川
の
規
定
に

k
る
命
令
及
び
詞

山
弟
十
丘
条
泊
段
の
規
定
に
よ
リ
ミ
付
し
た
而
助
位
に
つ
い
て
は
、
同

決
第
じ
条
か
ら
弟
十
条
ま
で
、
吊
十
丘
荼
後
段
及
び
“
ニ
ト
四
々
ド
の
I
l
i
l

定
は
、
な
お
そ
の
幼
力
を
付
す
る
心
こ
の
場
合
に
お
い
て
同
法
迅
几
谷

第
二
項

lll
「

E
務
大
臣
」
と
あ
る
り
は
、
「
文
化
吋
保
殴
葵
員
会
」
と

ふ
み
昌
え
る
も
の
と
ず
る
，

3

こ
り
出
往
迎
げ
叫
に
し
た
け
刈
心
剋
罰
に
つ
い
て
は
、

lhl
玉
慄
信
虚

は
、
第
六
条
及
び
叫
に
占
忍
言
畠
虞
定
を
除
く
外
、
な
‘
[
•
そ
り

I
J
J

リ
を

J
4
)

る

4

こ
の
法
往
施
汀
の
悶
視
に
国
士
保
存
占
弟
一
条
の
規
定
に
よ
る
川
字

t

を
所
行
し
て
い
る
酋
は
、
足
員
会
規
則
の
定
め
る
打
項
を
1
中
戟
し
た
仕
’

而
を
も
つ
て
、
こ
り
よ
げ
施
け
悛

□箇
JJ
以
円
に
委
員
公
に
屑
け
出
な

け
礼
ば
な
ら
な
い
，
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部
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設
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決
の
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百
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よ
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の
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一
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公
又
は
喰
議
院
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限
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出
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弟

属

の

規

定

に

か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
役
蚊
切
に
什
集
さ
れ
た
川
公
に
訪
い
て
両
議
院

in"

没
の
収
退
を
得
れ
ば
足
り
る

3

2
,
1
へ
泌
大
臣
は
、
前
項
り
閃
定
に
k

る
両
ふ
院
の
打
魯
六
〗
．
K

畠
が
得
ら

れ
ば
い
と
ン
s
は
、
そ
心
足
員
を
湿
免
し
な
け
れ
ば
な
ら
校
い

忍
一
日
の
足
旦
公
の
欝
宋
・

第
百
十
九
条
こ
刀
法
仲
に
甘
ウ
、
第
二
門
の
麦
員
会
は
、
出
卜
国
条
刀
田
～

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
大
臣
が
沼

八
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切
り
后
召
戸
五
協
叫
｝
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5

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
ど
ぎ
は
、
戻
旦
会
は
、
打
虚
所

/lJ
名
に
第
ご
卜
八
条
に
規
定
す
る

t
婆
文
化
吋
の
指
定
ド
11

を
＇
父
付
し
な

け
れ
は
な
ら
な
い

J

6

心
四
項
の
規
定
に
近
反
し
て
、
届
出
を
せ
ず
、
又
は
店
杓
の
屈
出
を

し
た
打
は
、
九
千
円
以
下
の
過
月
に
処
す
る

7

こ
り
法
往
施
行
の
際
現
に
国
・
〗
上
保
存
砧
叩
．
条
の
肌
定
に
よ
る
国
雷
＾

て
国
り
切
日
に
属
す
る
も
の
を
竹
押
す
る
伶
省
谷
斤
り
仄
は
、
足
員
会

規
則
の
定
め
る
巾
項
を
ー
叫
載
し
た
げ
血
を
も
つ
て
、
こ
の
凸
律
他
iJfJ
役

：
こ
ぃ
囚
月
以
内
に
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
但
し
、
店
員

公
規
則
て
定
め
る
馬
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
，

8

洲
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
と
ぎ
は
、
亙
且
会
は
、
門
該
各

行
谷
庁
の
長
に
吊
ニ
ト
八
危
に
規
定
す
る
屯
位
文
化
け
の
指
定
じ
11

を
文

付
す
る
む
の
と
す
る
，

第
百
十
六
条
こ
の
法
竹
胞
打
の
虎
乳
に
巾
北
~
人
化
品
(
J

の
保
存
に
旧
す

る
広
往
弟
二
条
出
．
項
の
鳳
定
に
よ
り
占
定
さ
れ
て
い
る
物
件
に
つ
い

て
は
、
同
法
は
当
分
の
間
、
な
お
そ
の
刈
力
を
行
す
る
。
こ
の
闊
合
に

お
い
て
、
同
法
の
施
行
に
閃
す
る
れ
脩
は
、
互
員
会
が
け
う
も
い
と

し、

InJ
法
巾
「
国
宝
」
と
あ
る
の
は
「
文
化
川
保
設
法
ノ
規
定
二
依
ル

巾
笈
文
化
肘
」
と
、
「

t
傍
大
化
と
あ
る
の
は
、
「
文
化
肘
保
11
賃

員
公
」
と
「
国
主
保
存
法
弟
．
条
ノ
規
定
二
依
リ
テ
国
{
L
ト
シ
テ
指
定

シ
」
と
あ
る
の
は
、
「
文
化
肘
保
11
げ
仏
迅
二
十
じ
条
伯

i

項
ノ
規
定
二

依
リ
テ
屯
焚
文
化
吋
ト
シ
テ
指
定
シ
」
と
晶
r
位
贄
え
る
も
の
と
す
る

2

文
化
吋
専
門
湘
議
会
に
訪
い
て
は
、
当
分
の
間
、
屁
員
会
の
諮
間
に

応
じ
て
屯
悦
凡
出
品
ぷ
の
保
存
に
川
す
る
止
往
弔
．
条
の
規
定
[
9

よ
る

愉
出
及
び
移
出
の
店

llS、
M
法
迅
ふ
一
条
の
規
定
に
よ
る
退
定
の
収
巾
に

川
す
る
山
且
唄
そ
の
他
厄
災
人
由
品
匂
り
限
存
に
閃
ず
る

rE咬
hrJitを
叶

rLt
富
訊
し
、
且
つ
、
ご
れ
ら
り
旧
貨

[
5い
し
砂
位
と
記
め
る
・
T
項
を
，
父

員
会
に
竹
議
す
る
し

3

ふ
ふ
翠
が
川
品
り
い
保
存
に
川
ず
る
凸
往
い
，
泊
iJiJ
口

□し
て
は
、
＞

9

9

分

の
間
、
＂
巾
白
・
{
石
ぶ
り
川
定
を
ぶ
ー
用
す
る

第
百
十
七
条
こ
の
内
往
犯
，
fJ
叫
に

fJ｛

□戸
史
闘
々
討
砂
ー
ヘ
然
紀
ぐ
物
化
＇
げ

几
渇

t

ハ
全
弔
二
唄
の
規
定
に
卜
ご
？
指
定
解
除
｀
了
れ
た
場
合
を
竹
'
,
ヽ

は
、
・
ル
六
卜
九
伯
弟
一
項
り
規
定
に
よ
る
指
定
、
同
止
出
＂
欠
凸
由
叶

の
規
定
に
よ
る
阪
指
定
.
解
除
さ
れ
た
閂
合
を
除
'
.
、
i
は
、
出
じ
卜
条

如
二
凱
の
規
定
に
よ
る
阪
指
定
し
ご
パ
な
し
、

Inl凸
印
ゾ
｀
．
条
い
規
定
に
よ

る
訃
叶
は
、
弟
八
卜
条
出
一
項
り
規
定
に
よ
る
訃
A
l
i
J
と
五
な
す

2

こ
0
法
竹
他
，
汀
伯
に
げ
っ
た
史
闘
名
恥
）
外
紀
へ
心
物
保
存
，
広
サ
ロ
＇
ミ

ーヽ
T

．
頂
の
規
定
に
よ
る
諭
介
又
は
処
分
に
づ
い
て
げ
、
詞
法
弟
四
ク
五
又

砂
史
闘
名
肋
反
然
紀
拿
物
保
存
出
加
げ
合
心
四
条
り
規
定
は
、
吹
．
ぃ
そ

ぃ
刈
力
を
行
す
る
．
こ
の
闊
へ
11

に
お
い
て
、
詞
合
冶
四
父
に
中
「
＇
，
へ
部
大

い
」
と
あ
る
い
は
、
r
文
化
叫
保
凶

E
臼
叉
ご
と
ん
み
贄
え
る

t
い
と

3
,
 

す
7し

3

こ
の
几
往
他
汀
旧
に
し
た
iJiJ
八
の
処
罰
に
，
，
い
こ
は
、
中
立
乃

然
紀
念
物
保
存
注
は
、
な
お
そ
い
~
り
を
打
す
る

（
最
切
り
妥
員
の
仕
喩
]

第
百
十
八
条
区
旦
公
の
贔
切
り
互
員
の
任
喰
に
[
ぃ

、

ii、5
ヽ
）

l

ー
｛
ー
・
／
・
＞
ー

~
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部
改
正
，

第
百
二
十
九
条
教
育
亙
員
へ
'
-
法

鼻

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
，

5
，
五
卜
条
弔
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
¢

六
文
化
財
保
設
法
（
昭
和
ニ
ト

h
年
汰
碍
fl
陀

ili
磁
芙
伯
品
害
の
保
存
に
閃
す
る
法
往
昭

三
号
）
の
施
行
に
閃
す
る
こ
と
，

（
富
裕
税
法
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
条
霞
裕
税
江
砂
叫
叩
二
十
「
[
'
'
法
竹
ぃ

1

品
を
次
い
よ
う
に
改
．
ー
一
す
る
、

パ
九
条
缶
一
項
出
四
号
を
次
い
よ
p
[
1
直
¥
-
r
[

四
文
化
財
保
訛
仏
記
叩
和
二
十

h
針
仏
礼
如
二
百
十
四
賛
iヽ

{

い
規

定
に
よ
り
国
定
若
し
く
は
正
吸
文
化
肘
、
特
別
史
跡
＂
打
し
く
は
史

跡
、
特
別
名
肋
岩
し
く
は
名
肪
又
は
特
別
入
然
品
念
物
若
し
く
は

入
然
心
企
物
と
し
て
指
定
ご
れ
、
怜
し
く
は
仮
指
定
さ
れ
、
又
は

11,99~ 

9

、
~

I
l
 

T
C
i
l
-

nぃ
丁
't-i

ト

1t
る
e

-
i
v
 

り の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

J

弟
四
条
第
一
項
窮
ミ
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

文
化
肘
保
設
法
（
昭
和
二
十
丘
年
怯
律
望
頁
卜
四
号
訂
m
ニ
ト

七
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
建
造
物
の
周
附
で
、
門
改
加
道

肘
肌
が
定
誓
範
附
内
に
あ
る
地
域
及
び
屈
恵
吃
ハ
ト
几
条
又
は

吊
じ
十
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
又
は
仮
指
定
さ
れ
た
地
域

面

丘

号

を

弟

四

号

と

し

、

以

ド

つ

況

｛
文
化
叶
保
汎
妥
[11

テ竺

叩
二
十
六
条
文
化
吋
保
＂
＂
賢
苔
い
会
の
糾
祗
、
所
掌

Ji．
祇
及
ひ
杓
限
は
、

文
化
肘
保
設
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

J

入
，
汀
政
良
川
載
旦
定
員
法
の
一
部
改
正
．
）

第
百
二
十
三
条
行
政
筐
閃
駄
員
定
員
仏
附
印
~
．

i卜
四
り
仏
什
’
州
日

十
六
乃
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
ず
る

3

に
改
め
る
し

わ
、
従
前
の
国
立
博
物
餡
）

第
百
二
十
四
条
法
往
（
こ
れ
に
屈
く
命
令
を
貪
む
口
に
竹
別
ハ
定
い

あ
る
閉
合
を
除
く
外
、
従
前
の
川
立
拇
物
始
及
び
そ
い
鳳
員
工
山
叫

究
所
及
ひ
こ
れ
に
所
属
す
る
職
員
を
除
＜
r

-

は
、
こ
い
広
什
に
閏
く

fri

立
円
物
飴
及
び
そ
の
城
員
と
な
り
、
従
前
の
川
立
的
物
兄
附
，
＇
い
の
足
由

研
究
所
及
び
こ
れ
に
所
属
す
る
戦
旦
は
、
こ
の
怯

111
に
凰
く
研
完
所
及

び
そ
の
職
員
と
な
り
、
同
屈
立
を
も
つ
て
存
続
す
る
も
の
と
す
る

2

こ
の
法
律
に
屈
く
東
京
国
立
文
化
財
研
心
伯
所
は
、
従
前

0111立
円
物

↓
ゲ
｝

r
i
]
 

-Ji,ej 

附
則
恥
叫
心

こ
、
五
庄
げ
に
、
公
布
し
日
か
ら
此
fJ-
）＂＇ハ叉

附
則
后
昭
和
二
十
八
汀
八
月
卜
五
日
法
往
吊
一
一
条
札
）

こ
の
法
往
は
、
昭
和
．
了
八
年
九
月

□

日
か
ら
屁
行
す
る
'
[

2

こ
の
怯
往
施
打
前
熊
凹
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
叶
可
、
喜

llJ
そ
の
他
の
処
分
人
は

111ー
叫
、
屈
出
そ
り
手
続
は
、
そ
れ
そ
れ
改
正
役

2

こ

の

法

伸

槌

行

の

職

員

で

あ

る

打
｛
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
同
一
の
勁
務
条
件
を
も

て

、

り

恥

員

と

な

る

む

の

と

す

る

e

一
り
占
じ
ま
、
打
＂
＂
―
-
卜
し
廿
八
月
・
日
か
ら
口
」
行
す
る

'

，

、

一

，

l
~
I
F

、

9
-

、

l
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,
1
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こ
L
y
,

｝
ー
七
ー
i

i

,

；ず＼

遺
失
物
汰
0

二
加
を
次
り
よ
う
に
改
正
す

-
，
岨
か
ら
，
中
臼
唄
ま
て
の
規
定
を
削
る
¢

2

こ
り
臼
仲
他
，
汀
面
に
国
印
に
帰
屈
し
た
埋
蔵
物
に
つ
い
て
は
、
崩
唄

占
規
主
に
か
か
わ
ら
す
、
な
お
化
前
い
例
に
よ
る
c

[rn行
叶
花
法
り
．
部
改
正
）

第
百
二
十
七
条
川
行
吋
伍
怯
ロ
ニ
叫
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

t

弔
．
＂
足
．
弔
一
団
虹
由
五
エ

Jrl
「
頂
宝
」
の
ド
に
「
そ
い
他
の
下
四
文
化

叶
」
を
加
え
る
い

[
尻
外
広
告
物
凸
い

第
百
二
十
八
条

）
 

r‘ •. 

99
、、

判
胄
て
11

,.‘.f卜
．
ぅ
f
K
、
{
＼
り
口
廿
・

,
l
l
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ー
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＾
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タ
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巾
央
史
化
保

a緊
べ
員
会
及
員
」
を

伯
附
翫
の
下
｛
由
叫
究
所
の
面
掌
し
た
晶
凸
研
究
と
同
一
の
も
の
に
〗
い

て
は
、
「
芙
街
研
究
所
」
の
々
11
称
を
川
い
る
こ
と
が
で
き
る
，

特
別
励
の
戯
旦
の
給
廿
に
凹
ず
る
出
律
の
．
部
改
正
）

第
百
二
十
五
条
特
別
鼠
の
載
員
い
恰
げ
に
川
す
る
法

1

間
相
．
ー
門

年
法
律
叫
二
白
五
卜
．

9い
[
J

り
二
叩
を
次
い
よ
う
に
改
正
す
る

印
一
条
印
十
四
号
の

i

．
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
e

ト
四
の
文
化
吋
保
芯
麦
員
公
の
足
員
に
及
び
艮
員

別
長
巾
「
全
川
況
硲
胃
刑
麦
員
公
姿
員
に
」



文
化
財
保
設
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る

文
化
財
保
四
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
悶
は
、
文
化
財
保
芯
法
（
第
二
十
五
年
法
律
第
二
百
卜
四
号
）
第
百

十
三
条
の
規
定
に
悲
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

文
化
吋
保
心
法
の
麗
汀
期
日
は
、
昭
印
二
十
圧
平
八
月
二
十
几
日
と
す

る。
富
文
化
財
保
設
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

（
 

こ
よ
る
。

の
相
当
規
定
に
恥
い
て
な
さ
れ
た
処
分
又
は

f
誌
と
み
な
す

3

附
則
品
叩
印
一
．
十
九
年
丘
月
ニ
ト
九
日
法
袢
弟
百
三
ト
一
号
抄
）

1

こ
の
出
律
は
、
昭

fll-
じ
卜
几
平
じ
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

Q

2

こ
り
衷
律
り
直
汀
前
に
し
た
史
跡
紅
膀
足
殴
‘
『
中
心
物
乃
仮
指
定
は
、

こ
刀
決
律
に
L

ご
3
文
玉
文
り
文
化
吋
傑
度
＇
三
｛
り
ド
ニ
可
占
，
一
ど
い

、
）
〗
弟
じ
ト
一
芯
弔
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
祈
長
如
六
卜
九

条
第
一
項
の
児
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ
た
場
合
の
外
、
こ
の
よ
往
の
他

け
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
同
怜
詞
項
の
見
定
に
よ
る
指
定
が
な
か
っ
た

と
き
、
そ
の
刈
力
を
失
う

3

3

こ
の
法
袢
の
他
げ
刑
ハ
リ
以
内
に
こ
り
よ
律
に
よ
る
改
正
前
の
文
化

吋
保
設
決
第
四
十
三
危
吊
二
項
音
し
く
は
弟
八
十
危
第
一
項
の
氾
定
に

よ
っ
て
し
た
現
状
災
夷
↑
J

り
紆
可
岩
し
く
は
不
庁
可
の
処
分
又
は
同
よ

心
四
卜
[IL
欠
に
冷
一
項
昔
し
く
は
冷
八
十
．
菜
第
一
項
乃
濯
定
に
よ
っ
て

し
た
賃
限
、
禁
止
又
は
，
噴
令
で
特
定
り
苔
に
対
し
て
行
わ
汎
た
も
刀
に

后
E

国
の
あ
る
特
口
、
こ
り
主
律
り
應
lf
り
11
か
ら
芝
卜
日
以
内
に
月
日

会
に
対
し
て
い
ぷ
り

111
立
を
す
る
こ
ど
が
で
ぎ
る
，
こ
の
均
合
に
は
、

弟
八
十
斤
条
の
て
弟
二
項
及
び
吊
三
項
並
び
に
缶
八
卜
丘
策
り
こ
か
ら

第
八
十
冗
条
の
九
ま
で
の
規
定
を
ポ
ー
用
す
る
ウ

4

こ
の
改
庁
の
施
行
前
に
し
た
け
的
に
対
す
る
洲
則
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
前
従
の
例
に
よ
る

5

史
跡
名
勝
犬
然
出
念
物
を
特
理
す
べ
ぎ
団
体
の
指
定
呼
に
閃
ず
る
政

令
（
昭
印
一

9

卜
八
年
政
令
第
一
，
百
八
卜
几
乃
）
は
、
廃
止
す
る

J

叶
史
跡
々
討
望
八
吠
心
念
物
を
貫
理
す
べ
ぎ
団
体
の
指
定
万
に
刈
す
る

附
則
命
叩
印
三
十
四
半
四
月
一

C

嵐
．
汀
闊
日
）

1

こ
の
法
往
は
、
国
税
微
収
法
品
叩
相
三
十
四
平
法
律
沼
百
四
十
じ

号
〗
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
‘
}

7
 "

l
 

［
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読
が
開
始
さ
れ
る
鳩
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
当

該
記
当
手
続
が
開
始
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
誤
法
令
の
規
定
に

鼻

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

絵
両
、
彫
刻
の
部

直
要
文
化
肘

一
各
時
代
の
追
品
の
う
ち
製
作
優
秀
で
、

屯
な
も
の

わ
が
国
の
文
化
史
上
貴

二
わ
が
川
の
絵
両
彫
刻
史
上
、
特
に
は
義
の
あ
る
資
杵
ど
校
る
心

）
 ”> 

•
5

一
切
け
、
品
質
、
形
状
又
は
技
よ
万
の
点
で
訂
汀
な
特
胃
性
を
ポ

）
）
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沿
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七
号
、

0
年
五
月
二
五
日
第
二
九
号
改
正

昭
和
二
九
年
―
二
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文
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財
保
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告
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策
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並
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に

特
別
史
跡
名
膀
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
名

膀
天
然
記
念
物
指
定
店
準

）
 

付

文

化

財

指

（
 

6
 

了3! 



特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
及
ぴ
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
指
定
基

準
特
に
深
い
も
の

て
似
秀
で

且
つ
、
文
化
史
的
怠
義
の

の
う
ち

一
怠
匠
的
に
條
秀
な
も
の

二
技
術
的
に
優
秀
な
も
の

三
瓶
史
的
価
値
の
闘
い
も
の

四
流
派
旧
あ
る
い
は
、
地
方
内
特
色
に
お
い
て
罰
習
な
も
の

但
し
、
心
全
町
時
代
以
役
の
も
り
に
つ
い
て
は
、
ヤ

殊
的
な
も
の

吋

宝

建
造
物
の
部

重
要
文
化
財

建
築
（
常
塔
、
社
殿
、
宮
殿
、
城
靡
、
廿
11

院
、
茶
室
、
民
家
、
そ
の

他
）
、
等
の
各
時
代
建
造
物
追
枯
及
び
そ
の
部
分
並
び
に
建
造

厨
子
、
仏
机
、
窄
、
仰
び
で
建
策
的
技
法
に
な
る
も
の

の

国
万
右
の
ほ
か
宗
教
、
教
育
、
学
芸
、
肛
業
、
政
治

r

等
の
遺
跡
の
出
土
品
は
及
追
物
で
、

と
し
て
重
嬰
な
も
の
、

宝

t:

◇
9
4
 

，
 

，
 

'
‘
f
l
}
 

/

:

I

 

左
に
担
げ
る
も
の
の
う
ち
わ

/
‘
 

，ヽ
て
ク

も
の

の
価
柏
が
竹
に
高
く

r

わ
が
国
文
化
の
匁
微
た
ろ

史

跡左
に
担
げ
る
も
の
の
う
ち
わ
が
円
の
歴
史
の
正
し
い
た
的
に
久

く
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
且
つ
、
そ
の
追
跡
の
規
狡
、
遺
構
、
出
土
遺
物
雰

に
お
い
て
、
学
術
上
価
値
あ
る
も
の

た
て
あ
な

-
l
l
‘
塚
、
遺
物
包
合
地
、
住
屈
跡
（
竪
穴
住
居
跡
、
放
石
住
糾

跡
、
叶
穴
住
店
跡
等
）
、
古
坑
、
凱
工
窮
て
の
他
こ
の
頬
の
遺
跡

二
氾
城
跡
、
宮
跡
、
太
寮
府
跡
、
国
郡
広
跡
、
城
跡
、
防
以
、
古

戦
閏
そ
の
他
政
冶
に
閃
す
る
遺
跡

窯

が

い

ぷ

つ

三
社
方
の
跡
又
は

117
燒
内
、
謬
以
、
店
化
仏
そ
の
他
祭
山
信
仰
に

図
す
る
追
跡

四
叩
刈
甜
学
、
郷
学
、
私
塾
、
文
印
そ
の
他
教
百
学
化
に
閃
す

る
磁
跡

引
梨
囚
跡
、
慈
苫
施
設
r

そ
の
他
社

六
凹
踪
、
一
里
塚
、
並
木
街
遵
条

四
鱈
そ
の
他
充
業
交
通
土
木
に
閃
す

七
壻
業
並
び
に
碑

八
旧
も
、
園
池
、
井
泉
、
樹
石
及
び

九
外
国
及
び
外
国
人
に
閃
す
る
遺
跡

特
別
史
跡

の
あ
る
地
賊
の
訊

537 

四
囮
城
出
土
本
、

）
 ゜

こ
し
て
学
佑
的
価
俯
の
高
い
も

料
的
に
価
値
の
高
い
も
の

典
語
類
は
、
写
木
煩
で
は
、

等
に
分
か
ち
、
そ
の
原
木
又
ハ

的
、
胴
史
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
重
嬰
な
も
の
。

阪
本
類
は
和
漠
古
刻
史
上
の
代
表
で
あ
っ
て
ま
れ
な
遺
品
と
し
、

一
切
経
の
ご
と
き
は
宋
元
阪
等
で
あ
っ
て
仝
蔵
又
は
残
欠
の
少
な

い
も
の

古
文
古
類
は
胚
史
上
重
要
と
贔
め
ら
れ
る
も
の
、
及
び
相
当
放

ま
と
ま
っ
て
史
料
価
値
の
高
い
も
の
。
日
ゴ
叫
品
録
類
は
学
術
上
価

伯
の
砂
い
も
の
の
原
本
、
又
は
こ
れ
に
尋
ず
る
布
の

:i 
nr な

も
の

丘
渡
来
品
で
わ
が
国
の
文
化
に
と
つ
て
特
に
贔
義
の
あ
る
も
り

刊

宝見
嬰
文
化
財
の
う
ち
製
作
が
ぎ
わ
め
て
す
ぐ
れ
、
且
つ
、
文
化
史
的

訟
義
の
特
に
深
い
も
の

囚
訊
、
典
紅
、
古
文
古
の
部

重
要
文
化
財

2
.
9
 

古
軍
、
閉
跡
、
法

の
代
表
と
認
め
ら
れ
る
も
の
、
又
は
史

536 

¥,‘ 

術
的
に
優
秀
な
も
の

工
芸
の
部

重
要
文
化
財

一
谷
時
代
の
追
品
中
、

二
わ
が
国
の
工
芸
史
I

三
形
態
、
品
質
、
技
斗

四
渡
米
品
で
わ
が
国
(

有
す
る
も
の

1

E

 
r・-

{］-
咽
翌
文
化
財
の
う
ち
雙
作
が
ぎ
わ
め
て
す
ぐ
れ
、
且
つ
、
文
化
史
的

唸
義
の
特
に
深
い
も
の

考
古
の
部

杭
要
文
化
財

一
石
堺
、
土
僻
、
骨
角
牙
器
、
木
製
品
、
歪
類
、
土
偶
、
士
阪
吝

の
石
監
時
代
遺
物
で
特
に
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の

二
銅
鍔
、
銅
剖
、
鋼
鈴
笞
を
始
め
、
金
石
併
用
期
時
代
の
退
物
と

ぶ
め
ら
れ
る
学
術
的
に
貰
鼠
な
資
料

一
二
古
珀
及
び
そ
の
他
の
遺
跡
の
出
土
品
、
又
は
特
冥
な
伝

ltt品

で
、
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
。

四
古
坑
以
餃
の
制
に
か
か
る
梢
萬
、
飛
鳥
奈
良
朝
以
餃
の
寺
跡
、

経
以
害
の
出
土
品
で
、
に
投
重
な
資
料
に
な
る
も
の

,
.
 

t

・`ヽ

罪

叶

い
も
の

斤
な
も
の

深
い
も
の

な
閃
連
を



第
一

戸
屈
」
川
侭
〕

竺
妥
熊
形
文
化
吋
八
指
定
応
州

重
要
無
形
文
化
財
の

の

及
び

の

天
然
ー
心
念
物
の
う
ち
肌
界
的
に
又
川
家
的
に
価
値
が
特
に
高
い
布
の

定
の
罠
域

田
硫
絨
孔
及
び
火
山
活
勁
に
よ
る
む
の

に
よ
る
現
匁

因

詞

穴

⑲
山
虹
石
の
糾
氣

い
温
泉
並
び
に
そ
の
沈
澱
物

可
11

‘̀
，‘、)

と
り
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
然
内
な
も
の
に
お
い
て
は
、

風
政
団
茄
心
の
災
忍
な
も
り
、
合
所
的
あ
る
い
は
学
惰
的
圃
伯
の
高
い
も

の
r

ま
た
人
文
的
な
も
の
に
お
い
て
は
、
芸
巾
的
あ
る
い
は
学
術
的
価

値
の
高
い
も
の

一
公
園
、
庭
園

一
橋
梁
、
策
堤

花
柑
、
花
攻
、
紅
菜
、
峠
柑
な
ど
い
"
[
生

t
る
埒
所

島
改

r

ハ
瓜
虫
な
ど
の
棲
息
す
る
煽
所

岩
見
、
訂
穴

峡
谷
、
況
布
、
淡
流
、
深
淵

湖
沼
、
湿
原
、
浮
闘
湧
屎

砂
丘
、
附
賣
廂
浜
、
闊
嗅

火
山
、
温
泉

山
岳
、
丘
殴
、
闘
原
、
平
原
、

弔
J

り
に
由
J

片
ぷ

!
t
3
j
J
'
‘
 

特
刈
名
屈

名
肋
の
う
ら
圃
値
が
特
に
詞
い
む
D

ぃ
へ
吠
這
怠
物

左
に
畠
げ
る
動
物
柏
物
及
び
地
虹
砿
物
JJ
う
ち
学
市
上
賞
代
で
、
わ
が

川
り
自
然
を
品
念
す
る
も
心

動
物

日
日
ド
特
行
の
動
物
で
沿
＂
々
口
な
も
の
及
び
そ
の
棲
白
心
地

□特
打
り
岨
で
は
な
い
が
、
日
本
苫
名
の
勁
物
と
し
て
そ
の
保
存

I ^̀ ~ 1”. ］ L j ¥ じ六万．四

を
必
哭
と
ず
る
も
い
及
び
そ
り
慎
息
地

こ
衿
け
る
特
行
り
叫
仇
<
は
励
物
井
豪

⑲
案
薗
以
外
の
励
物
で
海
外
よ
り
わ
が
川
に
移
加
さ
れ
呪
時
野
生

の
状
態
に
あ
る
秤
名
な
も
の
及
び
そ
の
悽
息
地

因
特
に
質
直
な
励
物
の
朽
収

．．
 

灯
い
り
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巳
名
木
、
巨
樹
、
ど
柑
、
的
形
木
、
贔
培
植
物
の
原
木
、
並
木
、

•t39.4 
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ふ
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け
代
表
的
原
始
林
、

稀
打
の
森
林
植
物
相

恐
、
特
味
岸
石
池
植
物
罫
溶

日
代
表
的
な
原
野
机
打
罫
溶

固
屈
岸
及
び
沙
地
机
物
詳
溶
り
代
表
旧
な
も
り

因
氾
炭
彫
成
柏
物
の
応
生
す
る
地
域
り
代
及
的
な
む
り

⑱
叫
穴
に
日
生
す
る
慎
物
詳
ば

四
池
呆
、
温
呆
、
潤
沼
、
河
、
加
如
J

り
珍
斎
欠
岱
＇
ぃ
，
川
、
畠
国
、

且
苔
頂
、
倣
生
物
序
り
生
す
る
地
閏
．

⑩
許
生
亨
木
の
署
し
く
免
生
す
る
岩
五
又
は
打

K

同
賢
し
い
植
物
分
侑
の
限
Ill
斤地

⇔
許
し
い
栽
培
植
物
の
自
生
氾

国
珍
岱
又
は
氾
誡
に
濯
し
た
植
物
り
目

t
地

地
買
絋
物

巳
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、
泣
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及
び
化
石
ウ
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因
信
仰
に
用
い
ら
れ
る
引
の

C

じ
ゅ

物
、
偶
像
頬
、
呪
術
用
具
、
い

囮
民
俗
知
識
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
。

用
具
、
医
旅
具
、̀

i 
k
V
`
 

9
 

・
遊
戯
・
嗜
好
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。

詞
・
人
形
、
瞬
具
、

た
と
え

ば
く

i
 

卜
I
-

”
•
、
.
‘
ー
<
‘
ょ

i
.
I
l

社
ム
ぞ
少
叶
崩

欠""i11 77ご•
1」

曲
猟
具

r

飲
食
用

、
そ

5
)

，'／

t
、
斐
乍
支
夫
、

、k[J
打
｀
炉

'
1
:
f
l
i

特
色
を
示
す
も

用
法
寡
に
お
い
て
わ
が
国
民

の
で
、
典
型
的
な
も
の
。

け
衣
食
住
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。
た
と

具
、
光
悲
用
具
、
家
具
淵
度
、
住
居
罪

轟
⇔
生
崖
•
生
業
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。

工
匠
用
具
、
紡
識
用
具
、
作
業
燭
罪

国
文
通
・
連
輸
・
通
信
に
用
い
ら
れ
る
も
の

v

悶
車
、
飛
脚
用
具
、
閃
所
等

⑲
交
易
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。
た

板
・
鑑
札
、
店
舗
等

⑮
社
会
生
活
に
用
い
ら
れ
る
も
い
。
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）
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（、匹l)

第
二

雰
孟
能
関
係
〕

一
直
哭
無
形
文
化
肘
に
指
定
さ
れ
る
芸
泥
、
芸
厖
の
技
法
又
は
技
能

店
し
く
は
技
術
（
咽
嘔
熊
形
文
化
財
の
指
定
陥
準
〔
芸
詣
関
係
〕
第

二
項
の
技
能
又
は
技
向
を
い
う
。
以
下
同
じ
C

)

を
高
度
に
体
現
で
ぎ

る
者
（
二
人
以
上
の
着
が
ご
悴
と
な
っ
て
芸
詭
、
芸
心
加
の
技
法
又
は

技
能
若
し
く
は
技
術
を
高
度
に
休
現
す
る
均
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
昔

を
一
休
と
し
て
保
持
省
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
C

)

二
重
嬰
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
芸
椛
、
芸
能
の
技
法
又
は
技
泥

店
し
く
は
技
術
を
正
し
く
体
得
し
、
こ
れ
に
詣
通
し
て
い
る
着

：
•
一
直
嬰
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
芸
能
の
性
格
上
保
持
者
と
す
べ

ぎ
付
の
保
持
す
る
限
形
文
化
貼
に
個
人
的
特
色
が
淋
く
、
か
つ

r

保

待
者
と
す
べ
さ
酋
が
多
数
で
あ
る
均
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
代
表

酋
を
保
持
者
（
代
長
者
）
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

〔
工
芸
技
所
閃
係
〕

（
重
処
無

形
文
化
財
の
指
定
猜
準
〔
工
芸
技
術
関
係
〕
第
二
項
の
技
術
を
い

う
。
以
下
同
じ
¢
)
を
高
度
に
休
得
し
て
い
る
者

-
＿
屯
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
工
芸
技
術
又
は
技
術
を
正
し
く

沐
得
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
梢
通
し
て
い
る
者

ぎ
者
刀
保
持
す

く
、
か
つ
、
保
持
苔
と
す
べ
き
者
が
多
放
で
あ
る
均
合
に
は
、
そ
れ

ら
の
者
の
代
表
省
を
保
持
行
（
代
表
者
）
と
し
て
畠
定
す
る
こ
ど
が

で
き
る
。

〔
芸
能
閃
係
〕

音
楽
、
舞
踊
、

演
閲
そ
の
他
の
芸
他
及
び
こ
れ
ら
の
誓
泥
0
成
立
、

素
を
な
す
技
法
並
び
に
こ
れ
ら
の
芸
旭
又
は
そ
り
技

法
を
成
立
さ
せ
る
上
に
欠
く
こ
と
の
で
ぎ
な
い
伎
池
叉
は
技
刈
口
、
つ

ち
、
わ
が
間
の
芸
他
の
突
忍
の
過
料
を
知
る
上
に
9

崚
れ
な
も
り
，

余，、。

を
~

し

、

こ

陶
芸
、
染
織
、
襟
芸
、
金
工
そ
の
他
の

の
修
聰
椋
写
、
佼
造
寡
の
技
衛
、

に
関
す
る
技
附
の
う
ち
、
わ
が
川
の）

。
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巳
腿
史
的
変
心
を

口
時
代
的
特
色
を

伺
地
域
的
特
色
を

⑲
生
活
陪
屈
の
特

国
職
能
の
様
相
左

他
民
族
に
係
る
前
一

で
わ
が
国
民
の
生
活
と
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記
録
作
成
等
の
措
闘
を
講
ず
べ
き
無
形
の

民
俗
責
料
選
択
枯
準

一
次
に
拠
げ
る
無
形
の
民
俗
資
料
の
う
ち
、
そ
の
由
来
、
内
容
字
に
お

い
て
わ
が
国
民
の
陥
偉
的
な
生
活
文
化
の
特
色
を
不
す
も
の
で
、
典
聾

的
な
も
の
。

け
衣
食
住
に
関
す
る
も
の
。

俗
資
料
指
定
加
準

⑯
人
の
一
生
に
図
し
て
用
い
ら
礼
る
も
り
た
と

化
吋
に
持
定
さ
れ
た
も
ク
菜
奴
，
、
。
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す
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す
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岡
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習
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IJ‘ ご9,Ĵ- 91J鴫［五社 l五仕

99’:£ 
ふI

虹仁念

む

仏

災 ‘ 常 ） く 広仁妙松勧東万建迎妙泊六法高知

“

;

｀

じ

し

附

、

9

、

↑

-

宕

念

11

灯

錦怖利l）心

兄

神

修幅力仁．

いと計
i

王

h
{
 

、廿

法水羅観台恩

柑
，
 

，＇／ 

部

八観敦西本二

国坂

神祉l

ーt
,
i
 

ー
名9‘ 11 

グ

↓ヽ‘ォ，
L

ん

e

.

 
rr'i 

t

i

 

｀
 

9
し
9
~

{
1
 

F
し

i
 

i

ーし
r
 

tl-i-[i寺寺寺寺寺寺寺院院寺寺寺寺院社社院寺寺寺屋

新極~1 ・惰廂在長肝

弔―
ンtこ

{
l
 

れ
W

i江

磁日
犬

楽！；乱
,-, 
’" r ~i 王惰！I 

1111 

廿院院杜．寺社

公：'9”;̀ 

1
1
 

ワ
ー.,． 

ー
じ
［
9
 i
 

” 奈 ーー

良

只上三醍角堕法万平法定祉i)Iiぷ伏砂・ (t皐

帥・篇

11ぶ｝甘

閏

定 薗l

金

関

福等界塔宮

ー

し

眉

岡

大

ー

ン

手

1

-

K

1

1

 

凸
'
’
〉

1

.

,

4

,

'

ー
r
べ
ヽ

~
1
9
‘

か_‘『かり．：院・寺）冦院院寺院寺寺社社『l:

！！京蘭！長石 II

≪五I;l:i,；]l[lf JII 

了
J

、iヽ1 
t
¥
、

ブ炭

1バ→
・,た9で

¢, 

II 

、、奈
J
I

/
 ，
 

4

9

 II ,．cl 
"
[
4
 

月/1
 

”
 t

、一］
 

．．． 心、`i
 

成八円廷二信東中

I ;!'I 呂・

.

.
 g

し"↓1
 

~
J
 

枷 徳 照 北 沢 幡此に山王照尊

神

＇ J 9, :, • 
'' 

634 

昭
和
二
十
六
年
度

広

l
占
ツ

ヽ

9

ー

•
/
1

い
じーr
 

．．
 

•‘ 
,
1
 

I; ；l:、,J．：

T‘ 
'
{
J
 

i,／
 

II 

条

:＇― い
ド

””. ~ 
//「'，

rJヽ

9
¥
 

t1 
.
l
 

:`、し

L・ 
ヽj•~

fl 氣

I;' ど<

li災，i,t呂ミオiiイiミ月[il: §I,t :'（く

島西

tt.＇胃、五斥プ< :;h: ]胄；li

判l古



愛広，，島和兵 ，，奈

歌
根山 [iII鮫島

杉＼ ！巌松出氾円法

廿I

大乳：；

士
,1, 
本

恩宮光峠

汲

間

惰11

城社城社寺脊寺宮寺社寺寺社寺寺宮 社寺院

江 成教佐

fill 大

帥長

良知岡野

馬[

礼！l 

II 1貯 ll I岩

木形手

東二忍:,1.¥1 

.
J
.
 

9
J
 

r,‘ cヽl 心ヽ
，
 

ビ
し

LI

脊

L．
 

1
.
 

r' 

．
 

1111 

宮社寺寺

昭
和

凡,i
 

1
"ク

•1 

ー，
ベ';}

,it 
,＂” 

松翫松法元円二窪喜業恰東二 I:l1

I L1 

.
J
 

~
 ，
 

E
 

附11

＇，山 fl

ー・），
 

~
 丁

ジ

旦； §月 lりiI命Ili二．中最

"r 
AJ‘t 

1
i
 

神

1: II 栃岩青

木手森

—:L ”
T
 

-
r
l
,
 

明王照 山尊 Ili}

1~! | l 

広島 I！奈兵京東埼群 II

良川［都京歪馬

L
 

羞

••. 

（
.
，
‘
.
｝
 

.
J

⑲

り

ー、

z
 

i‘ 打
ジ

ゴ

r

1

り

、

、

氾:｝ ．．
 汀

.i. 

？
 

↓ヽ一ー”
~
 ーJ'‘ {‘ "＂" 

••• 
-

1

 コ
”

“

o

r

i

.

、
こ

奇
（
闘
叶

多'‘
 fiJ 

冑
•

絨社絨寺坊寺城寺院

f:ll i 

寺宮社寺

氏石埼 II

野川玉

//栃山宮岩

木形城手

祈冗宣，幅棗―今

：よti
 

，
 

、・（ ど几
＇九

j

ジ王附，l， 山巳［貫尊

昭
和
三
十
三
年
度

杜角咽iI 

i’I l I 

神炸判l袖
神

↑.I: 

ずI:ll: l!/cむ’：互杜

o i i [ I:1 1 

"． I 企̂,j 

111 

昭
和
三
十
年
度

大 及 庄

分炭

宇 松 厳

佐

神

山

ふ

1

宮 城 社

／，栃岩

広奈大京 II 滋

般島良阪祁

e
:
J
 

責
レ

91: ］j f: I li :l l : ｝} IJ 

木手

1
L
 

閉

し，

L
9ら

1
こ

F
J

i1 | I 

久 IL1 i籠

昭
和
三
十

l

年
度

．．
 

5
t
 

,
J
 

ごt

.

 J
 上

ふ
i
i

ィ

5

9‘ J
4

、

容

合

付

＾
ヽ
も
、
｀
、.• 

‘
 

ー

1

i
l
.
I
、

I

．ーノ，
E
ハ

1

ゴ

イ

ク

ノ支"hll 
.'ーlu
 

〉＇

寄＂＼
＼ 

琴

笈h‘ 

月n? 

茫

Ir！し｛I.夕lヽし『I.＇外、 :,'J『l:i l: t l: .ij•‘}; 9: ［り',:

637-

奇

II 長東千埼栃

野京葉玉木

杞＼ l｝衣翌こ i吸買宜邸葛祈 J竹観，；＇：＇ i点

ム

"

5r
l
 

-

i

i

 

及！i’jt

珀岡

II 岐 II

旱 野

俯窯祈円永諏迅・・熊出二愉東大

士
賀山

k 
八宮

浅
谷

幡間

)1j1 

宮社：寺寺寿社：寺「d:｝]・・｛、l:寺宮ネI:

泣 保

:
J
 

j
 

•• 

！
 

,. 

1111 

に
し、J

II j
"
3こ

J

団ハ

八荒
雙 f•

八
幡山王照

幡祉1
fill iill 

” i 月宮

じIJ" J' 
i

、オ

k
可ヅし

神

大

分
”
 

汎宇腿崇 高 松 四 [El1111功住厳万 ll,1，匹似観石妙

.，1
 

^
1
 

i
rし

9
9
9
 

.

.

 9
 

!ー-
l
 

祉l

ff .,＂J
 

••• 
,E 
i,1 

長ff 

9

^

 J
 

9
ナ

々

j'[9 ＇ 
，
 

r
 

L
}
 

11 

i i ii ili灰il I ̂l」!；.[)}

l̂ユLr,9 

JII 

‘、↓'／ー

1111 

1J1 

昭
和
二
十
八
年
度

莱大春崇大宗住＼ ［l[石

師

ミ‘/
1
 

}

ヽII ”
 

.
,
I
 

杯”
 

長”
 

良

， ー 日

hll大

綺

ii li 
像浪

福天

:t1 1 l i’i ll 
l: 

炉
"1j：ネわI:!:」： ミ！1'~;s; t-l: ［上 ん＼伯

口島

-.L'l̂ •9 
に1,9 9j 

i1 | l h1l 

り：宮寺寺城城寿 j it、lJ9：ネl:社

”l贔和奈大 I!

歌
根山良阪

山広

.,＇ ，
 

,
I
 

'（ 

ん'、
99

、
I
L
 

5

}

』

9~ 

大

1月

t1‘ 
rITJ ．
 

,f 

↑

,
j
 

J
{
 

F
.
‘
l
 

！
r

ー、｛・ー，＼
 じー

v

¥

 

オ

j
‘
 

、しー

江
怜
7

．
 

”
 

1

ミ
9
3
J
 

i

ー／II 

，
 

,
1
 

t
4
[
 

辿 i/Li石延

ビ
ビ

t
!
i
 

d

c

 

王

ネii尻信f炉位i胃ミ恰 ←ーサ Iシ危責',=＇」',Jj,

,1 、［以奈兵大京滋 II
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,i 

形 豚 長

物紬揺奇t 粕好{台lh • 好{i台I1ih 梢好i台t l I 麻染奇会 型地紐
星

地し、 染花
み 平平平
じ

祠虫← 妙L一11 11- 4'謡、→r1 I , 寿楽L- -既雅← 
ろ 島 ん

靡風は 着物文 - 覧
← 且11-l 

--1 代
八 Jll 

吐五ヽVL ・

i— 

L 

し

r
9
ごi

}
 

．、LJ
 

，
 

i
t
 

↓

J
 

9
へ

〉‘‘、
1

～^ 
rt 

II II II 

” II ” II II 沢 ” 
II 

” 水 ）r寸 II 

” II 田

錐 幸ふ 栄

太 ＜ 

介 郎み 佑

” II II 昭 ” ” ” ” 昭 II ” II 間 ” II 昭 II II 

和 和 和 和

干 下 + 下
四 八 四
年 il :* 年 年

-691 -

68 67 66 65 64 63 62 GI 
60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 

” ” ” ” ” ” II ” II 

つ
割
竹
縞
」

” ” ” 

「
極
鮫
」

” ” ” 

上
代
洞
泣

;＇）し
／に

II II 

玄託
9，改

S'/r, 
叫E

「寿山の間」

小 木 鎌上

” ” II II 

” 
{{ II fl II 宮 付 ” ” ff 

” 川 合 野

康雨 平 芳 為

太

助山 朗郎

ff 

” ” II II II II ｛｛ II 

” ll/1 ” ” ii il;i ii“ 

” 

690-



122 121 120 119 118 117 llG 115 114 113 112 111 
110 109 108 107 10G 105 

染

II ” ” ” II ” ” ” II ” 11 11 II ” 
” fl II 

訊，＂附

久久久<
留米絣蚊絣単衣 留米絣小雑に 小柄中衣単

粉
り1
ヽ

悶

” ” 

久

胄

II II II II II II II II II II/，米 II II 

砂1:

保

存

会

”
 

II fl fl fl ”
 

fl ”
 

”
 

fl II fl ”
 

““
 

-693 

” ” 

104 103 102 101 100 99 98 97 96 95 9'1 93 92 91 90 89 88 87 

” II ” ” ” ” ” II II ” II II ” ” II II II 

しに訛汐ノ＆ir

［ 穏
喜 長 一 訪

凰 門
羽

•□ ijJr 
格チ 正

藍 謡
上 染 L-

閃 み

じ
尺 ん

......,四季の 早......,春一 梅林......,← □黒← 着尺

巴

森松深中高芹

fl II ii II II ” ” II 袖て9” 'ん’ ” ” II 口厖［ ］↓木j• 4寸 •iR

部利重 )j肱柳錐

弘男助馬治介

” II ff II II II II ” II 昭 昭 ” 昭
{/ II 昭

和和 和 府I

+ + 丁“ •-l -
四 ・ごご 四
年 年 年 年 {j：： 

-692-



158 157 156 155 154 153 152 151 150 149 143 147 146 145 141 143 142 141 
140 139 138 137 136 135 134 133 132 1 31130129 128 127 126 125 124 123 

人 こ/,1‘1.̀  漆
•｛`ぶ1・

染” II 

II 

” II 形 工 廿七

芸
コマ

織

罰j 紙紙紙拭花渡 矢蚊鍬脇太日金詑蒔
盆 絵蒔 古ャと＇→l 

慈塑刑塑篠記金 筈型型差刀本具漆絵 祐、1ミ, 

童人人人椰→秋 釜鋳鋳 刀一八螺 玉

闘"" ̀  -
ー形形形伽あ草 鋼 銅 汀ツ tlll 内

延- 大-i 独一 杢萄 んこ 小文
物ー況 物→骰 ← 花香合 職飾冷文i 

寿森楽温う笞
罐み←局←

盆乍化 評，1ふ!ill 箆←ゃ

げ L L 

L 

野 庇黒飯二 長 佐 裔大松 松 松 jl〗'IJIJ 高富 lll 大音 恨
児 々

ロ II ” ！泣田塚橘 ” 野
II 木 II FL 橋 木設 II 田 II 

” II III オ寸 ” 野 柁 所 均 丸 II JI: ” ” ” 
光 ぷ辰銀美 姪 象

If 

貞秀保 栴
椛益大 松光芳松耕 如

彦 蔵秋斉衝 志 ＇ニヽ99L93 ・. • 次春真 六 六 城 軋'i' 且I 成 ，iし 魚 堂 真

昭昭昭昭 II 昭昭 昭 II ” 昭 fl 昭~昭 附 ll日 11[1 昭昭 ft 11 [| 1l {｛ II [｛ ll {1 
” II ff 和和和和 和和 和 和

和和ニ： 和和ニ 和 和和 和和和和
- ～ • 9 _～△ • + 

平了： ］.:平 干 干 干干 + + ー・
-・・一
干干四＝九四 四 ＝ 

三 四 …- 三四 四年 イf・ {|.. { F 年 年 イド年年年年 年 if' 年 11：： ｛ド

-695 
694 



年
十

龍

店

松

之

助

田

辺

尚

雄

長

谷

川

源

次

郎

大

油

徳

太

郎

閃 藤

村

新

次

郎

lllL̀
 

-
森

g
,
4

,~i~’ 町

田

訊了
)Jd 

西

綺

辰

之

助

金

成

大

原

マ 菫

靖 春 ツ

西

岡

楢

光

9

)

 

”り

1
9
}
1
9
‘
 

廿
入
1
1
4
4
f

ニ・
L
 ゴー

T

)

 

楽

]

東

京

判

千

菜

県

奈

良

県

仏

6
]
 

＾
 

t
1
 

9

,

 

仏

）^ 叫

ー
カ
ラ
の

建
造
物
修
理

明

歌

披

誨

、ーー、i
 

車
又
ー
＇

女
1
プ
4
)
1
'

奈

良

県

奈

良

県

東

京

都

京

部

府

北

海

道

f
}

了、

11

・1
'

、i
l

ビ
J

i,／

i,／；
i
`
 

奈

良

県

697 -

昭
和
三
十
年
一
一
月

表

杉

年

月

.

1

目
匹
各
｝

田

rl
賣

う

71::・ 
＼写

ヽ

1

．
り
一
旦

4
i
l
}
↑
 
吉

ヒコi-
9
 

田

恒

ヒコiir” 

田

種

次

郎

定7,

‘'< 

爵ピ

者

秋

田

県

京

都

府

奈

良

県

住

所

表

で 9
I/ 如/

．＇ト廿

由

(-） 

161163 162 161160159 

L
、

4
ノ

文

化

財

関

係

顕

彰

衣
裳
人
形
「
け
は
い
」

衣
裳
人
形
「
供
花
」

衣
裳
人
形
「
瀞
」

衣
父
人
形
「
萌
芽
」

人

形

衣
裳
人
形
「
遊
楽
」

衣
裳
人
形
「
長
閑
」

:
l
‘
:
'

、
15

甘
＾
亡
4

宍
u

に

11]

サ

rノ

昭
和
三
十
四
年

屈,4f 

J

J

I

 .
.
.
 t
o

.

＇9
 

胄
苅
＂
t
-
~
ー
ニ
f
I

け
n
ビ
ニ
ト
u
‘
E
i

w
"
T
i
i
.
t
1
l
J
I
'
-

平

ll 

{

4

 

柳 R

g

 
9
ょ

nぷ
,＂＂＇ 

昭
和
三
十
三
年

-696-



1
1
t入

『

l
i
1

'

,

 

吉

在

．．
 

k
 

9

)

 

~
 

t
l

、
1
r
4
レ

I
J
H

川

菫

三

郎

祈

氾

県

安

井

貞

次

京

部

郡

汲

野

誹

治

鈴

木

四

菜

部

日
本
ボ
ー
イ

t
J
 

ト・
im

/~ 

ゥ
ー

r
a
t

ー

i
-

し

)
,
'
／
-

-
9
~
1
1
 

ー^〉

^

~

1

 

‘
i
/
 弥
太
郎

;/,i; 似

賀

l「I
ノi<

I.,‘ 
tい3

根

県

~
 

木
下
サ
ー
カ
ス
日

表

彰

年

月

f
L

酋
↓
5
 

f‘ “

1

i

5

9

 

住

所

仏
像
修
理

瓢
湖
の
白
悲
を
保
設
し
た

平
罪
院
鳳
凰
党
の
璧
圃
を
机
写
し
た

滋
賀
県
伊
芥
郡
菜
師
堂
出
火

出
冒
大
社
出
火
の
際
、
防
火
に
協
力
し
た

C

一
_―
 
-
9
 

ー

1

1

]

・
ご

L

開
利
一

~[1

699 

（
文
化
財
の
保
存
又
は
活
用
に
関
す
る

関
係
）

l lト1

『l,i］

占

又

術

面

！
）
 

~
 

f
}

了ヽ9
^
J
f
l
 

t,／て
'
/
A
d

銭

.
J
 

9
9
 

9
し

A
-↑

1
 

き

ぬ

大

阪

府

銭

高

久

1•I 
:
1
 

i
:
I
 

大

阪

府

大

宮

庫

etc: .. 
Iコ

京

1!til; 

府

附

臼，：長 1

干 [i:I 

冒・ 年
五月
月

翡

久

~1:: ... 
にl

大

阪

府

受

章

者

杓‘出＜

•• 

i
 

i
l
l
'
 

ァ
ー
！
1

＂
r
~

丁
i

L
 

，＇ 

tr 

rt 

J~ 

住

月

＿

〉

心＿

宋

黒

釉

紐

沿

壺

一

位

を

京

部

川

喜

物

館

列

品

と

一

廿
,
X小

”
 

) 1 1 

面

雄

圃

ク衿
ン）ヽ

渡

辺

庄

三

郎

且

1
¥
．

nv'

り

J
 

「r
ユ

,
 
.• 

1
 al "r 

恰
"

~Ì  
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乳
聾
暑
咋
闊
定
〔
笈
田
研
完
所
机
訊
規
四

.
1
↑}g
 

奈
良
文
化
貼
研
完
所
叫
乱
規
捏
闊
定

ボ
ツ
が
ム
宣
言
の
予
論
に
伴
い
允
す
る
諭
合
に
因
ず
る
件
に
襲

V"f菱
団
障
噌
令
の
開
直
に
閃
す
る
法
化
闊
定

旧
宝
又
は

ifr
焚
文
化
財
の
出
品
又
は
公
開
に
呂
囚
す
る
狙
古
の

浦
伯
に
閃
す
る
規
則
閥
定

}
t
 

只
．
打
二
ぃ
ヽ

F
-
―-］-：
IL「

]
1
i
1

大
凶
寺
ド
常
、
太
山
寺
な
堂

代
11

院
半
解
休
工
直
着
工

国
宝
図
録
合
匹
外
阪
）
第
一
集
発
行

欧
州
に
お
け
る
芙
附
品
の
科
学
的
研
完
に
つ
ぎ
資
料
展
観
及

び
晶
演
会
間
催
（
東
研
）

文
化
吋
導
門
偉
議
公
総
公
・
各
分
科
公
を
開
催

川
宝
（
第
二
回
）
、
憤
要
文
化
吋
及
内
工
芸
品
ぐ
山
〔
間
）
、
同
建

造
物
（
第
二
回
）
、
特
別
史
跡
々
11

勝
天
然
心
斧
訟
旦
弟
一
同
）
、
史

鱈
名
肋
天
般
記
念
物
（
第
一
一
回
）
の
指
定
に
つ
き
宙
議
答
巾

助
成
の
梢
紋
を
溝
ず
べ
き
熊
形
文
化
肘
の
選
定
に
つ
ぎ
審
議
答

ー

憤
嗅
文
化
肘
目
録
弟
一
集
、
川
宝
日
録
第
二
集
発
行

文
化
叶
開
は
昭
和
二
六
年
度
版
発
行

埋
蔵
文
化
肘
発
掘
晶
凸
報
告
第
一
（
吉
胡
旦
塚
）
発
行

学
否
指
尊
に
お
け
る
文
化
財
の
手
引
発
行

映
圃
「
文
楽
」
黒
白
一
＝
五
ミ
リ
三
店
を
製
作

映
圃
「
日
ぷ
古
美
面
展
」
黒
白
ニ
ハ
ミ
リ
一
店
製
作

解
体
工
冑
、

ぷ
図
甚
黒

706--



定
の
た
め
西
下

金
沢
城
保
存
佗
刑
エ
れ
に
沿
手 菜

師
寺
月
光
蒋
寵
像
修
哩
方
針
確

支
出
決
定

ヽ

も
f

つ

、
C

-709-

東
京
国
立
拇
物
偉
奈
良
分
館
は
奈
良
国
立
博
物
陪
と
な
る

委
旦
会
事
務
局
の
総
務
部
及
び
保
存
部
を
廃
止
、
新
た
に
事
務

局
に
次
長
を
骰
く
、
企
圃
連
絡
諜
、

廃
止
、

奈
良
国
立
博
物
餡
組
織
規
程
制
定

東
京
国
立
博
物
館
組
織
規
程
の
一
部
改
正の

全
部
改
正

文
部
省
糾
織
令
詞
定

は
廃
止
〕

奈

良

国

立

拇

物

館

長

に

黒

田

源

次

を

任

命

事
務
局
の
部
制
底
止
に
伴
い
総
務
部
長
富
士
川
金
二
、
保
存

.‘
 一りーI

L
 

~
ー

下
務
局
次
長
に
岡
田
孝
平

ELμ 

ーー，＇
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
長
に
田
中

i

松

(
W務
局
美
術

工
芸
諜
紐
同
係
主
任
）
を
任
命

大
沿
環
状
列
石
（
秋
田
）
の
第
二
次
発
掘
晶
五

ア
メ
リ
カ
日
本
古
美
術
展
に
閃
し
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
拇
士
ら
来

朝
出
品
品
目
に
つ
い
て
折
街

文
化
肘
専
門
富
議
会
第
一
分
科
会
悲
師
寿
月
光
将
貰
の
頭
部

取
り
お
ろ
し
梢
置
の
間
題
及
び
ア
メ
リ
カ
巡
回
日
木
古
匁
附
阿

開
催
に
つ
い
て
壽
議

熊
本
岐
保
存
修
罪
工
事
に
竹
手

無
絨
光
院
跡
（
岩
手
）
の
発
闊
謁
査
を
行
な
う

兵
限
県
姫
路
城
石
詞
詑
び
に
芙
川
沖

地
虞
に
よ
る
石
川
県
江
沼
神
社
長
流
亭
、
那
谷
む
鑓
楼
の
災
古

復
旧
費
を
嬰
求

定
等
に
つ

蓼
議
院
に
お
い
て
菜
師
昔
月
光
菩
薩
像
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

し、

ら
i ア

メ
宝
重
痰
文
化
吋
寡
几
一
件
―
―
八
点
）

ル
オ
ー
展
間
偲
（
東
應
）

ヽ

●:‘ (h4 

-
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四

矢
代
委
旦
文
化
使
節
と
し
て
渡
米

文
化
肘
恵
門
審
議
会
廓
門
委
員
改
選
、
互
逃
に
よ
り
会
長
に

辻
苫
之
助
、
副
会
長
に
瓜
懸
仲
也
が
再
選
さ
る

謀
長
に
転
出

企
回
連
絡
諜
長
に
北
岡
他
二

ガ
諜
長
）
を
任
命

1
i
,
9
]

こ
云
'
1

t
lぶ
十
札

品
念
物
諜
に
に
平
間
修
（
無
形
文
化
謀
長
）
を
任
命

た
め
半
焼

文
化
吋
の
刑
解
と
翫
心
誓
完
行

-TJ 
ノイ

次
じ

予
3
ノ

定
寡
に
つ
き
湘
議
答
申

第
竺
分
社
会
、
民
俗
資
！

決
定

姫
路
城
チ
の
柏
、
リ
の
一
渡
伯
、

び
太
妓
柏
の
修
狸
峻
工

リ
の
一
一
渡
柏
、

ぬ
の
門
お
よ

ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
古
美
由
展
、

い
て
間
佐

ー
叫
録
映
圃
「
月
衣
」
黒
白
三
五
ミ
リ
、
七
在

J

製
作

国
宝
図
録
（
国
内
版
）
弟
二
集
、
同
（
両
外
版
）
策
三
集
発
行

国
宝
目
録
第
四
集
、
重
要
文
化
叶
目
録
第
三
集
発
行 ミ

1
，
リ
こ
う

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
，
2
見ーふ＇＂

•
各
分
科
会
を
開
催
、
文
化
肘
の
指

-7 1 1 

ニ
八

昭

和

年

月

埋
蔵
文
化
討
発
掘
届
出
峠
規
則
の
一
部
改
正

細
川
直
立
、
一
万
田
尚
金
両
長
員
再
任

茶
良
国
立
博
物
位
次
長
に
高
付
峠
蔵
汀
弘
前
大
学
下
傷
局
長
）

を
任
へ
叩

文
化
吋
専
門
寓
議
公
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
闊
定

楽
良
文
化
闊
研
冗
所
は
茶
良
県
立
面
工
館
を
改
装
し
て
ぷ
良
国

立
博
物
館
内
の
仮
噴
務
所
か
ら
移
転

青
理
諜
長
西
田
隋
は
文
部
省
大
臣
官
尻
会
叶
諜
副
長
に
転
出

腎
理
諜
長
に
式
井
貞
買
（
東
京
国
立
博
物
館
庶
務
部
管
開
謀

長
）
を
任
命

ア
メ
リ
カ
良
派
追
団
旦
と
し
て
東
亨
国
立
博
物
餡
学
芸
部
資

叶
諜
長
石
沢
正
刃
団
長
以
下
六
臼
渡
来

史
跡
々
贔
加
天
然
品
念
物
台
糾
規
則
制
定

，
一
ぷ
良
文
化
叶
研
完
所
反
に
田
沢
虹
一
屯
点
国
立
内
扮
州
学
ぃ
i

部
工
芸
諜
長
）
を
任
命

リ
シ
ン
ト
ン
公
開
に
訪
い

-
9

、
}
i
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令
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弟
三
回
令

ILI冗
土
芸
詭
大
公
を
日
比
ハ
ヘ
11

公
会
堂
で
開
催

ア
メ
リ
カ
巡
回
H
ぷ
古
笈
衛
展
出
品
宇
物
煩
船
柏
発
送

川
宝
図
録
〈
川
内
阪
）
第
一
集
、
同
（
海
外
版
）
弟
二

^
J
 

9
,
0
 川

主
日
緑
第
三
集
嘉
汀

松
成
多
点
、
河
而
冬
山
漆
工
技
臼
秘
凸
伝
授
講
胄
公
を
閲
偲

虻
師
守
間
四
に
つ
い
て
0
公
応
会
、
蓼
ぷ
院
に
訪
い
て
開
催

玉
以
古
詔
[
[
幅
国
j

五
室
心
尽
切
止
L
ド
仇
エ

特

別

史

闘

五

戸

｀

い

詞

百

日

臼

氾

白

古
野
地
虞
屹
び
叉
川
沖
地
真
父
宣
復
旧
費
の
袖
助
裔
決

（
菜
師
寺
月
尤
因
閃
―
-
、
ニ
ニ
八
‘
[
．
｛

□(llJ円、
松
口
が
位

一
三
ハ
、

0
0
1い
円
、
十
輪
院
＇
ド
昏
方
、
ぴ
由
門
一
、
四

n
□f

0
い
屑
脱
路
城
石
鼠
一
八
九
、

0
u
0円
、
江
沼
神
社
長
流

バ
ニ
ニ
五

0
、
0
0
0日
、
那
答
寺
紐
悛
一
、

0
且
0
)、
0
0
}

。
m

円）

十
椅
院
餐
堂
焚
び
胄
門
の
解
体
工
り
し
11

エ

松
ド
峨
応
守
の
立
柱
式
X
3
行汀

ア
メ
リ
カ
巡
同
日
木
古

i

'

べ
蘭
尻
、

て
開
催

r
,｝
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文
部
省
糾
織
令
の

部
を
改
正
す
る
政
令
制
定

713-
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昭

和

年

月

無
形
文
化
諜
長
に
安
辻
健
二
（
文
部
省
大
臣
官
厨
総
務
課
課

長
補
佐
、
審
議
班
長
）
を
任
命

国
有
貼
産
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
〔
附
則
第
二
項
に
よ

る
文
化
肘
保
芯
法
の
一
部
改
正
〕
制
定

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

令
の
整
理
に
関
す
る
法
律
〔
文
化
財
保
設
法
の
一
部
改
正
〕
闊

定
森
田
局
長
ジ
ュ
ネ
ー
プ
開
催
の
国
際
公
教
育
会
議
出
席
の
帰

途
ア
メ
リ
カ
展
シ
ア
ト
ル
会
場
を
視
察

美
術
刀
剣
類
製
作
承
認
規
程
制
定

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
管
理
す
べ
き
団
体
の
指
定
等
に
閃
す

る
政
令
制
定

企
両
連
絡
諜
長
北
岡
健
二
は
文
部
省
管
理
局
振
開
諜
長
に
転

出
企
圃
連
絡
課
旦
に
安
辻
健
一
（
無
形
文
化
課
長
）
を
任
命

文
化
叶
保
殴
萎
旦
会
聴
間
規
則
制
定

文
化
吋
保
殴
委
員
会
虔
旦
に
高
桐
誡
一
郎
、
矢
代
辛
椛
再
任
、

委
員
長
に
高
厨
誡
一
郎
、
委
員
長
伐
理
に
矢
代
幸
雄
が
宜
選

さ
る
（
再
任
）

東
京
文
化
財
研
究
所
長
に
田
中
ご
似
（
京
京
文
化
財
研
完
所

美
術
部
長
）
を
任
命

法

令

・

楓

梢

・

人

事

等

文
化
肘
専
門
審
議
会
第
二
分
科
会
開
忙
、
大
瞑
城
の
直
涎
文
化

吋
指
定
に
つ
き
苫
晶
可
決
答
由
＇

宝
物
頂
保
存
修
理
の
材
叶
そ
の
他
の
陥
準
準
価
及
作
成

神
社
本
庁
に
民
俗
毀
料
の
凋
丘
を
依
頻

北
几
州
水
古

ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
古
笈
雨
展
シ
ア
ト
ル
会
喜
は
じ
ま
る

文
化
吋
専
門
富
議
，
翠
箪
二
分
科
会
を
開
催
、
屯
要
文
化
吋
逮
造

物
の
指
定
に
つ

史
跡
々
口
肋
天
然
1
叫
念
物
一

文
化
肘
夷
門
審
議
会
第
三
分
科
会
を
開
催
、
民
俗
資
料
部
会
川

立
民
俗
博
物
津
遠
没
叶
同
と
そ
の
促
氾
方
を
関
係
各
学
，
哀
か
ら

こ
と
を
可
決

武
器
等
製
造
法
施
行
に
よ
り
笑
術
刀
剖
煩
雙
作
承
虚
の
業
務
を

開
始ア

メ
リ
カ
巡
同
日
位
古
美
附
展
ジ
カ
ゴ
会
場
に
お
い
て
閲
僧
、

訪
欧
の
帰
途
臭
太
子
殿
下
台
印

北
九
州
水
古
、
台
風
二
号
、
紀
和
水
害
、
大
和
水
古
、
台
風
一

三
号
に
よ
る
文
化
肘
災
古
の
復
旧
貨
補
助
金
衷
求
に
対
し
て
大

蔵
省
の
査
定
あ
り
（
建
造
物
ニ
―

‘
0八
五
、

0
0
0円
、
美
術

工
芸
品
ニ
―
七
、

0
0
0円
、
史
跡
名
肋
天
然
記
念
物
一
四
、

0

五
五
、

0
0
0円
、
防
災
施
設
三
、
四
九

0
、
0
0
0円
、
北
四

一
、
九
五

0
、
0
0
0円）

松
本
城
天
守
の
上
棟
式
挙
行

旧
因
州
池
田
臣
敷
央
門
の
上
棟
式
挙
行

平
等
院
鳳
凰
堂
修
理
の
た
め
本
尊
阿
弥
陀
如
来
を
池
上
索
引
し

て
移
動
す

郷
土
芸
能
大
会
中
国
四
国
地
区
、
九
州
地
区
、
東
海
北
陸

地
区
で
開
催
さ
る

フ
ラ
ン
ス
美
術
展
開
催
（
東
博
）

文
化
吋
専
門
審
議
会
送
会
・
各
分
科
会
開
催
、
文
化
財
の
指
定

等
に
つ
き
宴
議
答
巾

策
四
分
科
会
、
無
形
文
化
叶
及
び
民
俗
資
料
に
囚
す
る
保
謹
規

程
の
整
俯
に
つ
い
て

r

及
び
第
四
分
科
会
に
祈
た
な
部
会
を
設

け
る
こ
と
に
つ
い
て
建
議

法
椛
寺
金
堂
上
棟

ア
メ
リ
カ
巡
回
日
木
古
美
術
展
ボ
ス
ト
ン
会
均
に
お
い
て
開

発
行

民
俗
壺
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
散
逸
絨
失
の
恐
れ
あ
る
も
の

ミヽ
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五 四

ー
グ

め
政
府
代
表
顔
問
と
し
て
出
席

サ
ン
パ
ウ
ロ
展
に
年
中
行
芥
買
月

形
等
）
出
品

蔽
闊
神
社
平
家
納
経
特
別
展
閲
似
（
巣
博
）

迅
一
回
無
形
文
化
財
日
事
伝
統
工
芸
製
（
名
古
尻
展
）
間
催

巾
国
古
図
臼
展
開
他
（
宜
博
）

国
定
、
重
速
文
化
吋
祈
指
定
特
別
煉
列
（
東
博
）

ゴ
ヤ
特
別
展
開
催
（
東
拇
ぃ

燐
飾
、

五
月
人

和`

ll~TI 
文
化
肘
月
報
箪
一
七
号

立
字
竺
子
苔
立
良
日

E
j
r
た
~
工

9C1
ー

こ

/
r
:

三
渓
園
第
一
期
工
罰
＇
ロ
エ

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
に
よ
る
金
銅
仏
の
透
祝
叫
冗
発
表
会
間
催
（
東

f
)
 

肘，
第
一
回
無
形
文
化
吋
伝
統
工
芸
展
17
ド
椅
三
越
に
お
い
て
間

ぃ
r-

／

ーア
メ
リ
カ
展
出
品
宝
物
帰
国
、
東
京
国
立
博
物
伯
に
お
い
て

特
別
貶
観

国
宝
目
鰊
第
六
集
、
菫
妻
文
化
け
目
録
第
万
集
、
特
別
史
跡

・
史
跡
名
肱
犬
然
＂
念
物
二
互
追
加
一

（
無
箪
光
院
跡
）
発
行

五
ミ
リ
三
店
製
作

-
T↓
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I
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し
二
j

旧
因
州
池
田
尻
敷
哀
門
の
修
罪
竣
工

-T) 
ノー

名
肋
錦
術
橋
（
山
口
、

竣
工

志
登
支
石
箔
罰
拿
間
の
発
掘
闊
丘
を
行
な
う

ア
メ
リ
カ
巡
回
日
ぷ
古
笑
術
似
全
会
期
を
終
了

閃
東
地
区
郷
土
芸
能
大
会
開
偲
さ
る

の
発
掘
凋
五
（
奈
良
県
）

品
録
映
圃
「
盛
訂
卯
尻
」
黒
白
三
五
ミ
リ
八
送
製
作

ホ
ノ
ル
ル
菜
術
偉
で
日
本
両
門
開
偲
さ
る

文
化
貼
専
門
富
式
会
冷
会
・
谷
分
社
会
間
俯
、
文
化
貯
の
指
定

に
つ
き
審
議
芥
巾

一
五
・
九
キ
ジ
ャ
台
風
で
流
矢
）
復
旧

叩
砂
土
芸
能
大
会
東
北
地
区
、
近
は
雷
墨
区
で
間
似

箪
七
回
正
介
院
屁
（
糸
旦
閲
）

国
宝
目
録
第
五
集
、
芦
・
一
要
文
化
吋
目
録
第
四
集
、
特
別
史
闘

・
史
踪
名
肪
天
然
1
中
念
物
一
虹
追
加
一
発

9
 .. ,
9
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k
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年

月
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昭

和

年

月

財
研
究
所
及
び
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
と
改
称
す

文
部
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
二
九
・
六
•
一

五
、
政
令
第
一
六
一
号
）
施
行

武
力
紛
争
の
際
の
文
化
附
の
保
設
の
た
め

に
対
す
る
権
限
委
任
規
則
を
廃
止
す
る

規
則
を
制
定

各
部
道
府
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
に
つ
き
文
化
財
保

に
委
任
し
た

ぐ、、，
 

i

ノ 始

台
風

月、

-~µ 

了
2
F
J
こ
‘
よ

-
]
ウ
ー

側
か
ら
東
側
へ
移
築

r

保
存
修
理
に
着
工

二
r
i
)

善
T

i
,
7
A
k
"
“
'
へ1

”ヽ
ャ，＇じ

ー

1
t
:
J

~
/
9
f
し

9
1

の
修
理
の
届
出
に
閃
す
る
規
則
闊
定

等
の
届
出
に
関
す
る
規
則
〔
埋
蔵
文
化

肘
発
掘
届
出
賞
規
則
廃
止
〕
制
定

特
別
史
跡
名
肪
天
然
迅
念
物
又
は
史
跡
名
肋
天
然
品
念
物
の
管

狸
に
閃
す
る
届
出
翡
等
に
凹
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
詞
定

Ill
の
届
出
に
閃
す
る
規
則
制
定

追
跡
発
見
屈
出
古
規
則
〔
旧
追
跡
発
見
届
出
魯
規
則
〕
闊
定

文
化
財
偲
設
涙
員
会
聴
間
及
び
媒
議
巾
立
規
則
〔
文
化
吋
保
殴

亙
旦
会
聴
間
規
則
廃
止
〕
闊
定

文
化
肘
の
保
虚
の
た
め
の
条
例
の
制
定
等
の
埒
合
の
報
告
に
閃

す
る
規
則
詞
定

東
京
文
化
財
何
究
所
組
織
規
程
及
び
奈
良
文
化
財
研
完
所
組
織

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
闊
定

国
宝
又
は
重
翌
文
化
貼
の
菅
理
に
閃
す
る
届
出
芥
等
に
閃
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
農
則
制
定

国
宝
又
は
重
要
文
化
吋
の
現
状
変
更
の
許
可
申
誼
等
に
閃
す
る

規
則
制
定

定
公
布

文
部
宵
組
織
令
の

文
化
吋
専
門
審
議
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
制
定

法

令

・

檬

＂り4m" 

人

事

／や：
ペJ'

の
復

イ
タ
リ
ア
ベ
ニ
ス
市
に
訪
い
て
マ
ル
コ
ボ
ー
ロ
生
誕
七
＂
（
口
｝

年
祭
己
合
一
三
懺
紀
支
那
美
術
展
閲
偲
、
戊
位
文
化
吋
こ
件

ほ
か
未
指
定
一
八
件
の
絵
圃
•
閲
砧
を
出
品

、ベ£コ

展

観

・

出

阪

在
f

A
}
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゜
告
示
〕文

化
財
保
芯
委
旦
会
妥
旦
に
内
田
祥
三
百
任

文
化
貼
保
殴
委
員
会
姿
且
一
万
田
尚
登
退
仕
（
的
山
内
間
大

蔵
大
臣
に
就
任
の
た
め
）

文
化
財
保
殴
委
旦
会
の
主
昏
に
屈
す
る
民
法
第
三
十
四
条
の
法

人
の
設
立
及
び
監
抒
に
旧
す
る
規
則
闊
定

文
化
財
屯
門
宝
晶
会
会
長
に
蘇
懸
抄
也
、
副
矢
長
に
原
田
淑

人
を
互
近

己
i
k

号
＂
か
ぶ

文
化
肘
豆
門
害
忍
会
沿
四
分
刊
会
間
佃
、
咽
汲
無
形
文
化
財
指

定
及
び
保
持
者
晶
定
（
第
一
回
）
に
つ
ぎ
沓
議
答
由
'

平
城
宮
鰭
の
発
揺
凋
査
を
打
な
う

姫
路
域
井
祁
栢
上
棟

咽
一
回
文
化
吋
防
火
デ
ー
文
応

第
一
回
苫
羹
熊
形
文
化
吋
保
持
苔
晶
定
喜
父
付
式
憤
行

東
京

□立
門
物
伯
、
ホ
ノ
ル
ル
美
附
館
の
共
催
に
よ
り
ハ
ワ

イ
に
お
い
て
日
悼
古
美
青
展
を
開
催
、
国
主
・
菫
焚
文
化
吋

亨
鯰
同
一
三
件
の
恰
出
を
許
可

且
来
山
東
照
官
（
愛
知
）
御
供
所
焼
失

文
化
叶
屯
門
靡
諏
会
怒
会
・
各
分
科
会
を
開
俯
、
文
化
貼
の
指

走
雰
に
つ
き
害
記
答
巾

昂
三
分
袢
公
、
直
焚
艮
俗
資
料
の
冒
刑
買
補
助

r

尺
俗
資
料
研

完
~
し
口
の
没
い
い
、
町
立
民
俗
博
物
伯
設
立
促
悲
に
つ
い

季
刊
文
化
吋
第
一
号
発
行

開
偲

ア
メ
リ
カ
・
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
惰
館
に
お
い
て
極
東
風
口
虞

一
件
を
出
品

定
笠
に
つ

弟
三
分
科
会
、

汽

H
の
近
択
旭
準
決
定

痘
四
分
科
会
、

化
叶
の
保
持

限
厄
文
化
け

五
、
四
六
四
、

Ot
□0

版
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を
任
命

庶
務
諜
長
安
迄
健
二

長
に
転
出

庶
務
諜
長
に
西
森
馨

を
任
命

竣
工

文
化
財
映
両
フ
ィ
ル
ム
貸
出
規
則
制
定

-7 2 l -

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
公
布

電
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
の
氏
名
変
吏
の
届
出
等
に
関
す
る

規
則
制
定

五 四

則
制
定

昭

和

年

月

文
化
財
保
設
委
員
会
委
員
に
川
北
禎
一

が
就
任
（
一
万
田
尚
登
の
後
任
）

（
興
業
銀
行
頭
取
）

.
：
'
、
J

社
＇
「

・

機

枯

・

人

事

••• • 
,
j
 ｀
 

,＇・ A .. 

高
知
域
犬
守
、
ぷ
山
サ

延
暦
寺
恨
，
ド
巾
棠
、
廻
廊
（
滋

賀
）
半
解
体
工
事
竣
工

天
皇
皇
后
両
陛
下
、
歌
闊
伎
吃
に
お
い
て
開
催
の
国
家
指
走

芸
記
特
別
娯
宜
会
に
行
宰
啓

国
宝
図
録
国
内
版
第
三
集
発
行

川
宝
目
録
第
八
集
、
菫
裏
文
化
吋
目
録
第
七
集
、
特
別
史
跡

名
肪
天
然
晶
念
物
・
史
跡
名
肋
天
然
品
念
物
一
覧
追
加
四
、

屯
要
民
俗
資
叶
一
虹
追
加
一
発
行

祈
指
定
重
焚
文
化
吋
図
説
第
一
集
発
行

国
宝
そ
の
他
建
造
物
保
存
修
理
の
う
ち
前
年
良
か
ら
の
誂
続
エ

亨
四
一
件
に
対
す
る
修
剋
費
補
助
金
暫
定
予
・
五
月
分
）

二
0
、
0
0
0、
0
0
0円
の
割
当
て
き
ま
る

金
沢
城
柏
の
修
狸
竣
工

別
展
観

法
闘
寺
献
納
御
物
鼠
（
条
良
田
立
閏
物
館
開
餡
六

0
円
年
心

念
）
開
催

医
学
に
閃
す
る
美
街
衰
什
肛
含
占
ど

文
化
吋
保
存
修
理
叩
以
補
助
金
、
防
災
桐
設
費
補
助
金
、
無
形
文

化
叶
助
成
金
急
八
五
件
八
九
、

0
七
九
、

G
O
O円
の
六
月
分
村

定
割
当
決
ま
る

第
ニ
・
四
半
期
分
補
助
金
一

0
六
件
、
九
七
、
五
五
几
、

0
0
0

円
の
割
当
決
ま
る

)
T
J
 

”：へ刀

手
刊
文
化
財
弟
三
翌
発
行
（

々
楽
々
園
（
滋
賀
）
火
災
の
た
め
建
物
半
焼

工
信
に
許
手

と
の
二
門
、

ち
の
門
お
よ
び
旧
壽
所
の
修
理

こ
3

、
て
奇

し
キ
4

し

1
1

．
又
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四

文
部
省
机
訊
令
い
一
部
戌
正
に
土
119,"＂
臼
い
冒
仰
訊
を
尻
，

Wt

文
化
肘
保
＂
此
応
員
会
訓
八

y
由
一
号
に
よ
り
信
喜
局

□
ズ
什
冒

Ii

押
宜
を
〗
い
く
〔
門I
l
-
F
l
冑
汀
〗

菫
文
民
佑
資
打
指
定
げ
印
崎
叫
臼
定

咽
汲
民
俗
汽
叶
台
_
規
則
闘
定

ァ
、

イ
タ

lJリ一） に
つ
い
て
閂
ぷ
汎
定

国
立
博
物
餡
及
び

Ill立
文
化
吋
叫
完
哨
り
長
に
対
ず
る
任
鍮
訊

の
区
任
に
閃
す
る
JI
令

文
化
吋
竹
理
官
に
武
井
貞
賢

逮
塩
物
具
旦
閏
野
古
ぺ

古
学
上
の
発
掘
に
田
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門
心
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：
`
＇
言
叫
門
ぃ
ぶ
項
窄
ー
収
贄
閃
則
を
瓜
公
で
決
足
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決
宣

年
延
附
し

{
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i
t
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-
i
1
,
 

や
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ひ
j
"＼J

心
妻
艮
岱
汽
叶
追
加
一

屑
指
定
菫
炭
文
化
吋
口
況
溶
二
集
発
け

已
只
又
化
け
兒
凱
晶
臼
罰
告
第
四
（
支
脊
字
又
石
硲
髯
）
発
行

姫
路
旦
只
存
臼
野
エ
万
冶
二
改
，
げ
刊
と
し
て
大
天
守
お
よ
び
周

辺
の
讀
伯
刀
認
休
仄
冠
に
打
手
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悩
沖
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悼
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ぷ
戸
犀
叡
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文
化
け
指
追
ー
叫
念
廊
菜
特
刊
叩
驚
具
会
を
日
比
谷
公

ミ
位
に
り
い
て
旧
位

心
二
□
文
化
，I
r尺
．
〗
噂
鳳
間
哀
氾

直
北
氾
尺
言
＇
工
芸
〗
璧
'
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E閲
加

I
I
L
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‘inL
へ
心
物
岱
良
日
欠
犬
崖
旦
会
を
日
此
谷
公
尉
で
間
偲

出
土
品
を

菜
旦
，
｝

文
化
吋
保
II』
よ
り
Ill叫
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喜
旦
長
砂
柏
戚
一
郎
仕
門
満
了
に
よ
り
退
官

文
化
吋
侃
Ii
緊
ぷ
旦
会
事
務
局
文
古
処
理
規
則
制
定

地
方
臼
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
崖
汀
に
伴
う
口
係
法

化
の
整
迎
に
川
す
る
法
律
[
文
化
間
保
心
法
の
二
郡
改
正
〕
詞

定地
方
敦
育
行
政
の
祖
織
及
び
連
宮
に
川
す
る
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